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【特集】法と権利の現象学の現在 
 

鈴木 崇志!

!

 「法」と「権利」は、現象学において長らく論じられてきた話題であった。例えばミュン

ヘン・ゲッティンゲン学派に属する " ・ライナッハは、『民法のアプリオリな基礎』（#$#%）

において、社会的関係のなかで形成される志向的体験のうちに法的な諸概念の起源を求め、

それらの概念に関するアプリオリな法則を解明しようとしている。また &・ケルゼンの純粋

法学の影響下でフッサール現象学を受容し、#$'( 年代以降に活躍した研究者としては ) ・

カウフマン、) ・シュライアー、尾高朝雄らを挙げることができる。さらに第二次世界大戦

後には、* ・レヴィナスが他者への責任を起点として独自の法・権利の議論を提示し、その

着想は +・ヴァルデンフェルスらに受け継がれている。!

 このように法と権利の現象学は豊かな広がりを有している。のみならず、その研究は現在

でも進行中であり、ますますその存在感を強めていると言ってよい。例えば現代の現象学研

究者ソフィー・ロイドルトは上述のような研究史に幅広く目配りをして「法と権利の現象学

（, -./012/ 3456-457589-）」に関する著作を数多く公表している（:59;570!'(#( <! '(#=<!!"#$%>）。

また ' ('% 年に &'!#(!)#*!$+,--.#/-+#0'!1-2!1-%-34#$15#0'!1-2!1-%-367$%#0'6%-8-9'4におい

てライナッハに関する特集が組まれたことも記憶に新しい。さらに、政治哲学者ミゲル・ア

バンス―ルの「無始原」論のうちに、レヴィナス読解の一つの可能性を見いだすこともでき

るだろう（アバンス―ル! ' (#$）。法や権利はいかにして形成されるのか、そしていかにして

揺るがされ修正に向かうのか――こうした問題を私たちの経験に即して理解しようとする

現象学的アプローチは、戦争・感!"・#$・ %&シュアリティ な'の 諸問題において(存

の法と権利の)組 みが問いただされている*、 ますます+,性 を- している。!

 こうした問題./ のもとで、0会12 の34治5（6789大学）、:;<（= >?@A

@大学）、鈴木崇志（BCD大学） のEF により、'('% 年 #' G ' H に、BCD大学IJ K

LンMス においてH0現象学・社会@学会第 ?( N シンOPウQ「 法と権利の現象学の現在」

がRS された。このシンOPウQ の目的は、上述のような現代にT るまでの法と権利の現象

学のUR をV まえつつ、その理論的WX とYZ的WX の[X に目配りをした議論を行うこ

とであった。すな\ち、 法や権利に現象学的にアプローチするとは'ういうことかという 理

論的問題に] えて、そのようなアプローチが現代の法や権利をめ^る 諸_題 において'の

ような.` をa ちうるかというYZ的問題 にもb り組cことが 目d されたのである。!

 そしてこのシンOPウQ においては、これらの問題を多X的 に論じるeく、 fghij

（kl学m大学）、nopj（ BCD 大学）、q7rsj（tuv@大学） をwx者 としてお

y えして議論が進められた。fghij は、z年、 フッサールの{活世界論 に|} した現代

の~•法学 への問題提起や、他者の{ きられた経験を€• の中‚ にƒ える現象学的「s権法

./論」 の提示を行っている（fg '('# 、'('' ）。またnopj は、レヴィナス研究の„点
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から、…理的責任とは†‡ される.ˆ での「政治的責任」概念にもと‰いたデŠ&ラシー 論

をUR し、レヴィナスの現象学が政治や法へとつながる‹Œ を• きŽ している（no '('% ）。

そしてq7rsj は、尾高朝雄やフッサールの議論を• がかりとした「法的•‘」 について

の現象学的€• な'を 行い、法という’象 の“成 に関する研究にb り組”でいる （q7

'('' ）。このように現代社会に{ きるs •とへの – やかな目配—をしつつ˜™的 な議論をU

R するおš› によって、「法と権利の現象学の現在」に関して、それœれの•ž€Ÿ からの

提題がなされた。!

 fghij の提題「~•法志向性 の現象学的€•」 においては、~•法学 の€Ÿ への現象

学の ¡可能性 が、¢£的€•、¤{的€•、世代的€• のš つの¥¦ で論じられた。¢£

的€• とは、§¨~•法 の€Ÿ に作¡・.ˆ・’象 という現象学の‹©B てをb りª れるこ

とで法的‘念・§¨~•法・一«§行 の関係を解明することである。そして¤{的€• とは、

上述のš¬関係 を、­®¯a・原°象・±²³a´ の概念を¡ いて¤{ の­µ に即して¶明

することである。さらに世代的€• においては、·¸世界 と¹¸世界 という)組 みを¡ いて

k<中‚的 な~•法 „ をº正 することな'が _題 となる。豊» な©体例 を¡ いつつ提示さ

れたこれらの€•›法 は、~•法学 の¼½ をなす法Y¾¼` を¿À的 にÁÂ するうえで+

, だろう。!

 nopj の提題「「Ã しき法、され' 法なり」――レヴィナスの法哲学のために」は、提

題のÄイトル にもなっているÅ言 を• がかりとして進められた。このÅ言 は、Æ例は「Ã し

い法であっても、法である以上はÇÈ されるeきである」と 解されるが、レヴィナスはこれ

を「'”な Ã しき法であっても、法であるÉ りÊ新 しうる」と解Ë する。そのようなÊ新 を

Ì すのが、Ís としての他者への責任の関係、すな\ち …理である。私が責任をÎ うeき 他

者がÏ数存在 することは法を,Ð するが、一Ñ成B した法はÒ してÓÔ のものではなく、責

任の„点 から問いÕ され、作りÔ えられうる。こうした責任と法のÖ× 関係にもと‰くレヴ

ィナスの法哲学は、現Y の法のあり›、 そしてあるeき Ø をÙ えるためのÚÛ をÜ えてくれ

るだろう。!

 q7rsj の提題「法への現象学的アプローチの_題 と可能性――法哲学者の„点 から」

は、法的’象 の“成 に関するフッサールの着想にもと‰いて、ロイドルトらのÝ新 の法現象

学の成Þ にも目配りをしつつ、法への現象学的アプローチの可能性をß究 するものであっ

た。こうしたß究 によって明らかになったのは、~:法 にと'まらない 法の形£ の多à性、

法を経験するsá のâ点 のÖã、 そして法的äå を0²的 にÜ える感æな'について Ù え

るうえで現象学が有ç だということである。また提題をÆじて示された現象学的アプロー

チのè つの_題（法的0éÕ„ の€•、法êë の¢£的ìí£的現象学、法的äå の“成€

•、¿À的法現象学） は、これから法現象学を研究しようとするs にとってÓ可î の•ï き

となるだろう。!

 これらの提題のð容 は、それœれの•žñò にBó しつつもôõ に関ö しあうものであ

り、wx者÷ での’話 やフロアとのディスカッシøン はùú にû り上がった。さまüまな €
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Ÿ の研究者が集まる0学会 において「法と権利」という大きなテーマをý うことについては

þÿ のÓ! があった。それがまったくの"# であったことを、シンOPウQ EF者 の一s と

して、そしてこのテーマに関‚ をもつ研究者の一s として$ しく%う。wx者 として™のこ

もった¤表 をしていただいたfghij、nopj、q7rsj、&会 としてディスカッシ

øン を¼' していただいた34治5j、 そして議論に(] していただいたフロアの)à に

* く+,- し上げる。!

 *. の特集には、シンOPウQ での提題をもとにしたfghij、nopj、q7rsj

の論/ が0 められている。おš› の1+ な論Ù は、「法と権利の現象学の現在」についてÙ

えるうえでÒ2的 に+, とものになるにちがいない。!

!

!" #

!

!"#$"%&'()"*+#, '(-./. '(!"#$%&'(#)*"#*+",*-,.&/01&2#34,#353)",'(012#34,35(6"+7()#,2,89:(

! ! -./;'( 6&,#34,#353)7* 3$* 65('85"/79* :8##8&* ;',#+/* 3#* 635"/".85* <#/,'0(=>,./"?"/7'( <,=( >"79( ?3$( !"3$"35(

@"A&%,$4,:(

"#$%!& '()&' -./B ' *+, - . /0 12345678&3% 9 8:;<=>"$?26@$AB'

CDE?FGHIJ'KLIMNOP :(

QRST' -.-/ 'U+VK*M WXY 9 Z[\]^_MB7̀ aM bc de]f g h icjk Ml gm'* no

KpqB'r C. s' /.D t /DC:(

!! -.-- 'Uuvw Wdxyz { vw| /07 ^_M]UdxK}~m\m'*+VKMBr DDs' DBt CD:(

CDE' -.-D '*• €k • k‚W 1234567ƒ<„…% WL†‡M Wkˆ-B' …‰Š5‹ NO :(

Œ•Žd' -.-- 'UK]••‘ "*#3#"(EA7#F’W ^_M]“”7 •–—6& ^_M { ˜™K\ g š› /0 œ•m'

*^_M 9 žŸ MBr Gs' ;Gt HB:(

!

（すずきたかし・BCD大学 ）!
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国際法志向性の現象学的分析!

"" 静態・発生・世代"" !

#!$%&'()&'(*(+,-.*!#'.*/0,0!(1!2'3&4'.3,('.*!5&+.*!2'3&'3,('.*,3/6! !

73.0,08!9&'&0,08!.':!9&'&4.3,;,3/!

!

fg  hi !

"#$%!&'()*+)!

!

$% #

03 は、特にフッサールがUR した（#）¢£的・（ ' ）¤{的・（ %）世代的現象学の„点 か

ら、~•法45 の志向性を€• するための›法 を提示することを目的とする。特に§¨~•

法の62 という/7 に8点 を9 て、自:Ò2権 の§¨法性 を62 した~•&法;À< のチ

L=ス 諸>€?@ABC的.見 をDE しながらÙÛ を進める。~•法 の¼½ である法Y¾

¼` は、（#）F„¼` のもとで45 をG的にH え、（' ）I÷ や（%）J÷ もK2 して想2 す

る。これに’ して、03 の現象学的~•法学 は、~•法 があくまでも~•法L: の（#）¼

„的 かつÖ’的 な./作¡ と、それ以MからN いている（' ）­®¯aO原°象O±²³a

の6I性 や（%）·¸ì¹¸世界 のPO“成 といったN きから“成 されていることを明らか

にした。このような現象学のQ見により、s÷的{ と€ かちR くS •ついている 「@象その

ものへ」とB ちT り、0² のU6 にV れた「WなるY¾¼`」 が~•法理論 にもたらされる。!

!

&'() #

!

 03 は、~•法学 と現象学をXY し、M者がÙ究 する~•法45 の志向性を€• するため

の›法 を提示することを目的とする。Z者 はすでに‡3 において、~•法学 がs÷的「 { へ

の.` の[\ としての学の『]^ 』」、すな\ち、「@Y 学へのY¾¼`的_` （251909@91091./-!

,-;AB0954）」にa っており、それをb りc えるために、「あらdる F„的@学 に関するÀe中

f （:9-7'; ）」としての現象学的_`（ 2/3456-4575891./-!,-;AB0954）が有ç であることをd

g した!。この現象学的›法 によって、~•法L: は「¼„的OÖ’的」 かつ「hi的OÓ

Ô的」な「{活世界（ :-C-41D-70）」とj ばれるIJ的@G の世界を経k することになる"。

このような一見してÖl する{活世界 の[性é は、「それなしには’象 と世界が\れ\れに

とって現存しえない」アプリオリな原理として、経験’象 とÜ えられ› との「Ö関関係

（E5FF-7G0954）」を示す「志向性（H40-40954G79030）」概念によってmn される#。{活世界 のh

i的Ö関原理 は、„念的45.ˆ の成B を問う法学にも'ª 可能であり、./ と世界をo り

!
! ! !"#$% "#"$ %& '()*+ , -. / 012345+6 77 89+ :; <=3> ? @A;B

C +D ? E* FG)HI 6 %#J K &'(()*+,!-./'0.,!$12% ,!&'(()*+3404!5&'46!78,!9:!;#:! !
" ! 3<3.:,!99:!$;=>$;;: !
#! 3<3.:,!99:!$?$>$?=:! !
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€ ける法Y¾¼` とは一p をF したâq を提r しうる。!

 03 は、s行 する研究をtu して、より©体的 に~•法45 の志向性を€• するための現

象学的›法 を提示する。第 # v では、作¡ と.ˆ のÖ関性により’象 が“成 される“w を€

• する¢£的（ 10G09.）現象学、第 ' v では、そのような’象 のxy にあるI÷的 なz{ を€

• する¤{的（ 8-4-09.）現象学、第 %v では、PI的・ÆI的 な世代・/| を€• する世代

的（8-4-FG09@-）現象学をそれœれ~•法学 に}¡ する。その}¡ に• しては、¼F二`論 が

長年議論の的になってきた§¨~•法 の62（ 9;-409I9.G0954!5I!.A1056GFJ!940-F4G0954G7!7GD）を

b り上げ、©体例 として、~•&法;À< がs民 の自:Ò2権 の§¨法性 を62 した「#$KL

年のチL=ス 諸> のŠーリシLス からの€? の法的~S 」@A BC的.見（ '(#$ 年 ' G ' L

H） をDE とする。!

!

*+! ,-./01 2 34567 #

!

（, ）¢£的現象学 ――作¡O.ˆO’象 !

「./ とは• かについての./ である（+-DAM01-94!@54!-0DG1）」という有€ なテーゼで9

られる志向性概念は、Y¾¼`的~•法学 にもÆ• する「¼„OF„」 というz世‚/論 の

ƒ„ を…ち† る可能性を‡ めている。Y¾¼`的_` がð（./） と8（’象） をo り? し

てF„的 に„Û可能 な後者がM者から独B して存在すると„念 するのに’ して、現象学的

_` は./ の「作¡ （"B0）」が「.ˆ （N944）」をˆ‰ してのみ「’象」 へと関係しうるとい

う志向的なŠ‹ をŽ現 さ—る$。その ­µ において、QŒ される@G の「感ŒÜA

（*62I94;A481;G0A6）」が「作¡」 にb り上げられ• をŽ き• まれる（{|（ +-1--7A48））こ

とで%、「’象」 を• として（G71! -0DG1）•‘ するかという「.ˆ」 を42 する’‰ となる&。!

「作¡」 と「.ˆ」 のÖ関性により「’象」 が“成 される“w を¢£的（ 10G091./）に€•

する•法 は、現象学的法哲学とj ばれるñò でもY• に“ みられてきた。その目的は、法Y

¾¼` のD” なsª見 を一• し、法が\れ\れの ./ とのÖ関性において自らを“成 され

た存在としてR示 されるという“w を¢£的 に記述することにあった' 。より©体的 に言え

ば、志向性概念は、法があたかも「‚/ し ¡ する¼„（s÷） から? れた独B のF„–」

をa つかのように「G的’象 のように目のMに—いて」「˜象的 でK2 した45 として」™

t| するY¾¼`的_` をš› し、「‚/ しYZ する¼体としてのs÷ のö関 で法がいかに

してÜ えられてくるのか」を問いÕ す(。!

法Y¾¼` の「¼„OF„」ƒ„ を./ の作¡ からŽ¤ してš› しようとする“ みは、œ

!
$! &'4!888@$,!9:!"1;:! !
%! &'4!A8A,!9:!=11:!
&! 3<3.,!99:!%"1>%=#:!
' ! LMNO %$1;B%*P2)+ , Q)6FGRST% $1$>$1"U !
( ! VWXY %$11;%&) , !Z ?, [\ 77 C>] D)<)0^ E_`ab RSc / )d+ , OefE*)

d+HI6% $#=>$#%U !
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ずしも現象学に明示的に言• している\けではないが、 ~•法学 のなかにもž見 される。た

とえば、Ÿ0 雄 は、Y学 へのY¾¼`的_` が¡ えるR点 を「形„的 『¢法性 』への崇£ 」

としていち¤ く見¥ いており、そのF„¼`的 なG的%Ù をb りc えるœ,性 を¦ えてい

た)。その§¨ の© しとして、' ( 世ª において「~•法./ を« える¬ い• の­大 と./ の

é的Ô|」 が起きていることが強mされる!* 。Ÿ0 は~•法./ が­® している¯向 を受け

て、法的‘念 がもはや「諸~: の./ という.ˆ ではな」く、cしろ「 s÷ の°体 に± る4

5./ の²体 こそ、~•社会 における法を{ みŽ し、³a してきた」とdg している!! 。ま

た、~•法 がG理的に¯‘ しR い「´ きとめられない法」であるとH えÕ すµ¶ 民· も、そ

れをz¸大 のs÷関係 とのÖ関性のなかに見いŽ している!" 。µ¶ によれば、/´ やY行 な

' Gé的 に存在する~•法¹º とは¹ なり、そこから読み解かれる.ˆð容 としての~•

法45 は、»á の€ž的 な現¼におけるs÷ の½¾ とöí しながら「.ˆ の世界に存在して

いる」!#。!

!

（-）§¨~•法62 における作¡O.ˆO’象 !

 現象学の「作¡O.ˆO’象」ƒ„ が法Y¾¼` の「¼„OF„」ƒ„ にb って代\る ©

体的な¼X として、§¨法 の62 が挙げられる。法哲学の€Ÿ では、q7 rs が§¨法 62

に現象学的Q見を'ª しており、03 にとっても有¿ なâÀ となる。q7 は、イェリÁ& が

提¦ した@Y の45™論 にl論 した尾高朝雄の現象学的§¨法論 をÁÂ する。そのÁÂ を

²Â するなかで、尾高が「§行 のlÃ というÄ なる@Y ではなく、そのlÃ にk² するêë

!2 の目的が、@Y上 の§行 に『法』という45.ˆ をÅÜ する作¡ をï き起こす」ことを

強mしていたことがdg されている!$。このように尾高の§¨法 論がêë!2 という目的へ

の志向に基礎‰けられた§¨法 のWX をH えていたことを受けて、q7 は次のように,Æ

する。すな\ち、「ある行¾を法として‚ め、9Ç行¾ に§¨法 という.ˆ
È È

をÜ えるような

法的•‘ とは、二Ép のäå、 つまり45äå とêëäå への志向に基礎‰けられたÏ¢的

なäå的・45的 な./ 作¡
È È

である」!%。!

この現象学的§¨法論 は、Ê•的 に法Y¾¼` により理論| されてきた§¨~•法 の6

2 を問いÕ すためのdË にもなる。~•&法;À< 4µ %OÌ # ¬ Cに42 される「法とし

て‚ められた一«§行 の¾} としての~•§¨ 」は、F„的,A としての一«§行（ 8-4-FG7!

!
) ! ghij %$1BB%&'( ) 77 k,* lmno6E*'() , pqrs6tuvwxT %%?U !
!* ! yz{u %"#$?%&ghij , '()+ 77 k , |} / ~•E*)+€•]‚ƒ„…‚+6̂ ?"

† =‡ %J% =?#U !
!! ! ghij %$1BB%&'() , pqrsE*ˆ‰Š6% $$U !
!" ! ‹Œ•Ž %"#$=%&*Š •/`;B•‘ )6 , ’“”• / ’–—˜™•E {š›œ‡•žŸ ‡

V¡¢£*¤¥3FG ¦§Ab& ¨©E6ªV‚+ «¬­®˜™ ¯° ”±²³U !
!# ! ‹Œ•Ž %"#$%%& '() , >´ / µ¶ 77 '()·¸ :; '()¹º ?E*» ¼½¾¿ 77 4

À) , ÁÂ $Ã) , >´Äµ¶6¼½ŠÅ% ;; >;BU !
!$ ! ÆÇÈ< %"#"" %&)3Éu] !"#$#!%&'(#)^, 45+3ÊË FF ÌÍÎ³Ï 45+ _ ÐÑ)2

? ÒÓ Ôb Õ ÖE* 45+‡T×Ø+6 2 J]ÙÚÛxÛ !
!%! ÜÝ]ÙÚÞßÛ !
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2FG.09.-）と¼„的,A としての法的‘念（ -9616-#<=+68）という「¼„OF„」ƒ„ で¶明 さ

れてきた（ƒ #）。法Y¾¼` のB¼ からは、45的 なÍÎ さを¡ える˜象的 な法的‘念 に

Ï して、記述的な正•性 をもたらす©象的 な一«§行 が+â される。しかしながら、~ö ~

•法12会 の「§¨~•法 の62 に関するS論」（'(#O 年）の議論­µ でも明らかになった

ように、G‚二`論 のB¼ をÃô にÐ こうとすればするÑ'、「 [,D がときに6一 のDE

から見Ž されうる」というÖ関関係をÒ¶的 にÓ \にしてしまう !&。!

 このようなY¾¼`的_` による「¼„OF„」ƒ„ にÔ して、Z者 は以Mの論3 で、現

象学の’象志向性 を§¨~•法 の/7 に9 てはめ、下記の「作¡O.ˆO’象」ƒ„ を提示

したことがある（ƒ ' ）!' 。すな\ち、ある 法的‘念 という「作¡」 により、ある§¨~•

法という「.ˆ」 において、ある行¾Õ がはじめて一«§行 という「’象」 として“成 され

る。より©体的 には、無数に存在するG的な諸行¾のうち特2 の行¾Õ の「感ŒÜA」（4

5ð容 ）が「作¡」 としての法的‘念 によりb り上げられ• をŽ き• まれる。その’Ö で6

I に、その「感ŒÜA」（45ð容 ）に即して特2 の§¨~•法 に関する「.ˆ」 がÖ関者

として形成される。そして、その「.ˆ」 を‰してはじめて、それら行¾Õ が一«性 を× え

た特2 の§行 という「’象」 として“成 される。以上のような’象志向性 の¢£的€• は、

すでにØ2 された法の「.ˆ」 のð容 を問いÕ すことをÆじて»‡的 な法解Ë に基礎をÜ え

る。!

 このような現象学的§¨~•法論 は、一«§行 よりも法的‘念 にÖ’的 な+点 を—く~

•À例 とも¢Ù する。Y• に、Ú™Ó行Û原則 の§¨法性 が問題となったÜカラÝア @A0

ÞÀÒ（ #$OK年）では、法的‘念 が一2 の~ö²会Ò議（ この/7 では特にßà関係原則

á言（ #$=( 年））に’ するâ争9@~ や諸~: の£ã からäå されうると述eられた !( 。ま

た、æçèÛ¡ の¢法性 に関するBC的.見（ #$$K年）では、æçèÛ¡ をéf する§¨

~•法45 の有無をÀe する• に、「²会Ò議 は、たとえêë™ をa たないとしても、I と

して45的äå をa つことがある」こと、「あるìí においては、4則 の存在や法的‘念 の

Ž現 をB¾ するために+, な¾} となりうる」ことが示された!) 。これらのÀ例 では、記述

的な正•性 をもたらす©象的 な「一«§行」（F„） が45的 なÍÎ さを¡ える˜象的 な法

的‘念（¼„） にîs するという法Y¾¼` のÄ純 なƒ„ は³a されていない。cしろ、 !

~•^関 な'の 多数~÷)組 でï成 される~•社会 の諸ア&Äー の法的‘念（作¡） により、

ある§¨~•法（.ˆ） が概念的に形成され、それをÆじて一2 の行¾Õ が一«§行（’象）

としてH えられることになるのである。!

!

!
!&! !"#$ %"#"# %&ÐÑ'() / Ù\¹º ¦ ª Ôb '()àá×&â2E 77 &'(…)E ,

ãP] GH3I/ /̂ äP] JK)I*)/ Êåæçè£‡éŒOê£ëìí*'() , 4î 77 ïr Ô
b 4ÀFG ð Q , ñòó _ D ‘ ô Ô6 õhö2TU !

!' ! !"% "#" $%&ˆ‰2xE% $"2U !
!( ! 8LM!N)9I*O(!$1B?,!9:!$%,!94*4(:!$B=>$1=:!
!) ! 8LM!N)9I*O(!$11?,!9:!""? ,!94*4:!;#:!
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（. ）自:Ò2権 の§¨法性62 における作¡O.ˆO’象 !

上記の現象学的§¨~•法論 を©体的 な@例に}¡ していく。03 でý う@例は、~•&

法;À< が '(#$ 年 ' G ' L H にBC的.見 を下した「#$KL年のチL=ス 諸> のŠーリシL

スからの€? の法的~S 」@A である。0@A は、ŠーリシLス が独B する­µ でイðリス

によってo り? され、イðリス ñ インド<zò （+HPQ）としてQ られる新たなñ民z に組

み• まれたチL=ス 諸> をめ^ るものである。#O#?年のMリ ÌÆòS後、 チL=ス 諸> を

ó c「 ŠーリシLス > とŠーリシL スô属~ 」は、イðリス によって•治 されていた。これ

らのñ民z は、~öõö のもとでは、² 会が作成したù自治 zò（第 ## ö） のリストに÷

ることになった（#$?K年 #' G #?H のÒ議 KK（H））。#$KL年 $ G '% H のランカスÄー・ハ

ウスø2 で、ŠーリシLス のùÖ とその他の代表者は、イðリス の権É 下にあったŠーリシ

Lス からチL=ス 諸> をo り? すことに原則的に6. したが、6諸> がいかなる第š者 に

もúû されず、後H ŠーリシLス にT_ されることをÌA としており、このÌA は9I イð

リスも受けª れていた。しかし、#$KK年 #' G %(H のイðリスOアüリカ ÷ ø議 のSÞ、

「ýñ インド<ñþ のÿ!目的 でのÛ¡可能性 に関するø2」 がòS され、6HÅ で¢.議

@" が作成された。その後、ŠーリシLス は #$K=年のhÆ#挙 を経て #$KO年に独B をÞ

たしたが、#$=%年にかけて、チL=ス 諸> の$s% がイðリス によって~_ を&f される

か、強'ö行 され、~_ を&f された。その後もチL=ス 諸> はŠーリシLス にT_ される

ことはなく、#$O( 年代() からŠーリシLス がイðリス に’ して問題を提起し[~÷ のâ

争になっていた。'(#( 年にイðリス がチL=ス 諸> とその*+ に,<-.† を/0 すると

¤表 したことを受けて、ŠーリシLス は '(#( 年に~ö,<法ÌÆ1属´ RHHに基‰くˆ;

に提2 した（'(#L 年にˆ;ÀÒ）。 '(#K 年 #' G %(H、 イðリスOアüリカ ÷ #$KK年ø2

の L( 年の3÷ が45 したが、そのÌA に6 って '( 年÷7長 された。!

この@£ を受けて、~ö²会 はÒ議 =#S'$'（'(#= 年）を89 し、~•&法;À< に’ し

て次の点をó c BC的.見 を:問 した。すな\ち 、「ŠーリシLス の§ñ民z| の­µ は、

ŠーリシLス からのチL=ス 諸> の€? にï き; く、#$KO年のŠーリシLス の独B の• に、

~ö²会 の #$K(年 #' G #? HÒ議 #L#?TURV、#$KL年 #' G #KHÒ議 '(KK!TUUV、#$KK年

#' G '( HÒ議 ''%'!TUUHV!およ• #$K=年 #' G #$HÒ議 '%L=!TUUHHV!にl< された`= を

ó c ~•法 をÙ> して、¢法 に?5 されたか」という論点である。この点、²会 はŠーリシ

Lス の§ñ民z| ­µ を #$KL年のチL=ス 諸> の€? と #$KO年の独B の÷ のI3 に@—

‰けているため、その3÷ にs民 の自:Ò2権 （F98/0!05!1-7IW;-0-F694G0954）が ¡可能 な~

•法 であったかが問題となった。!

;À< は、以下のように法的A論 をUR して、（X）ÁÂ中 の3÷ である #$KL年から #$KO

年の÷ に ¡ された~•法 である（その3÷ に§¨法 として成B していた）ことをS論 ‰け

た"* 。（" ）#$?L年の~öõö がù自治zò に関する42 をû り• ”だことは、 自:Ò2権 が

!
"* ! 8LM!N)9I*O(!"#$1,!9:!12,!94*4:!$?$:!



国際法志向性の現象学的分析―静態・発⽣・世代― 

 10 

§¨法 としてSB| したI点 を•‚ するための/7 を成す"! 。（+）#$K( 年のñ民z独BÅ

Üá言 の89 は、§ñ民z| に関する~: Y行 の•¢ におけるÒ 2的 なC÷ である。0á言

は、89 された #$K(年にアフリカの #=カ~ をó c #Oカ~ が独B し、#$K(年代にはさらに

'O のù自治ñ の~民 が自:Ò2権 を行Û して独B をD成 したことから、その89後 の§ñ

民z| ­µ とも明• な関係がある。形„的 上はBC であるが、そのð容 と89ÌA から見て、

§¨45 としての自:Ò2権 に関してá言的性Å を有している"" 。（Y）#$KK年に89 され

た~•s権4Æ は、すeての s民 の自:Ò2権 をE•‚ した"#。（* ）#$=( 年に89 されたß

à関係原則á言 は、自:Ò2権 の§¨法上 の45性 を•‚ した"$。!

 ;À< の法的A論 では、§¨~•法 のF„的,A である~: の一«§行（Fñ民z の独B）

は9G であるが、その¼„的,A である法的‘念 の¾} として、多数~÷ÌÆ（（ " ）~öõ

ö・（ Y）~•s権4Æ） と~ö²会Ò議（（ +）ñ民z独BÅÜá言・（ * ）ßà関係原則á

言）が¾} として+â されている。;À< は、æçèÛ¡ の¢法性 に関するBC的.見（ #$$K

年）でのM述の言明をï¡ することで、法的‘念 の¾} としての~ö²会Ò議 の45的äå

について想起している。このA論­µ では、一«§行（F„） を法的‘念（¼„） にîs さ

—るという法Y¾¼` のB¼ は³a されていない。もし9I の~:Y行 を法Y¾¼` によ

って記述しただけであれば、ñ民zH¼~ によるI政 は一2µã継; していたのであり、s

民の自:Ò2権 に関する~:Y行 は二€ しているというS論 も' きえたであろう。Y• に、

イðリス はJ述´ において、「~:Y行 は一2 であるとは言いR い。世界Kz の§ñ民z|

­µ では、€?・ €ú ・¢L その他のb りÒ めが行\れてきた。このような §行 は、イðリ

スだけでなく、MM 多くの他のI政~ によっても広く8¡ されてきた」と¼N していた"%。!

しかし、;À< はそのような法Y¾¼` はÐO —ず、多数~÷ÌÆ や~ö²会Ò議 にl<

されていた諸~: の./「作¡」（法的‘念） が自:Ò2権 の「.ˆ」（§¨~•法） を形成

し、それによって9I の諸~: の§行（’象） を{ みŽ すというA論 をUR した。特に（+）

ñ民z独BÅÜá言 については、そこにl< された諸~: の./「作¡」（法的‘念） が自

:Ò2権 の「.ˆ」（§¨~•法） を{ みŽ し、Y• にその89後 に諸~: のö;的 な独B

という~:Y行 （’象） をもたらしたことが;À< により強mされている。!

!

8+! ,-./01 2 9:567 #

!

（, ）¤{的現象学 ――原°象O­®¯aO±²³a  !

フッサールは、M述の「作¡O.ˆO’象」ƒ„ のみに志向性€• をÉ2 していた\けで

はない。cしろ 、志向性がP在性 という特Q なà£ でR行 されていなくとも、すでにxy 的

!
"! ! *+#,:,!94*4!$%B:!
"" ! *+#,:,!94*4(!$2#!$2":!
"#! *+#,:,!94*4!$2%:!
"$! *+#,:,!94*4!$22:!
"%! P*3OO)0!QO4O)/)0O!5PQ6!IR!OK)!S03O).!T30U.I/,!94*4:!B:2?:!
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な「z{」 においてùP在的 に¤ í しているという理解を示していた"&。これらのz{的 に

¤í するùP在的 な志向性は、能í的 な（GB09@）’象志向性 がR行 される以Mに、感ŒÜA

を’象| することなくz{ へと受í的（ 2G119@）にóS する特Q な志向性をd す"' 。特にI÷

./ については、QŒ それ自体も、「½れつつと'まっているì { き{ きした現在（10FZ6-4;[

10-/-4;-!S!7-C-4;98-!\-8-4DGF0）として、WX にz{ としての（­® ）¯a（ ,-0-40954）と（±

²）³a（ ]F50-40954）を有することが¶ かれている"( 。!

üロディ の例を¡ いると、ある感í的 なT（ X）が響きU ることにより、受í的 に­® ¯

a されz{ にV ”でいる T（ +, ! [ ", "）と、6 じく受í的 に±²³a されz{ のs にWえて

いるT（ Y] ! [ *] "）が•一的 に•B たされる。そして、それらTÕ の感ŒÜA が能í的 な「作

¡」 をX¤（ "II-B0954）し、’Ö ではそれらTÕ の感ŒÜA に即してüロディ という「.ˆ」

（" [ +[ X[ Y[ * ）がÖ関的に形成され、それをÆじて一つの「’象」 としてのüロディ がQ

Œされる。ここでY, なのは、感í的 なT （X）が響く現在、それ以MにZ き½したT（ " [

+）をóS していた­® 、それ以後にZ くことになるT（ Y[ * ）を¡ える±² が「6I性」

をa つ点である（" , " [ !+, ! [ X[ !Y] ! [ *] "）。フッサールは、./ の受í的ñŸ におけるI÷形

成について、「* において6I に（196A70G4T-4V）Ü えられている­® の、たえず進行する{

成をもつのであり、このŸ において、[\ö¢ （)-F4G115^9G0954）と’| （]GGFA48）と配—

（E54I98AFG0954）がN いている」と述eている ") 。さらに、現°象・­®¯a だけでなく±

²³a もó めた現在の“w に関しては、「一› ではP現在 およ• ­®¯a的­® にN きかけ

るö¢ とŒ起が{ じ、他› では±² の›向 に向かうö¢ が{ じている」と解¶ している#*。

]T —ば、このような現在を中‚ とする「­®¯a と±²³a のÖ×ð属性（ H4-94G4;-F）」

をÆさないÉ り、現在のæとなる「原°象 の*」 は{成 されえないことになる#!。!

ùP在的 に¤í するz{志向性 を€• する¤{的現象学 は、現象学的法哲学のñò でさ

えも^€ にR_ されてきた\けではない #"。その一つの原` としては、それらsa的bc で

はフッサールが(3 に提¦ していた’象志向性 の¢£的€• のみがÙ> されており、d が

後3 においてe| さ—たz{志向性 の¤{的€• はfµ にó められていなかったというg

点がある##。]T —ば、現象学的法哲学は、「作¡O.ˆO’象」ƒ„ において?成h み（I-F098）

の志向性を記述的に€• することに4始 —ず、法が「Vi したj史（ 1-;96-409-F0-!\-1./9./0-）」

をz{的 にa つ存在としてÓe に{ みŽ される­µ を¶明的 に€• する•法 へと¤U しう

るのである#$。!

!
"&! &'4!888@$,!9:!$B1!
"' ! QO)30<IVW,!G0OKI0X,!"##$,!YJ*40(+4OI*Z(!80O*I.'VO3I0Z!30!-./'0.!&'(()*+,!-$./0)1)%2!$31($#$4%5.))#61%

.$,%-37#61%80$791)#):%;137'(1)%!$%<(.$)31$,1$7./%;!4#3=%Q9*30U)*!"##$,!HHH[333>H+333:!
"( ! &'4!78,!99:!$;#>$;=:!
") ! &'(()*+3404!\4O)*34+3)0!5&\6!7888,!9:!B;:!
#*! &'4!A8,!9:!$2B:!
#! ! &'4!AAA888,!9:!$$:!z÷Oø %"#$B%*ÌÍÎ³Ï , ù=26úûŠü% $$BU !
#"! ýþ´O %$1?#%*4À , )d+ !77 )ÿ!Ý+"#6t$%% %1U !
##! LM %* ˆ‰Š 6%$=B>$%%U !
#$! ÜÝ% "$1 &U !
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（-）§¨~•法62 における原°象O­®¯aO±²³a !

「{ き{ きした現在における『* と­®¯a と±²³a 』による『現在と­® と±² の6

I性 』の現象学的記述」は、法45 の¤{­µ を€• する• にも有ç な›法 となりうる。Y

• にs にï¡ したq7 の現象学的§¨法論 は、フッサールのð的I÷./論 に基‰く³3

作¡ が{ じる­µ にlk を] えている。q7 によれば、「•Y な³3作¡ は、¯a [ 原°象 [

³a・ö¢原理・pl の経験のlÃ によって{ ずる」のであり、これは45ÇÈ をめ^る ³

3 の!2| の­µ にも}¡ されうる。まず、45的•‘ にもと‰いて45ÇÈ をするP6体

の成2 6m で、¯a されている­® のpl的経験 とö¢原理 とにもと‰いてÖ× の45Ç

È をn‚ し¢ うことを³3 するようになる（45äå） #%。さらに、[者 はこのような45

ÇÈ の³3 が!2| をM提に、そこからk² する新たな行¾をEƒ することにもo. を向

けることになる（êëäå） #&。!

 このような現象学的なI÷¯‘ を~• 法学に'ª することで、Y¾¼`的 なI÷¯‘ の

É界 をb りc えることが可能となる。~•法 では、法Y¾¼` のÖ’的 なI÷¯‘ をl< し

て、¹ なるI代 がpq する• の@Y・法 をmr するために、I•法（ 940-F0-625FG7!7GD）の概

念が'ª された（Mルマス>ˆ;ÀÒ（ #$'O 年））。その提¦者 であるマッ&ス・フーバー

によれば、ある法L@Y の「/0」 に関しては、それと6I代 の法にs らしてÀe される一

› で（第一原則）、その法L@Y の「存;」 に関しては、その後の法の¤U にs らしてÀe

される（第二原則）#' 。!

形„的 に表明された~:.% を+,â する法Y¾¼` は、!2性 を志向してÄ一 のI点

にK2 さ—る第一原則とtn性 が高いが、その“ みは以下の ' 点のÉ界 を¡ えている。第 #

に、Y¾¼`的›法 は、あるI点（ X）にç™ を有する~•法45 のみに8点 を9 て、それ

までにSu された~:.% （"<!+）をv+ する形„ ¼` をとることで、±²（ Y<!*）に向け

た法の¤U をl< する第二原則をwâ してしまう。より0é的 な第 ' のÉ界 として、§¨~

•法 の¼„的,A である法的‘念 の2`、 すな\ち、「 問題となる§行 が法的権利または`

= の感Œをx ってR行 されyばならない」（ ~•法12会「S論」 $）との関ö でdg される

z{ がある。それは、「もし問題となる§行 が、そのような§行 はすでに（G7F-G;J）法であ

るという•‘ をx \yばならないとしたら、'のようして 新たな§¨~•法 がŽ現 しえよ

うか」というÒ¶ である#(。このI÷的z{ では、Ò2的I点（ X）にT るまでの­µ（ "<!

+）において、F„的,A としての「問題となる§行 が法的権利または`= の感Œをx って

R行 され」ているとすれば（G<!C）、Ò2的I点 で| めて「‚ められる」という¼„的,A と

しての「法的‘念」（ .）は.` を有さないことになる（ƒ %）。このMラド&ス は、G的な一

«§行 と‚的 な法的‘念 をo り? す法Y¾¼` の二`論的“ƒ を³a したうえで、[者 を

I÷的 にも‡»独B した存在として想2 するD” なI÷./ にBó するために{ じてしま

!
#%! ÆÇ%& ˆ‰ 2xE% B=U !
#&! ÜÝU !
#' ! 5$1"B6!88!N8GG!B"1,!9:!B%2:!
#(! 8DL,!"#$%,!S]!^IV:!G@L]:%@?;",!94*4:!??:!



『現象学と社会科学』第 7 号 
⽇本現象学・社会科学会編 2024 年 9 ⽉（5-21） 

 13 

う。!

このような§¨~•法62 のI÷的 Mラド&ス をš› するためには、{ き{ きした現在

における原°象O­®¯aO±²³a の6I性 という現象学的記述がœ, となる。‡3 で

示したI÷ƒ„ は原°象 と­®¯a の関係のみであったが、±²³a のz{ を] えると以

下のようにÊ新 される（ƒ ?）。ある行¾ ! " が~•社会 において{ じたものの、その感ŒÜ

A は§行 としての一«性 を× えるにはあまりにも}~ で、法./ の能í的 な作¡ をX¤ —

ずに、一«§行 としてP在的 に’象| されることはなかった。そのとき行¾ " は、下降す

る•p に• かれるようにJ€ な§行 としてz{ にV ”でいくが、その 感ŒÜA は受í的 に

¤í しているz{的志向性 により行¾ ", ! として­®¯a される。その後、行¾ " にpl

した行¾ + が~•社会 に{ まれ、その感ŒÜA が­®¯a されていた行¾ ", ! の感ŒÜA

をX¤ し、Ö× に.ˆ をŒ起して¢Ù を{ じさ—る。しかし、行¾Õ " [ + の感ŒÜA も法

./ の能í的 な作¡ をX¤ するには• ばず、それœれJ€ な行¾ ", " [ +, ! として­®z{

へとVi して•明ã を\ っていく。ところが、あるとき強‚ な°象 を~•社会 にƒ み• c 行

¾ X が行¾Õ " [ + にö なるように{起 したことにより、その感ŒÜA が­®z{ にV み•

”でいた 行¾ ", " [ +, ! の感ŒÜA とÖ× にŒ起し¢ う。その’Ö では、±² の›向 に向か

うö¢ が{ じることで、6à の行¾（Y[ * ）がö; するであろうことが³a される（Y] ! [ *] "）。!

このように原°象（ X）を„ ”だ ­®¯a（ ", " [ +, !）と±²³a（ Y] ! [ *] "）のÖ×ð属

性により、行¾Õ " [ +[ X[ Y[ * の感ŒÜA（45ð容 ）がÖ× かつ（I÷的z{ なしに）6

I にŒ起し、はじめて能í的 な作¡ にT ら—るÑ'の X¤™ をa つことになる。この…† に

² てようやくMv で示した能í的 な’象志向性 の「作¡O.ˆO’象」ƒ„ へとP在| する

のであるが（ƒ ?‡ƒ ' ）、そのM提として行¾Õ ", " [ +, ! [ X[ Y] ! [ *] " の感ŒÜA が受í的

なz{志向性 によりùP在的 な¤{ の次` においてÌA ‰けられていることが€ かる。以

上のように現象学のð的I÷./ を'ª することで、法Y¾¼` が¡ える（­®I点 との）

I÷的 Mラド&ス を解ˆ するとともに、（±²I点 へと）45 が¤U する³3 をV まえたí

£的 な§¨~•法 の62 が可能となる。!

!

（. ）自:Ò2権 の§¨法性62 における原°象O­®¯aO±²³a !

 チL=ス @A における;À< のA論­µ については、「#$KL年から KO年の3÷ に ¡ さ

れた法の理解を•‚ するために #$=( 年の‰ßà関係原則Š á言 にo目 したとき、~•&法

;À< は法を÷ã っていたのだろうか」という問題が提起されている#)。たしかに、「'(#$

年に~•&法;À< は、²会 が #$=( 年にßà関係á言 を89 して自Ò45 の存在を•‚ し

たという• かなQ/ のもと、後Q‹ _ 'Ó () この問題をÀe していた」とも受けb ること

ができる$*。特に、I•法 の第一原則（ある法L@Y の「/0」 に関しては、それと6I代

の法にs らしてÀe される）を強mする法Y¾¼` のB¼ からは、このようなŒ•的 な¾}

!
#)! PK4O+)X,!QO)[)0,!"#"$,!YN)[3(3O30U!OK)!^IVO*30)!IR!80O)*O)/9I*4+!D4_Z!%$!`MDQ,!9:!2##:!
$*! *+#,:,!9:!%B?:!
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•¡ による§¨法62 はアナ&ロÜŽQ であるという¿À もありうる。Y のところ、イðリ

スは、（* ）ßà関係原則á言（ #$=( 年）の89 に• しては•ン%ンサス が形成されていた

が、それ以Mの（+）ñ民z独BÅÜá言（ #$K(年）や（Y）~•s権4Æ（ #$KK年）89

I にはそのような法的‘念 は存在しておらず、したがって、（X）ÁÂ中 の3÷ である #$KL

年から #$KO年の÷ には ¡可能 な§¨~•法 は存在していなかったと¼N していた$!。!

 しかし、そもそもI•法 の第一原則をÐO する法Y¾¼` に|} すると、0A でも§¨法

62 におけるI÷ のMラド&ス（「 もし問題となる§行 が、そのような§行 はすでに法であ

るという‘念 をx \yばならないとしたら、'のようして 新たな§¨~•法 がŽ現 しえよ

うか」というÒ¶） から• れることはできない。イðリス やアüリカ は（* ）ßà関係原則

á言（ #$=( 年）の89I点 で( めて法的‘念 が•B したと¼N するが、そのI点 にD する

までにSu されていく~:Y行 にも「問題となる§行 が法的権利または`= の感Œをx っ

てR行 されyばならない」ことになる。すでに F„的,A である「一«§行」 がSu してい

くI点（ " [ Y）で~: がÇÈ —yばならない「 法として」存在しているのであれば、その後

のI点 である（* ）ßà関係原則á言（ #$=( 年）で¼„的,A としての「法的‘念」 は.`

を有しないことになる。それ'ころか、 ŠーリシLス な'が ¼N するように、（X）ÁÂ中 の

3÷ である #$KL年から #$KO年の÷ には、すでに~: がÇÈ —yばならない 法として存在

することを‚ めることにもなりかyない。 !

 このようなI÷ のMラド&ス を解ˆ し、;À< による自:Ò2権 の§¨法62 を o に

理解するためには、I•法 の第二原則（その法L@Y の「存;」 に関しては、その後の法の

¤U にs らしてÀe される）にtn的 な現象学的§¨~•法論 にB つœ, がある。;À< は、

M提として、BC的•; に(] したàá なア&Äー が、~•法 はñò に関する自:Ò2権 の

Y現 に向けてÝ( の一‘ がV みŽ されたH に’S される\けではないと 述e たことに“.

している$"。そして、Ò2的 な3÷ が #$KL年から #$KO年であることを念) に—きながら、

特に§¨4則 が問題となる¼¢ には、~: の§行 と法的‘念 は、「I÷ の経­ とともに”á

に強| され、•‚ されていく」ため、#$K( 年のñ民z独BÅÜá言 の89以降 の法の¤ U

（-@57A0954）をÙ> することを• げるものではないと強mした$#。さらに、;À< は、(存

の4則 または原則を•‚ または解Ë する¼¢ に、9Ç3÷ より後の法L/´ に|} するこ

ともできることを明らかにした$$。!

 このようなM提のもと、現象学的ÚÛ に基‰くð的I÷./ により、~•&法;À< によ

る自:Ò2権 の§¨法62 は以下のようにr理 できる。すな\ち、（ X）ÁÂ中 の3÷ である

#$KL年から #$KO年の÷ に{ じたチL=ス 諸> の€? により、受í的 に­®¯a されz{ に

V ”でいた（ " ）~öõö と（+）ñ民z独BÅÜá言 における自:Ò2権 （+, ! [ ", "）と、

6 じく受í的 に±²³a されz{ のs にWえている（Y）~•s権4Æ と（* ）ßà関係原

!
$! ! PQ!IR!OK)!S03O).!T30U.I/,!94*4:!B:;2:!
$"! 8LM!N)9I*O(!"#$1,!9:!12,!94*4:!$%$:!
$#! *+#,:,!94*4:!$%":!
$$! *+#,:,!94*4:!$%=:!
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則における自:Ò2権 （Y] ! [ *] "）のð容 が•一的 に•B たされる。これらの原°象（ X）O

­®¯a（ +, ! [ ", "）O±²³a（ Y] ! [ *] "）はö¢ により、Ö× かつ（I÷的z{ なしに）

6I にŒ起することで、能í的 な法的‘念（作¡） をX¤ し、’Ö では§¨~•法 としての

s民 の自:Ò2権 の6I代的 なð容（.ˆ）（ " [ +[ X[ Y[ * ）がÖ関的に形成され、それをÆ

じて自:Ò2権 の行Û による独B という一«§行（’象） が“成 される。!

!

;+ ! ,-./01 2 <=567 #

!

（, ）世代的現象学――·¸世界 と¹¸世界 のPO“成 !

現象学の始– であるフッサールは—年に、˜= の経験を™かにš えるP6体 のj史 ・Ê

• ・/| といった現象を¶明 する「世代性（\-4-FG09@9030）」の問題› にV み• ”でいた $%。

フッサール現象学にœもれていた世代性を• り起こして「世代的」現象学を提¦ するスÄイ

ンžッ& によれば、·¸世界（ &-96D-70）と¹¸世界 （)F-6;D-70）は、Ö× にs行 する独B

の{X ではなく、¹¸ へのc$ （0FG418F-11954）と·¸ のŸ有| （G22F52F9G0954）とという「“

成的な二+  」により進U していく$&。この世代的現象学の¡学 をÆじて見えてくるのは、

·¸世界 のð¢ でÊ• をÆI的 にŸ がG とする「£O“成」 と、·¸世界 と¹¸世界 がPI

的かつ÷/|的 にp½ する「PO“成」 の[X である$' 。!

 世代的現象学を法哲学に'ª したハンス・リン¤ール は、フッサールの世代的現象学にお

ける·¸世界 という¤想 を(s しながら、¢法性 （7-8G790J）ともã法性 （977-8G790J）とも†

‡ される¹法性 （GW7-8G790J）という概念を提示する。そのM提として、リン¤ール は、「ある

法的集¢体 によるP6行¾ は、J÷的 ・I÷的 ・¼体的・@¬ð容的 な¥¦ （.751AF-）をM

提とするため、法êë にはœG的 にÉ界 がある」と述eる $(。その¥¦ により、一› では、

¢法性 とã法性 がÀe されうるような法êë のð¢ が形成されるが、他› では、その5§8

のあらdるものが、 êë ‰けられüるもの （0/-!A45F;-F-;）という¹法性 のñ€ へと¨© さ

れる$)。ある法êë（·¸世界） から¨© されてきたêë ‰けられüるもの のñò（¹¸世

界）では、¹法性 がM者の法êë にª問 をÅ し、そこでのYZ的可能性 のY現 を•« ないし

&« する。たとえば、¬ラPル で­民 たちがþz を®ñ・¯¦ するí きを見—た「þz なし

­民°í 」は、¬ ラPル の法的集¢体 の一s±Ï数â点 からは「ã法 」に見えるものとして

現れるが、それと6I に、¬ラPル ²³法 のもとで「êë ‰けられüるもの 」とされてきた

­民 に権利をÜ えることを目d す点で「¹法」 のWX もa ち¢ \—ている %*。!

!
$%! &'4!A7,!9:!$;$: !
$&! QO)30<IVW,!G0OKI0X,!$112,!>!?1%.$,%@10!$,:%A1$1(.7#61%591$!?1$!/!40%.B71(%>'))1(,!9:!$;1:!
$' ! ¥Ë* %"#$2%*ÌÍÎ³Ï 012345+ , r+ 77 &¨óE , R, ?6 ¡´ ! ";! HªV

‚+-.+/2x %?#>?"U !
$(! D30.4K+,!&40(,!"#$=,!C.'/7%;#$1)%!B%A/!+./#D.7#!$:%;14./%E(,1(%.$,%791%5!/#7#3)%!B%-F;14./#70,!9:!$2?:!
$)! *+#,G,!9:!$?#:!
%*! *+#,G,!99:!$??>$?B:!
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 このような·¸世界 と¹¸世界 のPO“成 という¤想 は、k<中‚ にÄp的 に¤U して

きたという~•法 „ をÖ’| するうえで+, である。この現象学的Q見にõz する社会学

的アプローチとして、´ えずÔ| し; けるí£的­µ として~•法現象 をsf する大µ-

¶ の「/•的 （0FG41W.9@979^G0954G7）」â点 がある。ìí|存的 な/明 や/| の経験に+点 を—

く大µ の€• は· ~•法 をJ÷ とI÷ の[X でÏ¸的 に¯‘ しÕ す¹^ をó ”でいる 。特に

j史的 なÙÛ では、「z¸4º で~•法 のPÆ の45./ と理解がP有 されてきた」という

経» が解き明かされ、~•法 が「sp の÷¼„的³G（ 940-FW1AC_-.09@-!2F5;A.0!5I!/A6G4B94;）」

として• かれている%!。この/•的 â点 からは、45./ の¬ い• はÊ•的 な権利`= の~

属s である法¼体（1AC_-.01）にÉ2 されない多É多à な関Ü者（ 2GF09.92G401）であり、~•

法はその÷ でP有 されたQŒ（ 1/GF-;!2-F.-20954）として性Å ‰けられる%"。!

!

（-）§¨~•法62 における·¸世界 と¹¸世界 のPO“成 !

 ·¸世界 と¹¸世界 のPO“成 という現象は、§¨~•法 の62 という¼X においても

見られる。「§¨~•法 の62 に関するS論」（ '(#O 年）を作成する­µ において、~•法

12会 は、F„| な§¨法62 のために~•法 に特| したæ¼源 の0集 を@=½ に|¾ し

た。しかし、その成ÞG である@=½Œ´ では、0集 した$ #<$O$A の¹º のうち、~•法

に特に関ö する¹º が KKカ~ に関する #$?A しか•‚ できず、このうち、k ¿ーロッM •

•その 他のÝループ（ '$ カ~中） の '%カ~ に関ö する #(' A、 アPア i{< Ýループ（ LL

カ~中） の #?カ~ に関ö する %KA、 ラテンアüリカ ・カリ¬ , Ýループ（ %%カ~中） の

#?カ~ に関ö する´À¹º は '? A、= ¿ーロッMÝループ（ '%カ~中）の $カ~ に関ö す

る´À¹º は #? A、 アフリカÝループ（ L?カ~中） の L カ~ に関ö する´À¹º は OA、

Á りの´À¹º はÏ数 の~: とù]Â~ # カ~ に関するものであった%#。ÃÄ すると、「k

Å その他zò Ýループ」がその他 ?つのzò Ýループ とÏÆ して、æ¼利¡可能~数$体 の

うちÆ %L`、æ¼源数$体 のうちÇ数以上 を® める。~•法 に特| した¹º の利¡可能性

におけるこのようなÓ一Ù をV まえると、第一世界諸~ （自k¼`・¹0¼`） が自らの一

s±â点 から「·¸世界 」とH え、それ以8 の第二世界（社会・P³¼`） や第š世界 を「¹

¸世界」と@—‰けることによって、Ó{´ な形でPO“成 されてきたことが€ かる（ƒ L）。!

 そのような§¨~•法 のPO“成 におけるÈ向 をº正 する“ みとして、~•法 への第š

世界アプローチ（Qa"H: ）の論者からàá な見解が示されている。そのP著 な例として、¬

Éン¤ー・ チQÜー による「OストŠ¤ン §¨~•法 」論がo目 される。第š世界~•法 ア

プローチをÊï するd は、~•法12会 に代表される¼½ のアプローチが、「第š世界 のË

を*Ì| さ—る特2 の‚/・/|・äå の¬体」として§¨~•法 が存在してきた@Y をÍ

いÎ してきたと¿À している%$。たとえば、~•Ï¹法 における公正公{ÐÑ （)G9F! G4;!

!
%!! `]S\G ,!a4('4W3,!"#$;,! *$71($.7#!$./%;.H%#$%.%<(.$)3#6#/#D.7#!$./%I!(/,,!LSb,!99:!22>B%:!
%"! *+#,:,!99:!$$2>$"$:!
%#! 8DL,!"#$1,!S]!^IV:!G@L]:%@;$#@N)[:,!94*4:!B":!
%$+LK3/03,!c:Q:,!"#$B,!YL'(OI/4*X!80O)*04O3I04+!D4_d!G!JK3*.!PI*+. !b)*(9)VO3[)Z!$$"!GM8D,!$;: !
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*bA90GC7-!QF-G06-40）原則は、第一世界（自k¼`・¹0¼`Ò½ ）の強™な影響™のもとに

A進 されたとdg する%%。そこでd が第一世界に有利な§¨~•法 への’ÔÓ として提¦ す

るのは、§¨法 の¼„的“成 , A である法的‘念 を「hi 的法的Ô‚（ A49@-F1G7! _AF9;9.G7!

.541.9-4.-）」とH えÕ す¤想 である。Õ民社会や~•^関Ò議 を+â するsp の法的Ô‚ を

˜Ž することで、「Ýローバル Õ民社会におけるÖ進的な¤想・‘念・YZ」 を§¨~•法

にÏ影 することになるという%&。!

hi的法的‘念 は、チQÜー 自× が明示的に(s しているように、アントÜオ・アウÝス

ト・カンサード・トリン¤ーP （ØÙs権;À< `;À長、 ~•&法;À< `;ÀÚ ）の影

響のもとで8¡ された概念である。ハーÝ・アカデミー でのd のÛ`" によれば、Y¾¼`

（または形„¼`）O.%¼`O~:中‚¼` のš@一体 により、I÷ から独B して<Ü の

j史的C÷ から45 を'Ž するかたちで法を„念 することになり、社会“w のe;的 なÔ

| に’} できないとの¿À がUR されている%'。そのようなÉ界 をš› する概念として、d

はÌÆ起Ü­µ や~•À例 な'を ÆじてSu してきたhi 的法的Ô‚ 、すな\ち、 公P的法

的‘念（ -9616-#<=+68#7-22=168）を+â する。この概念は、Ê•的 に~•関係 を4L してきた

»‡~: の自k.%（ IF--!D977）よりもîc的 なäå を有し、（~•&法;À<42第 %OÌ

に例示される）形„的法源 のYé（ 8=,8"+$"=2）ÝÞ9性（ @G79;90J）を®ß するYé的法源

としてのàú を¬ うことになる%(。カンサード・トリン¤ーP は、hi的 法的Ô‚ が「~•

ÌÆ の89 されたÌÆ/ の作成­µ、~•;À<•; や~•;À例、 およ• ~•法 の学á的

âc」 からY•的 にãb できると¼N する%)。このようなàá な~á・zò がhi的 法的Ô

‚ （公P的法的‘念） （作¡ ）を表明し、それをÆじて§¨~•法（.ˆ） の形成へとäå

されることによって、Wの.ˆ での一«§行（’象） が“成 されることになる（ƒ K）。!

!

（. ）自:Ò2権 の§¨法性62 における·¸世界 と¹¸世界 のPO“成 !

 チL=ス 諸>€?@A における自:Ò2権 の§¨法性62 は、まさに上記のような·¸

世界と¹¸世界 のPO“成 がæY に現れる@例であった。というのも、イðリス をó め9I

のç~¼` をÊï してきたH¼~ を中‚ に“è してきた~•法êë（·¸世界） に’ して、

ŠーリシLス はñ民z 、すな\ち、 独B~÷ に ¡可能 な~•法 が ¡ されないJ÷ （¹¸

世界）と@—‰けられ、その一¢ であるチL=ス 諸> がé€ されるというÓ{´ な関係が成

B していたからである。ÁÂ中 の #$KL年から #$KO年はñ民z（¹¸世界） がまさに独B を

Þ しているÝ中 であり、ç~¼`的 な~•法êë （·¸世界） のもとでH¼~ はいまだにñ

民z に’ する権É を-a していた。したがって、6I代 に有ç な~•法 を+â する法Y¾¼

!
%%+*+#,:,!=#>==:+
%&+*+#,:,!%$:+
%'! L40e4.I! J*30.4.), !G0Of03I!G'U'(OI,! "#$=,!*$71($.7#!$./% ;.H% B!(% >'?.$J#$,:% <!H.(,)% .% K1H% L')%

A1$7#'? ,!\4*O30'(!]3gKIRR,!$=1>$?$:!
%(! 3<3.:!
%)! *+#,:,!$%;>$2?:!
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` のB¼ からすれば、ñ民z独B という~:Y行 はSu中 の…† であり、H¼~ がu み上げ

てきたñ民z«配 のY行 に« えられる~•法 がなおÞ9 していたと¼N されるìí であっ

た。!

 しかし、すでに•‚ したように、;À< は多数~÷ÌÆ や~ö²会Ò議 といった多q的)

組における.%Ò2 を法的‘念 の¾} として•¡ し、6² の·¸世界 と¹¸世界 のîê関

係をÒë さ—た。そのような多q的âÀ からの法的‘念 を˜Ž するうえで、~• &法 ;À<

のBC的 •; を利¡ したことがâ を  したように%\れる。 というのも、â争9@~÷ で·

¸世界 と¹¸世界 のÓ{´ さを•B た—る争ì•; とは¹ なり、(] ~ や~•^関 が自×

の見解を表明する^会 が‚ められるBC的•; では、自:Ò2権 に関するhi的 法的Ô‚

（公P的法的‘念） を見Ž す¹^ となっているからである。í見 のÉ りでは、z¸上 の広5

な5§ でñ民z を経験してきたアフリカ諸~（ ŠーリシLス &*・%ーシェル&!・P¬チ &"・l

アフリカ&#・ナミîア &$・žïðナ &%・ケÜア &&・ñンîア &'）、ラテンアüリカ・カリ¬ ,諸

~ （òリーŽ &(・アルゼンチン&)・Ýアテマラ '* ・ÜカラÝア '! ・Kューバ '" ・¬ラPル '# ）、

アPア i{<諸~（ インド'$ ・バóアï '%・Kプロス '&）、またÅÙzò においてç~¼` の

影響下にあった%ルîア '' 、さらにはFH¼~ であったオラン¤ '( 、~•^関 としては LLカ

~ をô するアフリカö¢ が') 、ÁÂ中 の #$KL年から #$KO年にかけて自:Ò2権 がすでに§

¨法 として成B していたことを¼N している。!

 õˆe いことに、カンサード・トリン¤ーP は;ÀÚ としてのB¼ を¡ いて、BC的•;

の(]者 に’ して次のé問 をÏ げかけることで、さらなる.見表明 の^会 を{ みŽ してい

る。その問いとは、「1~ の理解において、これらの²会Ò議 で言• されている`= のÇÈ

を•- するために、.`e い公P的法的‘念 が存在するかたちでの§¨~•法 の形成から

{ じる法的~S は• か」というものである。この問いかけは、d のhi的 法的Ô‚ 論から{

!
&*! PQ!IR!\4'*3O3'(,!94*4(:!?:"#>?:==:!
&!! P *3OO)0!LI//)0O!5PL6!IR!Q)XVK)++)(,!94*4:!1:!
&"! PQ!IR!^g3<I'O3,!94*4(:!";h=%:!
&#! PQ!IR!QI'OK!GR*3V4,!94*4:!?=:!
&$! PQ!IR!]4/3<34,!9:!=:!
&%! `*4+!QO4O)/)0O!5`Q6!IR!cIO(_404,!LN!"#$B@"=,!99:!=">=2:!
&&! `Q!IR!T)0X4,!LN!"#$B@"2,!99:!"B:!
&' ! `Q!IR!i4/<34,!LN!"#$B@";,!9:!$$:!
&(! PQ!IR!c)+3j),!94*4(:!":$>":"": !
&)! P L!IR!G*U)0O30),!94*4(:!"=>=#:!
'* ! P L!IR!k'4O)/4+4,!94*4:!$B:!
'! ! P L!IR!]3V4*4U'4,!94*4:!;:!
'" ! PQ!IR!L'<4,!9:!":!
'# ! PQ!IR!c*4j3+,!94*4:!$B:!
'$ ! PQ!IR!80.34,!94*4:!?":!
'%! `Q!IR!740'4O',!LN!"#$B@"2,!99:!=#>=$:!
'& ! P L!IR!LX9*'(,!94*4(:!$; h$1:!
'' ! P L!IR!Q)*<34,!94*4:!=#:!
'( ! PQ!IR!OK)!])OK)*+40.(,!94*4:!=:;:!
') ! P L!IR!OK)!GR*3V40!S03I0,!94*4(:!$?%>$;1:!
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じたものと%\れるが、 žïðナ Ý バóアï (* 、ÜカラÝア (! 、ŠーリシLス (" 、Ýアテマラ

(#、アルゼンチン($、そしてアフリカö¢ が(%、#$KL年から #$KO年I点 での自:Ò2権 の§

¨法性 を« える「公P的法的‘念」 の存在を示ö した。このようなカンサード・トリン¤ー

P ;ÀÚ の問いかけと(]~ の’話 によるhi的法的Ô‚（ 公P的法的‘念） の表明は、;

À< がàá な多q的 フ÷ーラQ をÆじて62 した法的‘念 を] ‰けるものと言えよう。!

!

>?@) #

!

 03 では、フッサールがUR した（#）¢£的・（ ' ）¤{的・（ %）世代的現象学の„点 か

ら、~•法45 の志向性を€• するための›法 を提示した。特に§¨~•法 の62 という/

7 において、自:Ò2権 の§¨法性 を62 した~•&法;À< のチL=ス 諸>€?@AB

C的.見 をDE としてÙÛ を進めた。6.見 を現象学的€• からr理 すると以下のように

なる。!

（#）一ö の多数~÷ÌÆ（（ " ）~öõö、（ Y）自k権4Æ） や~ö²会Ò議（（ +）ñ民

z独BÅÜá言、（ * ）ßà関係原則á言） をø として、（X）#$KL年から #$KO年のI点 でそ

れらにl< される法的‘念（作¡） から§¨~•法 としての自:Ò2権 のð容（.ˆ） を形

成することで、ñ民z独B の一«§行（’象） が“成 された。!

（' ）イðリス によるチL=ス 諸> の€? が行\れた（ X）#$KL年から #$KO年のI点（原

°象） から見て、それ以M（­®¯a） の（" ）~öõöO（ +）ñ民z独BÅÜá言 と、

それ以後（±²³a） の（Y）自k権4ÆO（ * ）ßà関係原則á言 のð容 が受í的 なö¢

により6I的 にŒ起し¢ うことで、能í的 な法的‘念（作¡） がX¤ され、§¨~•法 とし

てのs民 の自:Ò2権 の6I代的 なð容（.ˆ）（ " [ +[ X[ Y[ * ）がÖ関的に形成された。!

（%）ÁÂ中 のI3 では、H¼~ イðリス が“è にùÜ してきた~•法êë（·¸世界）

に’ して、ñ民z はいまだêë ‰けられüるもの （¹¸世界） として@—‰けられていた。

しかし、かつて¹¸世界 を“成 していた~á・zò の法的‘念 が多q的)組（ 上記の多数~

÷ÌÆ・~ö²会Ò議 や0A のBC的•;(]） をÆじて表明されることで、·¸世界 と¹

¸世界 のPO“成 におけるÓ{´性 がº正 され、s民 の自:Ò2権 が6I代的 に§¨法 と

してSB| していたことが示された。!

 ~•法 の¼½ である法Y¾¼` が（#）F„¼` のもとでK2 された（' ）I÷ や（%）J

÷ を想2 するのに’ して、03 の現象学的~•法学 は、~•法 があくまでも~•法L: の（#）

¼„的 かつÖ’的 な./作¡ と、それ以MからN いている（' ）­®¯aO原°象O±²³

!
(* ! P*3OO)0!N)9+X!5PN6!IR!cIO(_404!40.!740'4O'!8LM,!9:!$:!
(! ! PN!IR!]3V4*4U'4,!9:!$:!
(" ! PN!IR!\4'*3O3'(,!9:!$:!
(#! PN!IR!k'4O)/4+4,!9:!":!
($! PN!IR!G*U)0O30),!9:!$:!
(%! PN!IR!OK)!GR*3V40!S03I0,!9:!$:!
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a の6I性 や（%）·¸ì¹¸世界 のPO“成 といったN きから“成 されていることを明ら

かにした(&。このような現象学のQ見により、s÷的{ と€ かちR くS •ついている 「@象

そのものへ（cA!;-4!NG./-4!1-7C10）」とB ちT り、0² のU6 にV れた「Wなる（-./0 ）Y¾

¼`」 が~•法理論 にもたらされるœ, がある(' 。!

!

（yúしようた・ kl学m大学 ）!

! !

!
(&! 03 とは¹ なる›法 に基‰く6à のdg として、Ý上ûü、 '('? 年、『~•法以後』 み

すず´ý、 '$%[ '$L。!
(' ! &'4!888@$,!9:!%2:!
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「厳しき法、されど法なり」!

"" レヴィナス法哲学のために"" !

<=>4.!*&?8!0&:!*&?@6!3%&!A%,*(0(A%/!(1!*.B!,'!5&;,'.0C!3%(>+%3!

!

no  p !

12)!3%$*24%!

!

$% #

 二#世ª フランスで活í した哲学者、˜マÜュ˜ル・レヴィナス（ #$(KW#$$L）は、現象

学をŽ¤点 としつつ、f源的言9 をもたらす特¹的 な「他者」との…理的関係を論じた。さ

らにd は、この特¹ な他者のÏ数性 を問うことで、独自の法'ã論 をB ち上げようとした。!

 レヴィナスの議論を$的 に示しているのが、d の「Ã しき法、され' 法なり（YAFG!7-d<!1-;!

7-d>）」の解Ë である。一« にこの表現は、法治~: における法の正9性 についての法%、あ

るいは、法Y¾¼`者 ケルゼンのように法と‹& の€?、 そして法45 の自L性 を¶ いた法

%とされる。ところがレヴィナスは、それとはl’ に、「いかに'K な法でも、法であるÉ

りはÊ新 しうる」と解Ë しようとしている。0論Ù は、d のこの¤想 が• を問題としており、

いかなる法'ã をもたらしうるかをÙ える。!

!

#A&'() !

!

 現象学において「法」がÕõ的 なかたちで問\れることは ÏÆ的( ないが、(数 の例8 は

いずれも、j史的 または¨§的 な³e を¨ する)› で、社会のf£ をなす法現象に¡ を9 て

ようとする。0論Ù はとり\け、 '( 世ª にフランスで活í した*¤+ › リトアÜア s 哲学

者、˜マÜュ˜ル・レヴィナス（ #$(KW#$$L）の法%想をý う。レヴィナス%想は現象学を

Ž¤点 とした独自の他者%想によって一« にQ られているが、0 論Ù はd の「法（759）」概

念をÙ えるために、d が法%「Ã しき法、され' 法なり（YAFG!7-d<!1-;!7-d>!以下、「Ã しき

法」）」!を¡ いる)› をU, する。!

 これまでの研究史において、おそらく次の二つの理k で、レヴィナスの法概念が法%想と

して¼題| されることは- であった"。それは第一に、d の「*¤+ 性」を哲学的に解Ë す

!
1 ¡¢'£W 4¤$ ¥ WK¦ -§U ¨K © K ¡ªm9«¬ ­®¥J ©¯0°' 4¤$ ¥ durus WU ± «m

U²³ ¡m9«¬ ¥´ { µ¶ /0kˆ' ®\· ¸§U ² ¹º K' »j¼ K ¡ªm9 J /½  

2 ¾¿ ¡« ÀÁ W¬‚ ÂÃ ¡©W°' M?%Ä6Å6' D?8$Æ6Ç$' M?1„"8$¤„1% -È0

\· ¸¯É¬½ %Ä6Å6 §' Ên -¢«Ë KÌ\ - Í • Î ÏjË«kU Ð ¹m{ ƒ<„…% -•È¬

9¹ ‘ Slaughter, 2007 ’ '8$Æ6Ç$ §' ƒ<„…% WÑÒ\ 9 ÓÔÑÒKÌ - ÕÖ× {•È¬9/
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ることの正9性 のÀe が.R であるからだ#。d はみずからのテ&スト のð容、Ž/›法、

Ûä’象 について、*¤+ 的なものì ù *¤+ 的なものを0‡ していたとみられる。しかし、

Y• にはテ&スト ð の91 と9` の#9 について、それらを2在 さ—ているがdえに、'こ

まで哲学的に¼題| しうるかのÀ‡ は.R である。法についても、テ&スト によって「Äル

Qード（または^3）」 をd す¼¢ 、一«的 な「~: における法」をd す¼¢、 それらが+

yあ\されている ¼¢ があり、それらを•一的 に論じるâ点 が.R だという理k である。!

 第二に、d の他者%想が、原理的に他者のÏ数性 をxy とする法とÖ容れないとみなされ

てきたからだ。レヴィナス哲学において「他者」とは、¼体によるQ的¯‘ を• れ、¼体へ

とj •かけるものである（ ->8>!:-@94G1<!#$$Le!#$?）。このj •かけによって、 ¼体はあらdる

ロ=ス 的êë を! しf めて他者へと}4 する責任をÎ い、…理的関係に5} なく6 き• ま

れる。それdえ、 他者がÏ数存在 する¼¢、Ó¢理 が{ じる。つまり、}4 すeき 責任もÏ

数となり、それらのあいだのÏÆ・7– が{ じ、…理的関係の特権的K有性 がくずれるから

である。レヴィナスが他者との法8 な…理関係をかくも強mするがdえに、この 他者のÏ数

性の問題は後y| してしまっている。したがって、他者たちとの関係を42 するはずの法や

政治は、レヴィナスにおいて8次的 な¼題にすúないようにみえるとい う理k である$。z

年ではレヴィナスの政治%想をE9ä する向きもあるが%、法%想に着目するものはいまだ

!
0 ‘ Manderson, 2007 ’ ½1„"8$¤„1% §' ƒ<„…% WKØÙ -¢i0 ÂÚ {U }Û W¯0 Ü

¹•9Ý¬¸¡« Ü ¹•m{ Þß /0U àÞám -¡âc€' ²³ ¡ Kã› Wäå { \ æ0‘ Diamantides, 

2007’ ½9ç- 1„"8$¤„1% Wè\ §' ƒ<„…% Wré•\ bc K { · €È¬9/0 ê ¸ëj

ëjW ìí -¡0©Wî°' àÞá 9¹ËW ÂÚ {' Qï] -§ ðñ ¡U (Š òà•m 9 ó €0 ê -§

ô} ¸º¡«½  

3 •4$Çõ?öõ>÷ §* øù 9 ú×Bûü -¢«Ë'£W ê { ýþ ¹Ë«0‘ Poiri Ž, 1987: 13’½ ÿ!

" §££- ‡M#$• W¡b¸WU ƒ<„…% { ²% ¡ }Û ¸U ‡M•m 9 · €0£9gW & « '.m

{•Ë«0 ‘ ÿ!" , 2015: 18’½ ¹k°(Ë ƒ<„…% W‡M]}´ { ) ª N / *+ §' ,-. W«¬

È¬-UU /Æ‹ ØÙm 9§ 012 ª 3 ¹km ‡M]4“ ° 5 ëj06º¸¯É¬ ‘ ,-. , 2021: 5’ ½

kî¹ÝW£9§' 78 ¤3%A ° Å&96: ;<=> ¸¯0'̄ 0«§' /Æ‹ ] ¡ ¥? ° › «cj

Ë«0 @WÌñ ¸' ‡M]4“ { 5 ¬6º¸¡«£9{ }Û ¹Ë«¡«½  

4 JA F?ƒB §' ƒ<„…% W‘ KØÙ { C ˆk’ L†‡M]4“ -D«Ë' E WÈ¬- FG ¹Ë«0½

U÷8ŠH÷&?ƒ<„…% -D«Ë L†‡M { ¥ ª¬0Wb¼¬b'«Ïî l « I icj0¸¯É¬½

¯0 • §£W l «ÝW©W- J {KÝˆËºk¹'£jbc©Ý¬¹¬0¸¯É¬m ‘ Rey, 2012: 107’½

¹k°(Ë' "#$%6& -ÈjL'U MÌ °/6Ëm¸¯0È¬¡ ƒ<„…% 4“ ° 5 ëjËºk

‘ Abensour et Poizat, 2015 ’ ½  

5 H?NBO& -ÈjL' Õp Wƒ<„…% “P WQê §U L†‡Mm g9 5•A ¹Ëºk9«¬ ‘ Caygill, 
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多くない。!

 以上の二つの理k にもかか\らず、 0 論Ù はレヴィナスの法%想の¼題| を目論c。それ

は第一にレヴィナスが、d の「哲学的」テ&スト にÉ ったとしても、つyに 法をý ってきた

からである。d がÝ( に~: を概念| した「自k とC: 」（#$L%）から『\れ\れのあいだ

で』（#$$#）にó まれる後3 テ&スト Õ にT るまで、レヴィナスは哲学的読解にå するhi

的な法%想を提Ž している。またd は*¤+ 的hi¼` を自± し、‘; をもたなくとも哲学

的に理解しうるかたちで「j史的@Y性 とは無関係に」（:-@94G1<!#$OOe!?O）*¤+ %想を議

論にb りª れようとしている。このことからÙ えれば、法%想をもっ<ら 哲学的にb りŽ す

ことは可能であろう。 

 第二に、レヴィナスの法%想は、d の…理的関係がいかなる.ˆ でロ=ス 的êë を! しf

め、いかにして法8 なものであるかをÙ えるうえでÓ可î なŠーüント である。s に見た、

他者のÏ数性 という.R は、レヴィナスによって現象学が問\れるなかで、 社会を'う ý い

うるかという新たなâÀ をÜ える問題02 として読みÕ されなければならない。この¤想

は、レヴィナスの独自性を「他者」のみならず‡ の他者、すな\ち 「第š者」 概念にみる私

の問題関‚ にもと‰いている。!

 以上のような読解›Ë から、0 論Ù はレヴィナスの法%想とそのf0 にあるとみられる

「Ã しき法」の議論を= う。そのことで理解されるのは、d の¼N が法Y¾¼` に’ する¿

À的B¼ からのものであること、そしてd のいう…理と法が、他者を‰してÖ×的 な関係を

なすことである。そうした読解によってはじめて、レヴィナスが論じえた法哲学を>• しう

るであろう。またそのことによってより一«的 な問題、すな\ち、 法'ã の“è ・基礎‰け

がいかにしてなされるか、それらが´’的 にはK2的 でないとすればいかにして½í| す

るのか、'うやってある µã K2| されるのか、といった法のf0問題 に?とつの • がかり

をÜ えることができよう。!

!

' ABC DE .F 2 GHIJ5KL  

!

 「Ã しき法、され' 法なり」は、@いラテン法%の一つである。その.ˆ は、「Ã しい法

であっても、法である以上はÇÈ されるeきである」と 解されるのがÆ例である&。!

!
2007’ ½  

6 E - R S0 TUV ¸§U K § ² ¹ «‘ hard ’' »j¼ K ¸¯0m9 WJ ¹Ë«0 ‘ Stone, 2013: 25; Hellmeth 

and Horwitz, 2009: 85 ’½  
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 このような法%想は、たとえばソ&ラテス にもŒりうる。よくQ られるように、þ者 をA

\した B によって、アテナイの;À はd にCD を言いU した。ソ&ラテス はff &リトン ら

のすすめにしてがってE から• れることもできたのだがff ~: と~法 のÇÈ をÐ いた

（]7G054<!#$=%e!L?;OW-' ）。d が自× のF明 において、C¤者 たちの¼N をことGとく論H し、

ÀÒ がÓ9 であると¼N するにもかか\らずである ' 。このことをd してソ&ラテス がA の

法%を述eたとみることについては I5 あるが、d が~法 へäÂ的6. をÜ えることから、

みずからのDJ のÞ9性 を' く)› は、「Ã しき法」をý う0論Ù の¤$ に@—‰けてよい

であろう(。なお、いった” B てられた法には私æをK ててしたがうeきだとする Ù え› は

@*=k を問\ず ff LùM の法治¼` や諸NO明 の「P いてQR をS る」のようにff 存

在する。いずれの¼¢ でもその0` は、法はそれがいった” B てられたのであれば、いかに

Ã しい~S をx おうとも ¡ されるeきであるという ¼N に求められる。!

 z代法哲学 によってこの法%が問題とされるのは、第一に社会¹Æ論 においてである。T

ッ¬Ž は『リヴァイアサン』（#KL#）において、「Us に’ するV」たる自Gì£ のs÷ が、

Ö× のW™から• れるために…ちB てた原(¹Æ を基礎にもつ社会をz代~: のŠデル と

した（&5CC-1<!'((?e!=$WO=）。この~: は原(¹Æ の正9性 に基‰いて法を'2 するのである

から、~法 にしたが\ない 者は、~:8 の自Gì£ にï きX されることになる（&5CC-1<!'((?e!

#'' W#'O）。つまりTッ¬Ž は、法それ自体の正9性 を問\ないままで 法のÇÈ を求める、「Ã

しき法」の法理を¼N していることになる)。!

 '( 世ª には法学者ケルゼンによって、法Y¾¼` から6à の¼N がUR されている。こ

こでの法Y¾¼` とは、法が、その8¢ のイデオロðー や‹& とは独B の原理に基‰いて^

能しうるというB¼ をさす!* 。ケルゼンの『純粋法学』（#$%?）によれば、法は、それをC じ

る45 として「Y0的 に」M提される「f045」 に基‰いてB法 される（E-71-4<!'((Oe!=OII>）

!! 。法は、このB法 によってC じられるÉ りで、あらdる »‡学問 や法8 のšc的ñò ff

!
7 3>A$ §U +, £Ý X k‚- uY { 5 «' Y7 ¡ ÞZ { G »¡b(km9 · €k°' Ç34¤% §£W

Â[ { \] ¹'k9€Ý¬î9¹Ë©' +K - ^ c¬£9§¸º¡«9/0 ‘ Platon, 1973: 50c1-3’ ½ 

8 _= §£W `D {U ¨K‘ab ¡ K’ © K ¡ªm9 J ¹k¬€¸'U£W K¦ WNV §¯Ïª c b¸§¡

«m9¹¡°c' de Ä68 KM• Wf&g"h%' »c-§ Ç34¤% -ÝW ij {•0 ‘ _= , 1978’ ½ 

9 kl §* ><mB"—$B -¢i0£W no { ýþ ¹'U ¨K © K ¡ªm‘ Dura lex, sed lex. WpJ’ - q

r /0 KasÂ´ ¸¯09¹Ë«0 ‘ kl , 2010’ ½  

10 tu §£WÈ¬¡ Ì“ -D«Ë' M?3ƒB86 { v º¡°cU K 9 wx Wy3m { \ æ0U z{]K

asÂ´m 9¹Ë¹Ë«0 ‘ tu , 2008: 198-204’ ½  

11 ¡¢' N&|$ WQ®}~•€ W}´ -§ •‚ -È(Ë ƒ c„°¯0½ H? L? A?…6A WÝj9 †‡
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「‚理学 や{G学‰ g Š…理学 や6学」（ E-71-4<!'((Oe!#=）、あるいは形Z上学的性Å をもつ

「自G法」（ E-71-4<! '((Oe!%#）ff とは無関係に、い\ば 自L的 に^能 しうる。これが（法

的）€?¶ である。この点をみれば、法は法8 の基¦ によって正9性 をÀ じられることがな

いため、そのð容 がいかなるものであれ法として^能 しうることになり、この点で上述の

「Ã しき法」解Ë とはzõ性 をもっていることになる!" 。ただし、ケルゼンは6I に「法が

‹&的 である、つまり[ くあることの,Ð」 は「自明のことである」とも述eている（ E-71-4<!

'((Oe!#' ）。Ká の法はf045 のB法 があれば法学上は^能 するといえるが、法êë$体 と

しては‹&的 であるeきだと ¼N していることにもなろう!#。!

 以上にみた議論にPÆ する法理とは、Ká の論者の想2 する法はKI代 と¼< によって

àá あれ'、 法が‹& と‡ の原理に基‰いて^能 しうるがdえに、 ‹& によってÕõ的 に法

の ¡ がなされる（または、なされない）ことがあってはならないとするB¼ であることが

\かる。 !

なお、この法理に’ してはÊ•的 に、法の上@にhi的 な自G法や‹& を@—‰ける自G

法論または‹&¼` が’— されてきた（上原<!#$=Oe!?=Kh!\] <!'((Oe!'(( W'(%）。つまり、‹

&的 に正しいかといった上@の正9|基¦ ff Ê•的 には自G法 ff にs らしてはじめて、

法は法的^行™ をもちうるというB¼ である。ここでいう基¦ とは、j史的 には形Z上学 や

6学 におけるšc的存在 ff 自G、正`、6´ ff であったが、z代以降 は社会的§¨ や‹

& といった、Y2的 な法êë の8¢ にあって法の源_ となるようなものをもó みうる。こう

したB¼ からは、正9性 をî くÑ'「 Ã しき法」であれば、「法ではない」とÀe すること

も可能であることになる。!

!

%ABC DE .F 2 MNOPQ )RS KL !

!
¹k©W9¹Ë' kl W\· { ˆ‰ W£9 ‘ kl , 2016’ ½  

12 _= -ÈjL' N&|$ §U ¨K -© Š ¬6ºb9«¬ a‹ WlŒ {¯€Ë y3 ¹Ë'©(•c KM W

Ž_•• { •c /09«¬ }‘ W©9-' ¨K © K ¡ª9 \ ækm KasÂ´• ¸¯0 ‘ _= , 1978: 

479-480’ ½  

13 O?’–•= -ÈjL' N&|$ Wy3 ¤6| § “” WK ¸§¡ç' K•û–Ú Wwx]Y7× !! ’–

•= W`D ¸§U L†]Y´m !! { lŒ -¹Ë«0 ‘ Hšffe , 2002: 121-129’ ½Ïk' —W\· ¸§'

N&|$ -¢i0 K Wð˜Y7| Wuv™× ° &š »j0½ acK §D›- œ`]'•Ž] ¡©W¸¯

ªU«b¡0 žUŸ  {©(Ë¹Ë©' Zð¡] ¡ Y7| { ¢ €¬0©W¸§¡«m ½ N&|$ § K °

y3 ¹Ë Y™ ¹¬0£9{ Â[ ¹k°'Ýj§ K WÁ£ WB1¤ÄO6 -È0 Y7| { ¥Þ /0kˆ¸

¯(k ‘ —, 2002’ ½  
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!

 レヴィナスは「Ã しき法」に’ して、Mö で示した法Y¾¼` とはまったく¹ なる解Ë を

Ñ'こしている。 d の議論を= うために、あらかじめ次の二つのŒB てを•‚ する。第一v

では、自k な.志 によって…ちB てられた法が、いずれその自k を'É するようになりうる

という、法のもたらす「`政」 についての議論をみる。第二v では、レヴィナスの法%想が、

d の他者%想に’ してもつ.ˆ を概„ するなかで、a) で述eた、他者のÏ数性 の問題をÁ

Â する。これらの議論をM提に、第šv で「Ã しき法」のレヴィナスによる読解の.ˆ をÙ

えてみたい。!

 

T bU VW X Y SZ [\ ]S . !

 レヴィナスは(3 の論Ù から「法」を論じているが、その特c の一つは、法は自k をY現

するものでありながら、いずれ自k を'É するものになりうるとみる点にある。(3 の論Ù

「自k とC:」 をみてみよう!$。!

 論Ù の¼題は、いかにして自k な存在に’ してC: しうるかという問いである。ここでい

う自k とは、みずからの.志 する行¾をR行 しうることにある。C: はこの.志 に’ してN

きかけるが、自k な存在はそれをつyに d5 することができる。もし™‰くでこの存在をし

たが\—ようとしても、 自k な存在は「C を受けª れる」ことすらできる（:-@94G1<!'((Oe!%L）。

そうだとすると、C: が^行™ をもつのは、自k な存在がこのC: にしたがうことを.志 す

るときにÉ られる。つまり、C: は基0的 には¢. である（:-@94G1<!'((Oe!%?）。!

 ところが、¢. のないままに自k な存在をしたが\—る、 We による「`政」 も存在しう

る。それは自k な存在に’ し、「f とg、h問 とi え、Vj と修k といった、ありとあらd

る•… を¡ いて」d の「íG性」 へと影響し、9( とは‡à な.志 を¡ か—ることによって

N く（:-@94G1<!'((Oe!%=）。つまり、`政 は.志 のðW から作¡ し、自k な存在にみずから›

6 さ—ることによってC: をN か—るのである。!

 自k な存在がこうした¢. なきC: をd cため の、「`政 から自k をÈ るl一 の•…」 と

は、あらかじめ`政 にÔ するC: をみずからの8¢ に、みずからに’ してB てることである

（:-@94G1<!'((Oe!%$）。d のテ&スト をï こう。!

!

したがって、私たちがこれまでの議論から' いたのは次のことであるff 自k で

!
14  £W \· -¢«Ë' ƒ<„…% §§æˆË ‡M] -U +,m•€ { \] ¹Ë«0½£W +,\ W¦§ -

D«Ë§' ¨\ { ˆ‰ W£9 ‘ CD , 2023a’ ½  



『現象学と社会科学』第 7 号 
⽇本現象学・社会科学会編 2024 年 9 ⽉（23-36） 

 29 

あるためにC: をみずからに_ すこと、しかし、まさしく8¢ のC: として_ す

ことである。それはた”に ¢理的 な法ではないし、`政 にÔ するÿ+™ をもたな

い2言C法 ではない。そうではなく、`政 にÔ する™を× えた8¢ の法（759!

-d0iF9-AF-）、´ かれた法（759!i.F90-）である。それは、政治的形£ のもとで、自k の

ÌA としてのC: である。（:-@94G1<!'((Oe!?(）!

!

 ここでレヴィナスは、自k がみずからにB てた「8¢ の法」「´ かれた法」について論じ

ている。それは、̀政 に›6 してÓ0. な¢. をS ばないこと、みずからの.志 をmげない

ことを2 めた法である!%。法は、こうしてK2 されることで、`政 にÔ する^行™ をもつ。!

 それにもかか\らず、この 法は、それが8¢ にB てられたものであるがdえにこそ、それ

自体が「もう一つの`政」 となりうる。!

!

しかし、´ かれた法のC:、'ã のùs±的理性 は、それが自k な.志 にk² し

ているにもかか\らず、 C÷ Gとに Ê新 されうる.志 に’ して、¹他的 なものと

なりうる。‰g Š.志 は、みずからのno にÔ して-p をB てるが、それをもう一

つの`政 と感じるのである。（:-@94G1<!'((Oe!?#）!

!

 自k な.志 は、「C÷ Gとに」また新たに自k であることを• げられない。したがって、

自k であるためにみずからにB てた法であっても、それが「2言C法」 とはã い自k の.志

を4L する^行™ のあるものであるÉ り、いずれ自k の.志 とqX するものとなった¼¢

には、自k を• げる「`政」 ともなりうる。!

 ここで、9( の法がもとより自k を-p するものでない¼¢ は、それが^行™ をもつÉ り

は、その正9性 にかか\らず、やはり 自k を'É するものとなりうるであろう。そうだとす

ると法45一« は、B法.ƒ がいかなるものであっても、それが8¢ にK2 されているがd

えに^行™ をもち、また6I に`政 となる可能性をó ”でいることになる。 !

!

!
15 ƒ<„…% § © W¤3%A -¢«Ë©' ðñ ° ª« -‘ K 9¹Ë’ ¬ Ïj0£9-È(Ë ­® ¹¬0£

9{ \ æ0°‘ !,I#3?F' (-./-5  190-195’'£W è\ W¯i §' ° Wˆ‰ /0 Å&96:*"<±–AB ²

r 6 ³ 2 ´ -¯0‘ !,I#3?F' (-./-5  5’½£¬¹k Â[ WC µU /Æ‹ ×m -D«Ë§»c- è\ ¹¬0

¸¯É¬°' ô¶ WÂ[ § ° WÂ·*–Ú× 9 ¸¹B -¢i0'U º» { ¼½ 9¹km ðñ\ -©•0

£9°¸º0‘ Levinas, 1995:  271’½X k‚§K9Ï¾'ÝW ‡M]ü¿ - Qê {¯ËË«0½  
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T ! U ! ^_ `a : bcS .  

 ; いて、レヴィナスの他者%想と法の関係を論じる。d によれば、他者関係としての…理

がÏ数存在 することによって、法の,Ð が{ じる。このことを、d の他者と第š者 をめ^る

議論によってみてdこう。 !

 レヴィナスは、「自k とC:」 では法をなす自k な.志 について論じていたが、その後の

d の問いは、r とともに法をなすかにs っていく。『$体性 と無É』（ #$K#）以降において強

mされるのは、¼体の自k ではなく、他者のj •かけに ’ する¼体の責任である。!

 他者とは、¼体による¼題|、Q的¯‘ がÓ可能なものであり、¼体に’ してj •かける

ものである。そのj •かけとは、 ¤t に}4 すeき、 Ó可u の「ov」 をx って¼体へとw

けられる。この他者は、ov の©体的 な一à£ である「i え」をŠデル として、「i えた者」

ともj ばれる（:-@94G1<!#$$Le!'#$ W''( ）。さらに、そこで求められる}4 は、¼体がそれによ

って{ きる「Mン」を、みずからの「%からï きx がして」Ü えることによってなされる。

‡à に言えば、他者のj •かけは、 ¼体が自× の{ を- とうとする「存在へのK^」 にいた

る、あらdる ¼体性を問いÕ すまでに、「自: にl して」をÜ えるまでに、d の45 を! し

f めてしまう（:-@94G1<!#$=?e!=#）。他者は、このように¼体に’ してÐ ったなしの$X的 な

}4責任 を_ す「j •かけ」を Ü えるものである（->8>!:-@94G1<!#$$Le!#$?）。!

 さて、このj •かけが Ï数存在 する¼¢、他者 とともに‡ の他者、すな\ち「 第š者」 が

存在する¼¢、¼体 は}4 すeき 他者をÏÆ・7– してÒ めることになる。もとより他者が

$X的}4 を求めるものである以上、この他者6m をÏÆ することはÓ可能であるにもか

か\らず、そうしなければ }4 できない。この第š者 をめ^る アOリアを述eる テ&スト を

ï こう。!

 !

第š者 はÍs とは¹ なる。しかし、第š者 は‡ のÍs であり、y 他者z のÍs であ

り、た”にy 他者z とl たものではない。だとしたら、他者と第š者 はお× いに•

ものなのだろうか。他者は第š者 に• をしたのか。'ちらが 他› にs ”じている

のか。他者は第š者 とのある関係に属している。私はたった一s ff いかなるª

問も„ まずにff Ís に’ して}4 しているのにもかか\らず、この 第š者 に’

して$X的 には}4 することができない。他者と第š者、私 のÍs たち、6I的

な者たちは、それœれから私を[ üけ ¢ うのだ。（:-@94G1<!#$=?e!'(( ）!

!

 ここでレヴィナスは他者と第š者 のÏÆÓ可能性 について論じている。「6I的 な者たち」



『現象学と社会科学』第 7 号 
⽇本現象学・社会科学会編 2024 年 9 ⽉（23-36） 

 31 

である他者と第š者 は「それœれから私を[ üけ ¢ う」ことによって、$X的 なものである

eき }4責任 をR行.R なものとしてしまう。そしてこのことが「s÷ を; く」ための「h

i的 な諸原則」を,求 する。{たた• レヴィナスをï こう。!

!

…理的êë から~: が|{ することは、\たしの Ís「 のÍ の」第š者 へもまた

}4 しなければならないÉ りでQ解可能なものとなるであろう。しかしr「 のÍ

に」r がいるというのか。私とÍs との関係のÕõ性 はs÷ をs÷ のうちでÏÆ

し、; くœ,性 によって}正 される。正` とF„性 との¼であるhi的 な諸原則

に2 えなければならないのだ。（:-@94G1<!#$$=e!K'）!

 !

 ここでレヴィナスは、他者（Ís） への責任の関係である「…理」と、「~:」 または「正

` とF„性 の¼であるhi的 な諸原則」とを’— し、M者から後者が,Ð されることについ

て述eている。 …理は第š者、 つまり責任のÏ数性 の問題を‰して、}正 され、{¦| され

る。ここに法が,Ð される。つまり、「私と他者とのÏÆ を´ するù’±性 がff 正` にお

いてff 法、自L性、6´性 を{たた• 見Ž すことになる」（:-@94G1<!#$=?e!#K%）。それは、

「あるÉ の法~ をMにした6´ なP現M」 である（:-@94G1<!#$=?e! '(( ）。他者への責任は(

存の法を問いÕ すが、その他者がÏ数存在 することによって、「{たた•」 法または法~ を

,Ð する。このように、責任と法は、M者が後者を! しf め、問いÕ すことによって新たな

法へと作りÔ えるというÖ×的 な関係にある。作りÔ えられた法もまた、新たな責任によっ

て問いÕ されうる。このように正` には「; くこと」とは‡ の「^能」 が存在し（:-@94G1<!

#$=?e!'(' ）、それによって法はÊ新 され; けるのである。!

 以上でみたように、レヴィナスは法が他者関係のÏ数性 をxy に{ じると述eている。法

は…理（的}4） からÕõ' かれる\けではなく、 Ï数 の他者との関係のあいだのÓ可能な

ÏÆ を‰して,Ð される。このÏÆ によって、9( の責任は• められ、Ô容してしまうが、

それによって他者関係はF„的 に存在しうる。特¹ な他者との関係が社会的にP有 され、可

â| されるため、つまり一«的 な.ˆ で明/法 となり、あるいは法45 にs らして;2 され

るためにはこのようなÔ容がÓ可u である。!

 Mv との関ö においてみれば、ここでの法は自k な.志 ではなく、他者たちとの関係にお

いてB てられることになっている。それは、d の¼N がÔ| したからではなく、d の問題関

‚ が、自k な.志 がM提とするP6性 へとs っていったからであろう。じじつ、『$体性 と

無É』 では無ÌA的 な自k、€.的行¾ の自k ではなく、他者との関係における自k、「•
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任された自k」（ ->8>!:-@94G1<!#$$Le!%%=）が¼題| されている!&。法は一s の自k な¼体によ

ってB てられるのではなく、それを¬ う者たちの関係のなかでB てられ、³a され、またÊ

新されうる。!

 0 論Ù でý うことはできないが、レヴィナスにおける「法」と「~:」 には概念的zõ性

がみられることにもo. がœ, である。d のいう~: とは、(存 の特2 のz代~: ではなく、

まずは他者たちをÆして,Ð されるêë のことであり、したがって法体› と、それを«a す

る政治的形£ をd すとÙ えられる。!

 !

T %UBC DE .F 2 de !

 d のB¼ が明•| されるのが、Ý後 にÁÂ される法%「Ã しき法」の解Ë である。レヴィ

ナスは、「Ã しき法」を、すでにみた法Y¾¼` とは‡à に解Ë しており、この解Ë がd の

法%想の特c を表現している。!

 d によれば、かの法%は、法は「いかなる'É やÃÅ さをもたらそうとも」、法であるÉ

り、他者との関係によって‚ められるeきだと 解Ë されうる。後3 の’ƒ「他者、 *ートÉ

ア、正`」（#$OO）において、d はこのÒ¶的 な解Ë について次のように述eている。 !

!

私はかつて次のように言いました。まさに他者への責任、他のs÷ の„ が,求 す

る…†、[性 の€ においてこそ、あらdる 正` の言¶ は作í するのです。他者へ

の無É の*æ に、この言¶ が有するÃ しき法（;AFG!7-d）がいかなる'É やÃÅ さ

をもたらそうとも。この無É は‡¨ できず、ÃÅ さはつyに ‚ められるeきです

（:-@94G1<!'(#(e !'?#）。!

!

 ここでレヴィナスは、正` の言¶ が「Ã しき法」をó み、'É やÃÅ さをもたらしうるこ

とについて述eている。正` の言¶ である法は、責任のÏÆ を経て8¢ にK2 されることで

作í する。K2 されているがdえに、法は'É やÃÅ さをもたらすことがある。しかしまた、

!
16 £W ê'À_ § L†‡M]Áê bcU ðñ - Ž /0Â ©•ÃÄ 9¹ËWÅ Y´ Wì5×m { &š ¹' ƒ

<„…% ðñ\ WL†]C} { ýþ ¹€Ë«0 ‘ À_ , 1999: 227’ ½À_ § I «Ë'* –Ú× 9 ¸¹B ¸

Wƒ<„…% ° ŽoÃÄ WU ) ª Æ€ u™ ¡ Ç0×m ÈU ,Ém - Êx] ¡ ËÌ { ¢ €Ë«0 ê { ¥Þ

/0‘ À_ , 1999: 227-230’½kî¹' ® \· ¸•0È¬- ƒ<„…% -§' ©• WÍ¾× ¯0«§U r

é•m 9«¬ \ê { Î ¹Ë' K ÈU ÏÐ] ¡ T=Ñm -D«ËW è\ ©¯ª' X §ÝW ÒÓ { ÔÕÒ /

6ºî9 · €Ë«0½  
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正` はそのM提となる他者との関係によって{たた• ‚ められうる。正` の言¶ の「Ã しき

法」は他者との関係（それがもたらす…†、[性） によってつyに Ê新 される可能性がある。

言いˆ えると、法とは「つyに ±?成 であり、つyに ER される法'、 よりよいものにR か

れた法'」（ :-@94G1<!'(#(e !#?'）である。法はK2 されなければならないが、他› で他者をM

に‚ められなければならない。レヴィナスが「Ã しき法」の法%を¡ いたのは、この二X性

を強mするためだとÙ えられる。!

 ‡ の点からみれば、レヴィナスの法%想は、ケルゼンの法Y¾¼` のいうf045論 を問

題にしている。B法 された法であっても、新たな他者によってその正9性 が問いÕ された¼

¢、他者 たちとの関係をxy とした9( のf045 がくずれ、そのことで{ じた法的€? も

Ö’| される。言o をˆ えれば、他者をMに法 ¡ の正9性 が問\れるとき、 6I に&法­

µ論 とB法論 の法哲学的†€ をc えて、新たなf045 が問\れているのではないか。 法は

8¢ にK2 されることで^行™ をもち、またそれによって`政 ともなりうるが、他者をMに

した‡ のB法 や法解Ë によってf0 から「‚ められる」ことがありうるのだ。!

!

?>!>?@) !

!

 0論Ù はレヴィナスの法%想を、法%「Ã しき法、され' 法なり」の解Ë を‰して明•|

しようとした。d の解Ë は、一«的 な法Y¾¼`的解Ë とは¹ なり「'”な Ã しき法であっ

ても、法であるÉ りÊ新 しうる」という一見、Ò¶的 なものである。d によれば、法は8¢

にK2 されるものであるが、そのことによって法の’象 となる諸存在の自k を‰なう可能

性がある。しかし、そのような「Ã しき法」であっても、それが法であるÉ り、法がM提と

する他者との関係としての…理を‰してÊ新 しうる。Ê新 した後の法もまた‡ の…理を‰

して新たにÊ新 しうるので、この関係はÖ×的 かつŠ;的 である。!

他›、法 は、一« に法Y¾¼` が’— される自G法論とも¹ なり、»á のB法 または法 

¡ において• らかの自G法や‹&45 を(s する\けではない。cしろ 特¹ な他者のÏ数

性をMに、他者たちに’ する責任のÏÆ がÓ可能であることをxy としている。これらのこ

とは、‹解 をŒれずれに•Ž| すれば、r と法をなすかによってその法がf0的 にÔ \って

いくこと、しかし、その法はそのr かとの関係からÕõ' かれる\けではないことな'を .

ˆ しており、Hú的 な法の経験にも¢Ù しうる。!

 法Y¾¼` への¿À は、6I代 ではデリ¤ による『法の™』（#$$?）がよくQ られている。
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そこでd はf045 テーゼな'を ¼題| し、法Y¾¼` を¿À しえている!' 。レヴィナスは

「Ã しき法」を(s する• に、こうした¼題を正X からý いはしないものの、法がf0的 な

基礎‰けをî いており、自:正9| がÓ可能なものであることを論じており、デリ¤ のよう

な¿À法学的B¼ としてみることは可能なのではないだろうか!( 。!

 またŠーリス・オーリウ を始めとする&法的'ã|論、 あるいはüルロÝOンティ、ド•

ルーŽ の'ã|論 とレヴィナス法%想のz さが• られなければならない!) 。というのもd ら

は、Y2法 と自G法または‹& を’— することなく、あるいは一› を他› へ_` することな

く、»á のY2法 の自L性 や'K さとともにそれが'ã| する­µ のí性 を+â するB¼

をとるからである。法Y¾¼` と自G法論または‹&¼` の’B からではなく、K2性 と½

í性 の[X から法体› を論じる点には、レヴィナスとd らのあいだのzõ性 がÙ えられる

のではないか"* 。 

!
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法への現象学的アプローチの課題と可能性!

"" 法哲学者の観点から"" !

#!$%&'()&'(*(+,-.*!#AA4(.-%!3(!5.B6 !D&0&.4-%!E>&03,('0!.':!$(3&'3,.*0! !

14()!.!5&+.*!$%,*(0(A%,-.*!$&40A&-3,;&!

!

q7  rs !

5'6$#!3)7%$%!

!

$% #

 ソフィー・ロイドルトの『法現象学ªž』 は、フッサール以降の法現象学のE てを‘’的

にr理 したもので、法現象学に関‚ をù —る者にとってœ読の一“ である。その一› で、現

象学研究者が^Z した6´ は、現代の法哲学Ý法理学 の議論に’ して現象学がいかなる)

› で”• できるかを^€ にÙÛ していない。03 の目的は、法への現象学的アプローチの可

能性と_題 を現代の法哲学の„点 からr理・ÙÛ することである。法哲学の¼題はš つに€

けてr理 されることが多い。すな\ち、 法とは• かという法の概念の解明を中‚ とする「法

の一«理論」、法 の解Ë ・ ¡­µ や法的A論 の“w の解明を“ みる「法L学的›法論」、法

の目d すeき äå とその©体的 な'ã“想 をß究 する「正`論（法äå論）」 のš つである。

03 は、それらのうち法哲学にK有 のM二者との関係で、現象学的アプローチの可能性をÙ

Û し、法的0éÕ„ の€•、法êë の¢£的 Sí£的現象学、法的äå の“成€•、法的%

Ù における–jQ の現象学的解明、¿À的法現象学 というè つの_題 をgŽ する。!

!

&'() !

!

一« に明らかなことだが、あらdる ‚理¼`的 およ• 自G¼`的解Ë をI されえず

それに解体することにqÔ するような、多くのÉp の’象性 が存在するのである。そ

うしたものとして挙げられるのは、あらdる Ép のäåF„
、、、、

およ• YZ的
、、、

F„ であ

り、\れ\れの Y•的{活 を42 しているÃ しい現Y としてのありとあらdる ©体

的な/|形成体、例 えば、~:
、、

、法
、
、¨—

、、
、˜会

、、
、´á である。これらのF体 は、そ

れらがÜ えられてくるありさまのままに、f0Ép やその…†êë の点から、記述さ

れyばならず 、こうして、それらのF体 に’ して、“成
、、

の
、
問題
、、

がü てられかつ解Ò さ

れyばならない 。（&A11-F7!#$=Ke!%L?j™š第 ! ' €“ ! %%?WL）!

!

ここでá言 されているように、フッサールにとっては、G的’象 のみならず、法もまた、

./ において“成 される’象 の一つであり、それdえに その“成 の問題はb り組cに å す

る問題であった。とはいえ、d 自× は法現象学を体›的 にはUR —ず、cしろそれは 後進に
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よってû ”に “ みられた。ソフィー・ロイドルトの『法現象学ªž』 （:59;570!'(#( ）は、そ

の一ö の“ みを‘’的 にサーòイ ・r理 したものであり、法現象学に関‚ を¡ く'の 論者に

とってもœ読である。!

 その一› で『法現象学ªž』 には、その“成上、現代 の法哲学（法理学）者が関‚ をù —

る諸問題に現象学はいかなる)› でùÜ しうるか、という点の論述がÓ^€ だという› み

がある。&>!:>!">!ハートやP øン・ロールŽ のw¼ 以降、ýØ の€•哲学 が法哲学のなかで

¼½派 を形成してきた（しつつある）ことをÙ えたとき、「法現象学」という言o にõ した

法哲学者の多くは、なœ現象学的アプローチがœ, なのかというª問 を感じるであろう。Z

者が読cかúり、『 法現象学ªž』 は、こうしたª問 へ}4 しうる議論をUR していない。!

 そこで03 は、法への現象学的アプローチがY り豊かなものである可能性を法哲学者の

„点 から提示することを目的とする。つまり、現代の法哲学者が関‚ をù —る+, な諸_題

を62 したうえで、「一s±的 な„点 から私たちの経験をß究 することで世界
、、

を理解」（ñ

•・ž+Ÿ・ ¡ ! '(#=e!=）しようとする現象学がそれらへアプローチする›法論 として有

¿ であることを論じたい。このようにして『法現象学ªž』 を法哲学のWから¢£ すること

で、6´ によって_ かれた法学S法哲学者と現象学者との’話 のþ¤ を一¥r えようという

のが03 の¦ いである!。!

 0論 にª るMに二つの“- を述eて おく。第一に、以下で言• される法哲学の_題 には»

s的 なÈ りがある。次v の「法哲学の中‚問題」 では、b り組cに å する法哲学の諸問題が

r理 されるが、cろ”、このときの「 å する」とはZ者 »s の<感 であり、それ以8 にも+

, な_題 は数多ある。第二に、第§v から第¨v までは、次v で特2 された法哲学の中‚問

題と現象学のõ点 について論ずるが、そこでの論述はフッサールの現象学の„点 にÈ って

いる。これは?とえに、Z 者がこれまでフッサール現象学にt し”できたという ©G的@æ

とそれにÏ して他の現象学の理論にÆじていないという能™上のÉ界 とにk² する。03

には以上のÈ りがあることをo.ª起 したうえで0論 へs りたい。!

!

#># .fg 2 hijk !

!

7中 成明によれば、法哲学の中‚的_題 は大きく次のš つに€p される。第一は、法の一

«理論 で、それは「法とは• かという法の概念自体の解明をはじめ、法源理論、法と‹& や

強' との†‡・ö関 のÙÛ、法 システQ・法45 の“w と^能 の解明、権利・`=・責任 あ

るいは法のç™（Þ9性） な'の 法の基0的諸概念 の€•」 （7中 '(##e!#）を_題 とする。

このñò は、現に在る法としてのY2法êë を研究’象 とし、法社会学や法sp学 といった

他の社会@学の諸€Ÿ と法哲学がp! するñò である。!

!
! ! 01/0% “¬2Ï3 45 0 )P2 ?, 45+3 6’“³7 ¦8‘) 2 9)‘b ] VR:!DI3.I+O!

"#$;l!"#"$ ^U:±;‡6<±3 , RS ¦ /=>A ?@ () ~A BBb 2C D EF ¦ G HI%
4À , )d+ , J2Á@ /, ªK _ LM Ô b>AðD•‘U N, O D% Pz ] $11"^ 0 ÜQ
ðRbU hS , TU D% )45+ , ñòó _% V W(0 45+ _ Q)2 /(•‘ )d+© I
ªX _ Y Zb [\] /, ª^ ð _P ÔbN/¦Rb U H`a%kBD Ýb , [2C , 6’“
³7 _ cd Ôe•/‘f gh _ ij ( •‘U !
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第二は、正`論（法äå論） であり、そこでは「在るeき 法のß究 を_題 とし、‰MMŠ

正` とは• かをはじめ、自k や{´、法的!2性 や法の¢目的性 な'、 法のY現 すeき äå

理念ないしY2法 の9ä・¿À の4¦ をß究 し、それらを©体的 にY現 する'ã を“想 する

こと」（7中 '(##e! ' ）に関‚ がù —られる。ここでは、現に在る法とは†‡ された在るe

き法のß究 が¼題となり、ここで法哲学は…理学や政治哲学・社会哲学といった他のYZ哲

学の諸€Ÿ とõ点 をもつ。!

Ý後 に、第š のñò である法L学的›法論 が¼題とするのは「法の解Ë・ ¡ ないし法的

議論・A論 の論理“w や¢理性・正9性基¦、法L学 の学問的性é の解明」（7中 '(##e!' ）

である。このñò では、法L: が@Þ をé理 するにあたって行う（eき） 法的A論・%Ù・

議論のプロ%スの€• がなされる。それdえに、この ñò は、M二者とÏ eて Ý も•ž«á

的な性Å を‹ •、 法Y= とôõ な関係をもつ"。!

 03 では、以上の問題ñò のうち、第一の法の一«理論 と第š の法L学的›法論 に8点 を

¬ る。というのも、（第二の問題ñò ともôõ に関\る） ‹ & や…理の現象学的研究には一

2 の研究Su が存在するからである#。s述 のように、03 の目的は法哲学者と現象学者の

øN を可能にするþ¤ のr× にある。それdえ 以下では、6² は^€ にÁÂ されてこなかっ

た第一・第š の_題ñò への現象学的アプローチの可能性をÙÛ する。まず次v では、法の

一«理論 のうち、（­） 法概念論・法の0é論 と（§） 法êë の¢£的・í£的€• という

¼題との関ö で現象学の可能性をÙÛ する。次に第® v では、法L学的›法論 との関係で、

（­）法的Àe のF„性 と（§） 法的%Ù における–jQ のN きという¼題をb り上げ、そ

れらと現象学とのõ点 をß る。Ý後 に第¨v で、©体的 に{ きられた法経験の¿À的 €•

（¿À的法現象学） の可能性について•Ä にX れる。!

!

'># . 2 lm_n o pqg !

!

T #U . 2 rstu 2 67 !

 法哲学者のP ø%フ・ラŽ によれば、法の理論を“è するということは、法を法たらしめ

るœG的W理 ・0é的特¯ を明らかにすることにÑかならない。 !

 !

およそ‰法のŠ 理論はœG的W理 （4-.-11GFJ!0FA0/1）からなる。というのも、法につ

いてのœG的W理 によってのみ、法の性é は明らかにされるからである。\れ\れが

「法の性é」‰MMŠ について9 るとき、\れ\れは、 法が有する諸á の特¯ のうち、

法を法たらしめている法の0é的 な諸特¯ に言• しようとしているのである。つま

り、それをî いてしまっては法が法でなくなってしまうと%しき諸特¯ が言• され

!
" ! •§ %NB; , D]kl D mn ¦ op • ª^ ¦RbUqC% r , sQ ð D ]kl _ t Ab 2 ©

0‘bN/¦ ujUv wx% yz‡{|}‡‚~ ] "#$%̂ D% )d+ , !hD] _& ) /D
• :E] )€•2‡)P2^ /& ) /D • ðRbe•:E] ‚ƒ2‡ ) „…2^ , † 8¦ ‚r
Ô bU !

#! v wx% ‡z ] "#$$^ l!Q/3OK] "#$" ^ l!L*I_)++] "#$=Û !
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ているのである。（,G^!'(($e!'?< »ÃD ÆÇ ）!

!

このような法の0é 、あるいは法とは• かという法の概念42 をめ^る 問いは、@代ðリシ

L 以² の問いであり、例えばそれは、法は法であるかúり ‹&的 に正9 なð容 をó ceきか

5 か（法Y¾¼` と自G法論の’B ）、Ñと”'の s がY• に6 っていない法45 はそれで

も法であるか（Yç性 とÞ9性 の関係）、sá のあいだでÆ¡ している§¨ はいかなるÌA

で法となるか（Ä なる§行 と§¨法 の†‡） 、ãl に’ する強'的 サン&シøン の存在は法

のœ,ÌA か（法と強' の関係）といった諸論点と関ö する。!

 この@°的問 いに4 えることの+,性 は±下 する'ころかcしろ 高まっている。という

のも、法êë のÝローバル | は、¼½派 の°²的 な法理解から8 れるような法現象をいたる

ところで可â| さ—るからである。例えば、z年、 法r×«• （s進~ や klY] のような

~•^関 による¤U³上~ の法'ã の|´・r× ）は世界Kz で数多く行\れているが、そ

れが可â| したのは、~: によって法的n‚ を受けていない45 が§¨法 としてYç性 を

もつという@£ であった。また、Ýローバル | は、ù~:¼体（民÷ のù½利法s や~•b

界µ体） が作成したルールや45 が一2 のÆ¡™ をもつという@£ をï き起こした$。!

こうした一ö のí向 を一つのxy にw¼ してきたのが、法多`¼` （7-8G7!27AFG7916）や法

のù0é¼` である。法多`¼` は、法を中¶集権的 な~: が/Ž した•一的体› とみる見

解を「法中‚¼` （7-8G7!.-40F916）のイデオロðー 」とj •、 社会における法体› の多`性

の o な記述の+,性 を2 える（.I>!k*3RR3OK!$1B?^ 。この見解によれば、法には、~:法 の

みならず、§¨45・¢·45・多~¸Eb や組¢ によって{ みŽ されたù公„ の45、 Ý

ローバルな原理としてのs権45、´á がó まれる%。だが、そうなると、さまüまな Ép

の社会45 のうち'こまでが 法なのかという法の0é42 をめ^る 問いがs¹| する（例

えば、˜チケット は法であるか）。!

法のù0é¼` は、法多`¼` とも関ö しつつº) してきたB¼ であり、/ »Æ り、法的

0é の存在を52 し、法の0é42 はÓ可能であると論ずる。例えばその¼¦者 である¬ラ

イアン・Äマナハ によれば、「sá がその社会YZ をつうじて『法』として62 しb りý う

ものであれば• であっても法」（QG6G4G/G!'(#=e!=%<! ÙÚ D ˆ‰ ）であり、ある45 を法とす

るような0é的特¯ は存在しない。このように、z年 、法的0é のæ• と有無をめ^る 論争

は一¥¼ しくなっている（.I>!Q548!'('#h!)GCFGWcG65FG!'('' ）。!

さて、以上の法的0é の問いにb り組c うえで、フッサールの0éÕ„ （a-1-41G41./GAA48<!

a-1-41-F1./GAA48）の議論は(s にå する（&A11-F7!#$L?e!mO=）。0éÕ„ とは、./ にÜ え

られた»‡的’象 のうちにó まれた「hi 者」・「形Ö 」をÕ„ し、それとともに、0é を’

象として“成 する./ のN きである。: の0é を例にb ろう。まず私はあるz< の一½: を

%い¾かe、それを 見0 として2 める。私はそれを./ において自k にÔ形さ—、例えば、

: のc や¿f やÀ のEº をÔ えてみることで、見0 のàá なÔ¬ をÁÂ できる。この自kÔ

!
$! k, Š‹v D% 8LG]] ]2Œ¬± • Ž 8b62<• ¢ , ¬±²³•Í3 ·• _ ‘P ÔbC`¦

$11BH ¦ ’' ð ¶… BBC •= , “”')<^ I ä `C [• , Ï³Ï I ç – —Ó ()‘b
N/ðR`f ] VR:!̃ ™! "#$2Û !
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Ê （IF-9-!RGF9G0954）を./ においてÃ りかえし継; し、見0 と諸Ô¬ をÏÆ するなかで、そ

れらにPÆ するÓÔ6一 の特（̄例 えば、Ä› と上› がÅÆ をÇ げるEº で§ まれたJ÷）

が、それ無くしては見0 からのÈ§ となるhi的0é として現れてくる。それをÕ„ するこ

とで: の0é は“成 される。こうして、いま目のMに現れている特2 の私の: のみならず、

ありうるすeての »体 に ¡ 可能な0é としての「:」 がÕ„ され、それとともに0é的p

² として“成 されることとなる。 !

6à のÙ えを法の0é の議論へ}¡ すれば、法的0éÕ„
È È È È È È

の
È

€•
È È

という_題 がB てられ

るであろう。ここには( なくとも次の二つの問いがó まれる。第一は、法理論: による法の

概念| （.54.-20AG79^G0954!5I!7GD）の./­µ の€• である。法理論: が法理論を“è すると

き、理論: は、ある特2 の法体› のうちで{ きる自らの法経験をlk的 に€• する、あるい

は、他者の法経験に自:sª してそれを€• することで法の0é的特¯ を62 し、法を概念

| する。このような法の概念| ・理論| の­µ で+, なàú を¬ う法的0éÕ„ はいかなる

./作¡ として特¯ ‰けられるのか。!

第二は、法êë のもとで{ き、法を経験するsá の./ の0é的“w の現象学的€• であ

る。Y に（フッサールがÙ えていたように）法が./ において“成 される’象 であり、かつ、

それによって“成 される法的’象 に• らかの0é があり、かつ、’象 を“成 する作¡（ É˜

シス）とそれによって“成 される’象（ É˜マ） とのあいだにÖ関関係があるのならば、以

上のことが.ˆ するのは、法を“成 する./ のWに’象 としての法的0é とÖ関する0é

的特¯ nn それによって法理論: による法の0éÕ„ は可能になるnn が存在していなけ

ればならないという@£ である。それdえ 、法的0é のæ• や有無をめ^る 論争は、法êë

のもとで法を経験するsá の./ の現象学的€• によって解Ò しうると3Ð できる&' 。こう

して法の0éß究 は、次に述eる 法êë の現象学的ß究 へとÊ がっていく。!

!

TvU.wx 2 345 Sy45pqg !

# 一%に「法」と言っても、法の経験や法が現れるそのあり› は、法êë と関\る ¼体の有

するàú・B¼・関‚ に} じてさまüまに ¹ なる(。例えば、ËsB を42 するD法 #$$ Ì

は、一« の私s には、s をË すなかれという`= をC ずる行¾45 として経験されるのに’

して、;ÀÚ には、ある者がs をË した¼¢、CDÌ は無3þ しくはÍ 年以上のÎà という

!
&N, Sä ,0/ ÆÇ ] " #"" ^D %)3Éu 5!"#$#!%&'(#)6/‘f )+ , €• _ 45+3 ¦ C£ (

88% ¤ •b Ð\ :; ÐÑ) _ ¥r (fb h¦3T§ _ ÐÑ 3¹º ¦ ¨ f © , O<©3 • j
ª , « ¦ ¬­ kf/ Õ ÖC U !

' ! NNð uj Ôe•D% )3h¦ _%‘:•b 89ó :;0 ®¯ ¦ °î Ôb P•3±5 / C w
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サ&シøン をÜ えるeし 、という;2 の4¦ として現れる。また、法êë には、これらの行

¾45 や;Ò 45 の他にも、かくかくしかじかのB¼ にある者は、かくかくしかじかの（例

えば、;ÀÚ として;2 を¬ うという）Ï= を¬ うeし 、という形„ を× えた45 もó まれ

ており、それに即して権É がú り9 てられた公=2 たちにとって、法は組Ð45 というà£

で現れることもある)。!

 こうした法の現れ› の諸à£ はさらに– かく€• されうる。第一に、一%に「45」 と言

っても、&>:>">!ハートが論じたように、` =Ñ_45 と権ÉÅÜ45 が†‡ されyばなら

ない。M者はD法 の多くのÌ/ がそうであるように特2 の作¾・Ó作¾ を`= ‰けるのに’

して、後者は<2 の,A をÒ たした者に法的権É（例 えば、有ç なÓ言や¹Æ をする私的権

É やB法権・&法権 といった公的権É）をÅÜ する45 であり、[者 は法の現れ› の¹ なる

à£ として†‡ されうる。!

第二に、45ÇÈ のà£ も†‡ されうる。ハートは、法45 を受容して行í のdË とし、

自他の行í の9ä4¦ として¡ いる£ã をð的„点 （940-F4G7!25940!5I!@9-D）とj ”だ 。その

うえで、ð 的„点 のもとで45 を受容するí^ には、45 のð容 が‹&的 に正9 であること

の他にも、「長3的 な利«ÃÄ、 他者への私‚ なき配>、無lk な代á のÊ•的 な£ã、Ä

に他者と6 じようにÔ るÕ いたいというÖ×´ 」（&GF0!'(#'e!'(%j'(#?e! %#K）があるとする。

また、この点に関ö して、例えばÓ法Ø在者 のように、法45 や法体› そのものを受容する

\けではないがそれに qX しないようÙ めるような「アウトサイ¤ー」の法経験も†‡ でき

るであろう。!

 さらに、法経験のÖ×¼体的 なWX も見o とされてはならない。ある者が`=Ñ_ S権É

ÅÜ45 にもと‰いて特2 の権利・`= を他者に’ して¼N するとき、そこには、一› が他

› に特2 の作¾・Ó作¾ を,求 し、それとÖ関的に、他› が一› の,求 を受容するという関

係がある（例えば、私がÖ;権 を¼N ・,求 するとき、その他のt· は、私の権利,求 を受

容してÖ; を• げない`= をÎ う）。また、Ö×¼体性 の次` は、一«私s と公=2 との÷

にも存する。例えば、Æú、B法者 と一«私s との÷ には、代表するWされるという関係が、

;2 にもと‰きC: を¤ する;À< と一«私s との÷ には、権Ú を¼N するW受容するとい

った関係がある。正ú な法êë はこうしたÖ×¼体的関係 を基礎としており、それに|} し

てB法者 や;ÀÚ のC: はすeての Õ民に’ する法的なÞ9 をÁÂ する。!

以上を念) に—いたとき、法êë はyそれに 関\る ¼体の有するàú・B¼・関‚ に} じ

てさまüまに ¹ なる法経験がÖ× にö関 するなかでÖ×¼体的・.ˆ的 に“成 された法的

世界z として¯‘ されうる。このとき、法êë の現象学的ß究 の_題 とは、それらの多à な

法経験を!¹|・p²| したうえで、法êë を{ きるさまüまな ¼体の一s±的経験 におい

て法が'のように 現れているか、そして、それらの法経験のÖ×ö関 を解明することであ

る。こうした_題 は、法êë
È È È

の
È

¢£的現象学
È È È È È È

とj Ûことができる であろう!* 。!

!
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 この_題 にb り組cにあたっては、現象学の豊かな研究Su が有¡ であると%\れる。 例

えば、上述した法45 の諸形„（行¾ S;Ò S組Ð45、`=Ñ_ S権ÉÅÜ） や45ÇÈ のí

^ ‰けの諸à£ の€• は、フッサールやアレ&サン¤ー・プフェン¤ー による.志・行¾ の

現象学的€•、 マッ&ス・シェーラー による9¾./ の現象学的€• な' の成Þ を Ü(s

しつつなされるであろう。また、法êë のÖ×¼体的関係 については、アドルフ・ライナッ

ハの他者に向けられた作¡ としての社会的作¡ の議論、そして、その成Þ も{まえて UR さ

れたフッサールのP6 体論!! や法哲学者の尾高朝雄の~:“w論 !" な'が o目 にå する。!

 ところで、いかなる法êë もÓí ではなく{成Ô| するものであり、こうした法êë のí

£ 的WX の€• のœ,性 も法のÝローバル | とともに高まっている。例えば、~•ÌÆ や~

•/´ がB法@Y や;À における解Ë の基¦ として(s されることで{ ずる~ð法体› の

Ô|、¤U³上~ への法r×«• がもたらすレシÉ˜ント Wの法体› のÔ|、 さらには、Ý

ÞÔí に’} しうるÝローバル な法êë の/Ž を目的に行\れる #$活í: によるKÉ の

（ときに(存 の法êë にqX する）Ô議活í、́á が現代のÝローバル な法êë のí£ の一

例である。また、法í£ の€• は、現在のみならず­® の法êë についても+, である。例

えば、H0 がñ民z| したzò について、いかにしてH0~ の法体› は9Çzò へとsª さ

れ現z の法体› を代ß したか、といった問いも法êë のí£ の€• に関ö する。!

 以上を念) に、法êë の{成Ô| の­µ を解明する法êë
È È È

の
È

í£的現象学
È È È È È È

を“想 するœ

, があるだろう。現…† でZ者 に明• なîPøン がある\けではない ので、ここでは、法の

êë| （7-8G7!5F;-F948）について、独自の現象学的ÙÛ をUR する法哲学者のハンス・リン

¤ール （'(#%）の議論にX れておこう。フッサールやハイデàー を(s しつつd は、\れ\

れの法的行¾の中‚ にはつyに • かを「• か」としてR示 する（;91.751-）作¡ である法的志

向性（7-8G7!940-40954G790J）がN いているとする（それによって、例えば、\れ\れが スーM

ーでOテトをáª するとき、Oテトは「âã」 として、おg はáª の「«ä いg」 としてR

示される）。この法的志向性は、¢法 なもの（7-8G790J）とÓ法なもの（977-8G790J）を$界|

する一É のêë| のN きであるが、ここで+, なのは、それが6一 の)› でÃ りT される\

けではなく、つyに åN「新 たな（G4-D）」)› でN くという点である。それdえに「 法的

行¾によるêë| はE
、

Wêë|
、、、

である」（:94;G/7!'(#%e!#%(）。リン¤ール は、このEêë|

をaí さ—、(存 の¢法 SÓ法の$界 のÔ容を可能にするù W法的なもの（" W7-8G790J）を法の

êë | における中æ的な¹^ としてÙÛ している!#。!

 !

! >" #$%&'#( ) *+% !

!

T #U.5z{ 2 |}67 !

!
!! ! ÌÍÎ³Ï , ÉÜäm2 ¦8‘)D% åæ ! ] "#"$d!ž 2‡ ? Ÿ l!"#"" Û !
!" ! çw D* 'µpq26 ð –¬;Í: , T×3èÓ2 _ áâ (88% Tä , é< I 'µ _ Àê‡

ÀP Ôb/‘f ªKó ¦8‘) 2 9)‘b ] çw ! $1=?d!";;h"B=̂ U !
!# ! •§% ®±ë³Ï D% ìÏ±:Ï3‡íîÏï±ÌðÏ• :;0 ‚ •• ÀÁ _ Â A)‘bU

íîÏï±ÌðÏ• , )45+3C£ ¦8‘)D% DI3.I+O] "#$#d!=%=h=2"^ ! !
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法的Àe nn â争@Þ において、ある@£ を¢法 SÓ 法と9ä し、それにもと‰いて9@

者÷ の権利・`=関係 を•2 するÀe nn はF„的 か5 か、という問いは法L学的›法論 の

+,論点 の一つである。š権€B の原則にB てば、&法æ の一2 である;ÀÚ の任= とは、

çM上、 すでに2B された法L の»‡ の@Þ への  ¡ であり、新たな法を作ることではな

い。だが、Y• のところ、;ÀÚ は、法L を^è的 に ¡ する\けではなく、 SÞ をéÞ し

つつその/言 を解Ë し、またI には公{・正`・Ì理 のような‹&的äå を(s しつつ;2

する。!

 こうした法解Ë の特¯ が、次のようなêÕ な見解をY2法学者 からï きŽ すこととなる。!

!

法の解Ë はÄ に法4 のF„的 な‚/ たるにと'まるのではなく 、多かれ( かれ解Ë

する»s の¼„的äåÀe がª り• cことを ë れない。‰MMŠ 法L: は、•@ によ

らず、F„的 な4則 にìY であるような„ をí いながら、Y はそうでない自€ の€.

をî しÆそうとするïF を、./的ðT は無./的 に行いñ yないのである 。（²ò !

'((?e!K%）!

!

 6à の論点はÀ例 を¼, な法源とする•Šンロー ó では一¥s¹| するが、その¼しい

論争の中‚ にいたのが、ロナルド・ド•オーKン である。¼著である『法のç~』 において

d は、法解Ë や‹&的äå の関Ü なしには、• が法かという問いに4 えられないことを‚ め

たうえで、なおかつ、法にはあるÉ のF„性 が~属 すると¼N する（^_I*W30!$1B?）。「純

一性（940-8F90J）としての法」とj ばれるその法理論によれば、法は、»‡@Þ において;

ÀÚ がそのつ' 解Ë するなかで“成 （.5410FA.0）される。さらに、このときの“成的解Ë は、

€.的 になされるものではなく、Ý[ の¡ のもとでなされyばならない 。つまり、;ÀÚ が

自× の法解Ë を正しいと¼N するには、ô これまでにSu されたÀ例 Õ と ¢的 であるこ

と、õ 政治P6体 でP有 された‹& 的W政治的原理によって正9| されること、という二つ

の基¦ をÒ たすœ, がある。く\えて ド•オーKン は、以上の基¦ をÝ も高い¥¦ でÒ たす

法解Ë のみが正4 であり、それは一つに2 まると¼N した。!

これらの¼N は多くの論争をï き起こした。例えば、法と‹& とは一体的なものとしてあ

るいは€? したものとして理解されうるSされるeきか !$、Y に[者 を一体的にH えた¼¢

でも、“成的解Ë に一つの正4 があるという¼N はÞ9 か!%、また、üÄ äå論的 な問いと

して、‹&的äå との関係のなかで“成 される法はF„的 か、そうであればそのF„性 はい

かなるものとして理解されるか!&、´á。 これらの問いはM述の法的0é の議論とö み¢ い

ながら、現代の法哲学の¼,問題 を形‰くっていると言ってよい。!

これらにアプローチするにあたって現象学は有¡ かもしれない。というのも、ド•オーK

ンは、解Ë者 の一s±的経験 に2@ しつつ、¼„的 な解Ë がそれにもかか\らず W正なêë

!
!$ ! N, 2ñ ¦8‘)D% ò ] "#$%̂§½ó õh)d+×£ ] "#" =̂ _ áâU !
!%! v wx% )Êô _ õö , ›÷ / Ö•Ô øù)+] L*3O3V4+!D)U4+!QO'.3)(¦̂½Bx% Üù ¦§A

b Êô , ñ ‘ D úû ( Í f ¬ ïü“ý³ , Úþÿñò • ±… ðR= %kB!w kN ¦ ‚" D
•‘U øù)+ ¦8‘)D% àz ] "###d!$=2h$2#̂ _ áâU !

!&! v wx% D)3O)*] "##;d!LK:!B,1̂D% 4¿gƒ , …# :; ) , $¶ó _ 2 Wb U ! !
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™をもつと論ずるからである。!

!

このÉ の@例におけるêë （. 5410FG940）は「ð的」 であるか「¼„的」 であると\れ

\れは 述eることだろう。それにもかか\らず、この êë は現象学的
È È È È

にみて
È È È

W正
È È

なも
È È

の
È

T2/-456-457589.G77J!8-4A94-Vであり、この点こそがここで+, なのである。\れ\

れが“ みているのは、解Ë者
È È È

の
È

„点
È È

からみたときに
È È È È È È È

解Ë がいかなるものであるかを

¯‘ することであり、解Ë者 の„点 からみれば解Ë者 が感ずるêë はW正なもので

ある。このとき、そのW正なêë は、それに’ してまったく¹論 がないかのように、

つまり、他
È
のすeての
È È È È È

sá
È È

も
È

9
È
の
È
解Ë者
È È È

と
È

6
È
じくらい
È È È È

強
È
く
È

9
È
の
È

êë
È È

を
È
感
È
じているか
È È È È È

のように
È È È È

感じられるのである。（^_I*W30!$1B?d!"=2m$112d!=?;hB,!%& / ÙÚ D ÆÇ ）!

!

このように、d の見解によれば、解Ë とは¼„的 なものでありつつも、解Ë者 の„点 からみ

れば、W正なêë™ を× え、また他のすeての 解Ë者 によってもそれが=体験 されるよう

な、あるÉ のF„性 を有したものとして経験される。!

 こうした一ö の記述を目にしたときZ者 が想起するのは、フッサールのäå現象学 であ

る（以下のr理 は、ž+Ÿ （' (#=e!第 ? ö） に多くをÎ う）。フッサールによれば、ある’

象が現Y にもつäå は、äåŒ （a-F04-/6A48）という./作¡ によって“成 される。äå

Œがいかなる./作¡ であるかをめ^っては、 解Ë の÷z があるものの、ž+Ÿ の論ずるよ

うに、感æであるというのが有™な見› であろう（例えば、ø • S† しみのようなù2的 S5

2的 感æはù2的 S52的ä å を“成 する）。もっとも、フッサールは、このように¼„的

感æとäå とのÖ関関係を論ずることで、äå を¼„| した\けではない。たとえ、 私のú

りが'れÑ' 明¾的であっても、それによって“成 されたäå がつyに 現Y的 なもので、ま

たそれdえに äåÀe が正しいとはかúらない。 つまり、フッサールのäå論 は、「9ä の

’象 がた”に äå があるとみなされていることと、現にäå があることの†‡」 （ž+Ÿ !

'(#=e!#?' ）が成B するとÙ えており、その点でäå のF„¼` にÜ する。では、いかなる,

D が、後者からM者を、そしてそれとÖ関的に、正しい感æを正しくない感æから†‡ する

のか。!

! ! ! ž+Ÿ の解Ë によれば、それはäå9ä の’象 とäå9ä者 が—かれている/7 にð在

する諸á のûã である。ある’象（例 えばü°） のäå は、ýþ学的„点・ÿ学的„点・‹

&的„点・経h的„点・H˜的„点、́á の諸„点 とそれらの„点 にó まれた諸á のûã と

の関係でÒ2 される。こうした/7 とûã がäå9ä のMラüーÄ としてN くことで、正し

い感æと正しくない感æとが、そして、た”に äå があるとみなされていることと現にäå

があることとが45的 に†‡ される。それdえ 、例えば、|{H に! りG を受けたことにú

っているs がその感æを正9| するいかなるûã もa たないのであれば、そのú りは正9

ではなく、それdえ、その 明¾的なú りが現Y的äå を“成 することもない。フッサールの

äå の“成€• は、äå9ä の/7 でN く諸á のûã を€• しつつ、äå を“成 する感æの

正9性ÌA を解明することにある。!

 以上の議論とのpÏ が" されるのであれば、法的äå
È È È È

の
È

“成€•
È È È È

という_題 を次のよう
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に“想 することができる。â争@Þ をMに、法解Ë をして、ある特2 の@£ や行¾に¢法 S

Ó法という法的なäå9ä・Àe を下す;ÀÚ は、9Ç@Þ と• らかの形で感æ的に関\

る。とはいえ、一;ÀÚ の感æはnn たとえそれが'れÑ' 明¾的でもnn êë™ をもつ法

的äå をただちに“成 するのではない。その感æが(存 のÀ例Õ との ¢性 やP6体 の‹

&的 W政治的諸原理との一Ù といったûã によって正9| されてはじめて、それはW正でê

ë™ のある法的äå を、つまり現Y的 な法的äå を0²的 にÜ えるものとなる。法的äå の

“成€• の_題 は、この正しい法的äå を“成 する（他の解Ë者 からも6à に=体験 されう

る）法感æの正9性ÌA の解明である。このようにして、法的äå とそれについてのÀe の

F„性 が現象学的にH えÕ されたとき、これまでの法的Àe の¼„性・F„性 をめ^る 一ö

の論争やド•オーKン の正4 テーゼが'のように 理解できるのか、さらにまた法と感æと

の関係は'のように H えÕ されるのか!' 、´á はõˆe い論点である。!

 !

T ' U.5~• )>€S •‚ƒ 2 pqg5K„ !

 法的%Ù のプロ%スの€• も法L学的›法論 の¼,問題 の一つである。Ÿ が~ のように、

法° を¼, な法源とする大#法ó では、法的%Ù を、一É のš…論法 nn  ¡ されるeき 法

45 を大M提とし、â争@Þ の©体的@Y をtM提 としたうえで、これらの二つのM提から

S論 としてのÀÒ を'Ž するA論形„ nn に|} したA論 として理解することが多い。ƒ

„的 には、以下のようになる（.I>!高Y '(# ?e!%）。!

 !

 （#）大M提Ý法45ÿ すeての dについて、もし dが ) ならば、dは \ すeし。 !

    （例ÿD法 #$$Ì により、s をË した者はCDÌ は無3þ しくは L年以上のÎà に

é されるeし） !

 （' ）tM提Ý©体的@Yÿ Gは ) である。!

    （例ÿ$Cs はs をË した）!

 （%）S論ÝÀÒÿ Gは \ すeし  !

    （例ÿ dえに、 CDÌ は無3þ しくは L年以上のÎà にé されるeし） !

!

もっとも、法的š…論法 は法的%Ù の¶明 として^€ でないという¿À もãá なされてき

た（.I>!7中 ! '(##e!?L%I>）。!

 というのも、@Þ をMにした;ÀÚ は、大M提o tM提 o S論 という%ë で%Ù をする\

けではないからである!( 。cしろ、 ;ÀÚ は、Y にこの法45 を大M提としたとき、\れ\

れの正`・7{感Œ に¢Ù したS論 は' かれる5 か、Y にこの@Y‚2 にもと‰いてtM提

を形成した¼¢、 'のような 法45 が大M提として#9 されるか、といった点をÙ> し、大

M提・tM提・S論 のあいだで「âp を&Ã」 さ—ながらÀÒ を形成する（]¶ ! '(# ?）。

cろ”、 これは; ÀÚ がS論 に¢ \—て @Y を€.的 に'作 しているという\けで はなく、

!
!' ! N, 2O ¦8‘)D% õh)d+×£ ] "#" " ^ _ áâU !
!( ! )3RC D Üù' ,Ö•;W L8‡()* Ž Üùá /(), O+„• •, 0 \ f0, ´ I%

ÑØ ðD Š‹v /() Üù' ¦,Ö -Ë ÔbU !
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@Y‚2 にあたり;ÀÚ は、このような¼¢ にs÷ はÆú このような行í をするSしないと

いった経験則を¾りにしつつ、その5§ð でÞ9 な@Y‚2 をする（•( ! '(# ?）。以上の

ように法的%Ù は、正`・7{感Œ との ¢性 や@Y をめ^る 経験則を./ しつつ大M提W

tM提 WS論 のあいだの関係をmr することで、â争@Þ の o なo とし'ころを Ý4的 に

見Ž すという•¢的・$体論的 な特性をもつ。!

こうしたÏ) な%Ù において+, なN きをするのが–jQ である。それは、第一に、問題

の@Þ に ¡ される法45 の#9（大M提 の形成）がS論 をÙ> したときÞ9 なものか、ま

た、それは(存 のÀ例 との関係でも o かといったレòル でN くとÙ えられる。また、第二

に、@Y‚2 のレòル でも、KÉ の経験則とそのbK#9 という形で–jQ はN く。;ÀÚ

をはじめとする法L: たちは、â争é理 の経験をu cなかで、これらの –jQ をい\ば 一É

のハîト•ス として¨Â し、それを法のr> （_AF91W2FA;-4.-）としてN か—ることで、法的

%Ù に o なo とし'ころへと 向かうŒ‹ をÜ える。!

 さて、こうした–jQ のN きの解明はY, である。なœならば、第一に、~:権™ の行Û

としての&法 にはその正9|論} の公R と正9| という,Ð が_ —られ、ÀÒ の形成­µ

を可能なかúり 明示| することが求められるし、第二に、–jQ こそ、バランスのb れたÀ

Ò を' く法L: の«能 を下« えするものであると6I に諸á のバイアスの*+ ともなるか

らである（例えば、法45 の解Ë に• して「社会Æ念」がÓ,明 な)› で•¡ されることへ

のª念 や「ÔdÓ能」 なì£ をめ^る @Y ‚2 に’ する¿À を想起—よ!) ）。では、法的%

Ù における–jQ の解明にあたって有× な›法論 はいかなるものか。!

ここでも現象学は有™Þ¢ となりうる。というのも、–j的（受í的 ・ù明示的 ）なレò

ルでの./作¡ や理解のN きの€• は、現象学がこれまでに大きな”• をÞ たしてきたñ

ò だからである。いくつか例を挙げれば、フッサールによる受í的-¢ の€•（ とくにp²

的QŒ の議論）やそれを¤U さ—たアルフレッド・シュッï の{活世界 の現象学（とくに、

p²的Q/ にもと‰いてìí解Ë を行うときの./ を42 するレリヴァンスの“w やプラ

ン・.˜ラル.ー のà£ の€•）、『存在 とI÷』 でUR されたハイデàー の‹©存在性 の

Y存論的€•（ とり\け、 現存在の配>的Ý/ いにもと‰いて目B たない)› でR示 される

 <$体性 をめ^る ÙÛ）´á "*、がある。それらのいずれ（あるいはそれ以8） がÝ も 

o なŽ¤点 であるかは\からないが、いずれに —よ、法的%Ù
È È È È

における
È È È È

–jQ
È È È

の
È
現象学的解
È È È È È

明
È
は法現象学が向かいうる一つの可能性である。!

!

…># †‡5 ) : Eacˆ .‰Š 2 67‹ ŒS•&‹ Ž•5.pqg• !

!
!) !&./ÿòE _`ab 890ä ¦§Ab ¸¹1 Ž& 2ª3Eúª , 3Ó /k, 4€ • [m _ ø

ù3 ¦ tÐ (C0,/()% 5Æ ] "#$$d!ž %Ÿ l!"#"# Û !
"* ! /N`ð% :¬ï6³ , 45+ _ )3RC , tÐ ¦ ÒÓ (C0,/() )+3 7ÏŒ­¬˜

™—, °î I ú ;B)‘bUN, …# D%* °î / ù=6 ¦§Ab PÊ ‡Êô _`ab J2 /
: ±• Ç 8üÏ—‡6ë«³ , Êô+ _9qw88% Üù' , ˆPÊ ] 7I*[)*(On0.03(̂ Ž ˆ
ùe ] 7I*'*O)3+̂ I ! )3RC ¦§‘) :; • < •_ÔbN/_ 2 9CU = ¦ hxà ð ># (
C& ?@ , ABE /‘f €• 0%0/0/DN, …# , 2©] C³Ï‡D±ýÍEF^ I%
Êô+3GH , IS ¦ ÀÁ _ Â A88 JK (C0,ðRbU Ú (– D% àz ] "#$$d!$$"h$$1̂
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!

 ここまでのÙÛ の+点 は、法概念・法êë・法解Ë S法的%Ù の0é的 ないし一«的特¯

の€• に• して、現象学がいかなる”• をなしうるかという点に—かれていた。だが、現象

学の˜™ は、これらの諸特¯ の˜象的€• ではなく、cしろ、 ©体的 に{ きられた経験の記

述・€• の› にあるという.見 もあるだろう。例えば、0性 や :\+Qp 、p«者、有csÉ、

˜スÜッ&マイÉリティ ´á による世界の©体的 に{ きられた経験を（マPøリティ の世

界経験と’s さ—つつ）€• し、そうすることでÓ9 に“è された諸á の自明な世界理解・

×体性・自 :理解 とその形成をb り6 く権™関係を明るみにŽ して¿À するといった、現象

学のアプローチがある（.I>!LÛ ‡ zM‡àN‡ÆÛ ! "#"=l!]UI!"#$; ）。í見 のかúり、そ う

した社会¿À的 な¯向 を有する現象学のí向 は¿À的現象学 （XF909.G7!]/-456-45758J）とj

ばれ、z年û ”に 論じられている"! 。それを法のñò でUR し、Ó9 に“è された自明な法

的世界の理解、法的な×体性 や自:理解 およ•それを b り6 く権™関係の記述・¿À・解体

にo™ する¿À的法現象学
È È È È È È È

が“想 されうるかもしれない。 !

 ¿À的法現象学 は、例えば、次のような問いにb り組c であろう。;À やF .m@=< ・

無º法L Öƒ< での法LÖƒ といったâ争解Ò・³ÿ のための一ö の法的プロ%ス、さらに

は12 3 ¹Æ な' Hú の法{活 で、H09 を49 としないsá や%&シュアルマイÉリテ

ィは'のように 法を経験しそれはマPøリティ の法経験といかなる点で¹ なるか、5Û に

よるb りm e・ Á@ による2=・;ÀÚ による¾}m e・ ]«者F. といった一ö のD@&

法プロ%スのなかで性6B]«者 と性6B$«者 はそれœれいかなる自:理解 を形成する

よう)向 けられるのか"" 、&法“験 に7 c 学{ たちはロース&ール での学¨ の­µ でいかに

して「リーàルマインド」 をðX| し、法L: として「{さ\しい」 ×体性 を¨Â していく

か"#、´á。 これらの¼X での©体的 に{ きられた法経験を記述・€• し、それをb り6 く

権™関係を¿À することも法現象学の_題 でありうる。!

!

,-./ !

!
! 03 では、法哲学者の„点 から法への現象学的アプローチの_題 と可能性をr理 してきた。

そのなかで、法的0éÕ„ の€•、法êë の¢£的 Sí£的現象学、法的äå の“成€•、

法的%Ù における–jQ の現象学的解明、¿À的法現象学 というè つの_題 に言• した"$。

!
"! ! &45+ ¦ ± Ôb 4À3‡øù3 6’“³7 D%* øù345+6 /() ú ;B)‘bI%k

BI] 45 _* OŠ345+6 :; ¥r ÔbC`¦^ 45+ , P¢ /, ªK ð 4 ;_ /QR
AbŽ= Q ¦D S , † 8IRbU žO D% OŠ345+ _ øù3 ¦ ö„ Ôb/‘f0,ðR
=% ž† D% TU‡5ºV‡T×3¸¹ ,R‘´, [ªK _ W= † – [• , ˆJ , øù ¦ u
U Ôb 45+ , J2 _ ~A Ôb/‘f0,ðRbE ] \4U*o!p!\Vq'))0!"#"=d!$B Û !

"" ! óXYÞZ© ¦8‘)D [W ] " #"#%̂ óXY\Z© ¦8‘)D 5Æ ] " #$$%ž ? Ÿ Û !
"#! ]•ï™ ] $11$̂ D% “³•—³Ï , )+^_ _ `° , aD–Ïa³ _ b wb )cµ _ d>

e Ôb ¹cfg‡¹hV , # /() øù ÔbU ! !
"$! •§% ÑÝ , [\] D ù ¦D ihªK ¦ …8N/¦ uj Ôe•ðRbU ! v wx% ) ,& h

¦E , ÊË] )3h¦ô¶ , tÐ ^ D%Rb )3&h¦E _ 4Ë •0,/Ôb TUªK , j
k‡Êº _ Õ Öb øù3)45+ /D ±…ªK ¦ …8 #Í IRbU [\] ,R‘´, _Íó
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0論 の¶明 ですでに明らかなように、法現象学は、現象学と法学そして社会学といったÍõ

€Ÿ とのあいだでの学•的 な研究プロPェ&ト という性Å をもつ。それが成â するか5 か

はその多³性 に、つまり、第一に、K学@ のÕX する(存 の諸_題 に’ して新たなâÀ や解

Ò を提r しうるか、第二に、K学@ において´8â されてきた+, な_題 の• り起こしにù

Ü するか5 かに|存 する。03 は、第一の点に関して、法哲学nn それも私の法哲学nn の

„点 からのみÁÂ をしたに“ まり、また、第二の点についてはまったくÁÂ できていない"%。

これらのîo があることを9記 し03 を4 えたい。!

#

!" #

!
ZF†[' /BB-'UUK W^_Mm 9§ \ bm* ]^B /BB- p B_p`s' ( **:(/.C T//;: (
U7"=,%%'():'(-./D'(M3'48/"?"/7*8#+*6&,#34,#353)7*"#*:(00,'5*8#+*:,"+,)),''(U?K27#$4,(V:O:(
W="79#3'(@:'(/BHM'(L8NC0*!41"','(0+,(X,%93?*(O7,FF("R(P?7I?7$(V:O:(‘ÿabJ' /BBG'*K Wc+Bdef’ (
Y?27?TZ?K"7?'([:!:'(-.--'(\0+,(U"38,*&A?%(O7"2%,KF(]7#F#34(R7"K(!,4?%(O%A7?%#FK'^(#3(O8#8+"8#*P3('#85*3$*L8N*8#+*

Q3.",/7'(_"%:D;T/'(**:(/GGT/;G: (
`7#RR#&+'([:(/BHM:(\a+?&(#F(%,4?%(*%A7?%#FK'^(#3(@&,*P3('#85*3$*L,)85*65('85"04*8#+*R#3$$"."85*L8N'(_"%:(/HT-C:(
uM0ø' -./C '*KasÂ´ W^e]ghB­üP :(
P?7&'(P:!:]:'(-./-'( ( @&,*O3#.,1/*3$*L8N*S'+*,+:(bcR"7$(V:O:(‘k—£ijJ' -./C '*K W•€ ( réOBkl

ý@’ (
PAFF,7%'(J:'(/BGC'(!'$8&'(#)*(#+*R'/,"5 '(!A$=#4(!?3$47,2,(dP7F4:e'(U%??FF,3(_,7%?4(P?K2A74:‘k—"õJ' /B;G'

*mn 9 ÞßBoNý@,ž’ (
ff (/B;M'(<+,,#*T(*,"#,'*',"#,#*6&2#34,#353)",*(#+*1&2#34,#353)"0.&0,#*6&"53031&",B*!'0/,0*U(.&9*;55),4,"#,*

!"#$%&'(#)*"#*+",*',"#,*6&2#34,#353)",B*VB*:85==8#+9*@,D/*+,'*VBGSB*;($58),W(g?7%()8+A+K?33(dP7F4:e'(6?7&#3AF(
<#E+"RR:‘,p×øJ' /BHC'*B16$ q!rB •/¾ ý@’ (

s=žt?"uÇv?Êwx?Œ=y' -.-D '*•=(Š%A ^_M7mn ° é º¯¬ *D gB …‰Š5‹
NO :(

z{,Tø' -./C 'U-`àÞ -¢i0U |}~m ff UK]é•\KmÔ·‘FG O@$A’m' ­®K‡
MŸ'*-`àÞ -¢i0U |}~m 7 K]é•\KÔ· B :(

N.1„?Æ$‰$' /BB/ 'U€÷4&€6 WkˆW •‚ 9¹ËW KM5ƒm' 1<„:?N">ç '*L
† 9¹ËW K7¥Þ]KMà„BC…††?CÀ‡z'J'ˆ5ž :( (

ÿŒ‰Q' -.// '*a‹ WÊ W/=$Æ67 K 5%¤9 WžŸ M ]z{B,Šž :(
ff (-.-. ' UU.‹u™m WŒ~ -¢i0 ~~•Ž Wa‹7 /=$Æ6#B"% WU "fAÇ6%m lŒ -

D«Ëm* /=$Æ6 9 KB _"%:(/;' **:(H/TB-:(
••éø' -..C 'UK‘,‘ /BGDp’m*••éø·’“ q B •Fž :(
!,#&,7'(X:'*-..; W*M8/('85"T"#)*P('"01'(+,#.,9*!00870*3#*;4,'".8#*L,)85*-,85"04*8#+*M8/('85"04*"#*L,)85*6&"53031&7'(

bcR"7$(V:O:( ((
!#3$?+%'(P:'(-./D'(X8(5/*L"#,0*3$*Y53=85"T8/"3#9*L,)85*Z'+,'*8#+*/&,*635"/".0*3$*;G5,)85"/7'(bcR"7$(V:O:(
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ff ( -.-/' ( \b7$,7'( Jc*,7#,38,'( ?3$(U7#&#iA,5( 0+,(O+,3"K,3"%"4#8?%(6 ,&+"$( #3(O"%#&#8?%( ?3$(! ,4?%(0+,"7Q'^(

O3#/"#,#/85*6&"53031&7*-,?",N(]^ '(**:(/GDT/;. ’ :(
6?47j'(J:(k(68lA,,3'(O:'(-.-D'( O'"/".85*6&,#34,#353)79*;#*<#/'3+(./"3#'(O"%#&Q(O7,FF:(
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6,7%,?ATO"3&Q'(6:'(/BMC'(L,*?"0"=5,*,/*5_*"#?"0"=5,'(U%?A$,(!,R"7&(,$:'(`?%%#K?7$:‘Ÿ… H?¡•¢J' /BHB'*£
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Z°ž’ :(

­®K‡MŸ' (
ff (-./C ' *-`àÞ -¢i0U |}~m 7 K]é•\KÔ· B±²³ :(
ff (-./B ' *K<¢Â´7 ´Ä6#& | WÊ WKB±²³ :(
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ff (-.-- ' U•–—6& -¢i0 ½ô¾¿ 9 Àv]nom'*®QÁIMdü M#$D§ÃB /D- Â' **:(
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¶&üÃ' -./C 'U+0 ¤68U -`àÞ -¢i0U |}~m ff UK]é•\KmÔ· ff m-D«Ëm'

­®K‡MŸ''*-`àÞ -¢i0U |}~m 7 K]é•\KÔ· B :(
¶™ »Èb' -./G '*ö%A?%…&A ‚ B$:.5" WK 9 žŸ7à ç£99 à b¡«£9W -ÉÄBé

¢ž :(
Å"ÆW?ÇÈžÉ?IÊHÆ' -./C ' *K‡MB±²³ :(
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自閉スペクトラム症のある子どもと関わる特別支援学校教師の現象学 

"" 「世界」、「道具」、「気分」に着目して"" !

$%&'()&'(*(+/!(1!7A&-,.*!F&&:0!7-%((*!G&.-%&40!2';(*;&:!B,3%!

H%,*:4&'!B,3%!#>3,0)!7A&-34>)!=,0(4:&46!

I(->0,'+!('!<J&*3@8!<K&>+@8!.':!<73,))>'+@!

!

=  /> !

8269')!52:' !

!

$% #

 0研究 の目的は、自¥ ス?&トラQ "（ "A0916!12-.0FA6!;915F;-Fÿ以下·「 "NY 」）のある

M 'もに 関\る • に¤@ された、k特‡«•学A˜B であるCDs{ のy ×体z にf! した

Q性とそのxy としての世界を、ハイデàー の現象学に基‰いてß究 することであった。s

行研究のr理 においては、"NY のあるM 'もに ’ する˜E に8点 を9 てた現象学的研究Õ

を概„ し、「"NY のあるM 'もの 現象学」、「"NY のあるM 'もとの 関係の現象学」、そして

「"NY のあるM 'もに 関\る YZ者 の現象学」のp²| をÂ たのち、「"NY のあるM 'もに

関\る YZ者 の現象学」の中でもハイデàー の現象学に|} する.` を論じた。CDs{ の

F み• ”でいる 世界を‹© やÝ€ に着目して解Ë したSÞ、CDs{ が "NY のあるM 'も

とÖ×作¡ を起こして新しいYZ を{ みŽ すことを志向する世界にF み• ”でいること、

そして "NY のある{· であるカナさ”に ’ しては、‹© を‰して自らのâp の強ã をG め

ることでÖ×作¡ を成B さ—るようなy ×体 z にf! したQ性を¤@ していたことが明らか

になった。!

!

#>#jk o ‘5 #

 

本研究ではまず⾃閉スペクトラム症（以下，"NY ）のある⼦どもに対する教育（以下、"NY

教育）の現象学的研究を類型化した。次に近年研究が蓄積されはじめたハイデガーに依拠し
た現象学的研究が、"NY のある⼦どもと関わる実践者にとって重要な⽰唆を与えることを
⽰した。最後にこうした考えに基づき、"NY のあるM 'も に関\る • に¤@ された、ある

特‡«•学A˜B のy ×体z にf! したQ性とそのxy をハイデàー の現象学に基‰いてß

究した。 

現象学では、Æú は.%HÆ が.R とÙ えられている他者（以下、.%HÆ.R な他者）

をb り6 く現象について研究がSu されてきた（•上 I  '('# ）。そして " NYのあるM 'もは

2²¤D（以下、 QY）のM 'もに Ï して¹é な経験“w を有する他者として表象されるこ

とが多く、現象学において "NY のあるM 'もや dì0 らと関\る YZ者、 そしてここでÐ

りなされる "NY 教育は+, なテーマの一つであり; けている。 
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では "NY ˜E に8点 を9 てた現象学的研究にはこれまで'のようなものがあったのだろ

うか。 

 

T " U #$% 2ŒS ’ “”2 pqg  

"NY ˜E に’ する現象学的研究の›向性 の一つとして、"NY のあるM 'もの 経験“w や、

M./的 に世界と’話 し「{ きられた世界経験の©体的 なŽ¤点」（k• I '(#O<ÿ ?K）とな

るy ×体z を• き、YZ者 への©体的 な˜E的N きかけのあり› を提Þ するものがある。こ

れを象¯ しているのが以下の中7（ #$O?）の/ö である。 

 

+pJ の˜E›法 を研究するためには、（KKK）d らの体験の)› を42 し、体験

の’象 を’象 たらしめているd らの経験“w を解明しなければならない。なœな

らば、これらが解明されなければ、Ÿá は、+pJ を¤D さ—るためにいかなる˜

E的 なN きかけを行うeきかを Q ることができないからである（LMNOKe!#）。 

 

そして中7（ #$O?）は、+ã のQ的p« をx うµã の+ い "NY のあるM 'も（ 原/ では

+ã のQ的p« をx う「自¥的¯向 の強い+"J」（ HC9;>e!LL$））に’ するYZ者 の˜E的 な

N きかけの原則として、"NY のあるM 'もに uÖ的 にPQ¼ をÜ え、8的’象（大s） を

+, な.ˆ をa つものとしてQŒ さ—るように関\ り特2 の大s との÷ に感æのR を形成

さ—ることと、8界 の’象 へo. を向けさ—て8界 の’象 をQŒ さ—ることを提Þ してい

る（HC9;>e!''?）。 

 また•上（ '((O ）では "NY 者の経験“w やy ×体z の中でも、特に他者からのâp やス

Kンシップ、 j •かけが S起 する「âpX¤」 に8点 を9 てdì0 らに’ する˜E的N きか

けを提Þ している。まず QY者は、âpX¤ が自Ÿ や他者の存在が‚/ されるにsB って作

í しており、それが自: と他者の÷ に÷×体性 の次` を形成している。QY者がâp のあっ

たs の感æをpA するMにすでに感じb ることができるのはこうした÷×体性 の次` がê

ë をa っているためである。これに’ し他者の存在にÝ ‰いているけれ'も âp をT がる

ような、（$ くâp を感じない "NY 者にÏ して）µã のw い "NY 者は、âpX¤ が作í し

ておりそれにx い÷×体性 の次` も形成されているが、それがまだêë をa っていない世

界に{ きている。そのため、dì0 らにとってâpX¤ は5解Ó可能 でUV的 なものとして

体験され、âp がp \る ことは大きなŒT となる。こうしたµã のw い "NY 者に’ する˜

E的N きかけとしては、「%いÆりにならない他者の行¾を、MÜッ& やUV ではなく、そ

のまま‚ めて受容する経験」をu み+ yるための 9@者6m のÝループ・%ラÉー のYI が

提Þ される（HC9;>e!#$'）。 

 Ý後 にWŸ（ '(#L ）は "NY 9@者 の•記 や9@者研究 を(s し、QY者は自:Ò2 を任—

ることのできるy ×体z を有しているのに’ し、"NY 者のy ×体z は「– かすúる レòル で

いちいち自:Ò2 を自€ にX yてくる」ような、「 !‚ して任—ることのできない」もので



『現象学と社会科学』第 7 号 
⽇本現象学・社会科学会編 2024 年 9 ⽉（51-68） 

 

 53 

あると述eる（ HC9;>e!'(?W'(L ）。これは、QY者はY がZ けば自G と[ みG を[ cことができ

るのに’ し、"NY 者はr かがË をかけてくれなければ[ みG を[ cことを ‡ れてしまうこ

とをイüーP すれば\かりやすいだろう。 ここからWŸ は、•<者 がh… から "NY のある

M 'もと ôõ な•ミュÜケーシøン をとり、dì0 の「¨§ をa った×体」のようになるよ

うにN きかけることを提Þ する（HC9;>e!'(=）。 

 中7、•上、WŸ はそれœれ¹ なった形で "NY のあるM 'もの 経験“w やy ×体z を•

き、それに} じた˜E的N きかけを提Þ している。これらの!¹ は、一つは "NY  のあるM

'も が多à なY £ をa つこと、そしてもう一つはd らが¹ なる現象学者に|} したために

{ じたものであるとÙ えられる。 

 例えば中7（ #$O?）が|} したのは自G@学のâ点 や˜象| によって\ \れる 以Mの「{

きられた経験」を+â したフッサールで、それdえ dì0 らの経験の現れを42 するQŒ や

経験“w に8点 を9 てたからだろうし、•上（ '((O ）がâp に着目したのは他者の„、 そし

てâp についてÙÛ をe めたレヴィナスに|} したからであるとÙ えられる。また、WŸ

（'(#L ）が "NY のあるM 'ものy ×体z、 あるいは「¨§ をa った×体」 にo目 したのは、

y×体z について論をUR したüルロ \ Oンティに|} したからであるとr理 することがで

きるだろう。 

 0v では "NY のあるM 'もの 経験“w やy ×体z を• き、そこから˜B に’ して˜E的

N きかけのあり› を提Þ する現象学的研究を概„ した。0研究 ではこれを「"NY のあるM

'もの 現象学」と€ ‰ける。そして次v では "NY のあるM 'もではなく、 "NY のあるM '

もとdì0 らに関\る 大s の「関係」に8点 を9 てた現象学的研究を見ていく。 

 

T ! U #$% 2ŒS ’ “”o2 •– 2 pqg #

 "NY のあるM 'もと dì0 らに関\る 大s の関係に8点 を9 て、dì0 らへの«• をÙ

Û ・YZ したものとして、現象学を理論的な] の一つとするt^・_`（ '((L ）の「関係¤

D7+論」 がある。0研究 の関‚ にs らして関係¤D 7+ 論でo目 すeきは 以下の二つであ

る。一つは、大s がM 'もの æí をあたかも自€ のæí であるかのように÷¼„的 に¯‘ を

することを+â していたことである。もう一つは、こうした大s とM 'もの ÷¼„的 な関係

により{ じる正のa# の関係を¤D の基b においていることである。 

こうしたM提の上で、_`（ '((L ）は、"NY のあるM 'もの（ 行í）p« の多くは{Â的

なものではなく、’s関係 の中で作り上げられた「関係p«」（原/ では「関係pc」） であ

ると¼N する（HC9;>e!%'）。例えば、4t とde にb るとMÜッ& になってしまう "NY のあ

るM 'もの 行íp« は、4t が自らのM 'もを「 .ˆÓ明 の行í」 を起こす存在であるとま

なüす 中で{ じたfN がM 'もにも Ê \ったため 作り上げられたと解Ë される。そのため

"NY のあるM 'もに 関\る 大s は、M 'もの 一見「.ˆÓ明 の行í」 に’ してそのM 'も

のæí を÷¼„的 に¯‘ することでそのœG性 を理解し（HC9;>e! 'OW'$ ）、«•者 が「g! ”

だ他者」となってM 'もの %いを受けf めながら«•者 も自€ の%いをÊ えていくように
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関\って 正のa# の関係をè くことを提Þ する（HC9;>e!?'W?%）。 

 ÷¼„的¯‘ を+â する関係¤D7+論 における理論的«] としては、üルロ \ Oンティ

が言• されている（_` I  #$$$）。üルロ \ Oンティはy ×体z についてのみならず、フッサ

ールの「÷¼„性」 の¿À的継n や、「÷×体性」 といった概念を{ みŽ すことによって¼

体と¼体の関係について論をUR したことでもQ られている。そのため関係¤D 7+ 論が

"NY のあるM 'もと dì0 らに関\る 大s の関係について8点| し、ÙÛ をe めることが

可能であったのも、üルロ \ Oンティに|} したからであるとÙ えられる。 

 このように "NY のあるM 'もと dì0 らに関\る 大s の関係に8点 を9 て、そこからd

ì0 らへの«• を' きŽ す現象学的研究を0研究 では「"NY のあるM 'もとの 関係の現象

学」と€ ‰ける。 

Ý後 に次v では、"NY のあるM 'もに 関\る YZ者 を概„ する。そして0研究 ではこれ

らの現象学的研究Õ を「"NY のあるM 'もと 関\る YZ者 の現象学」と€ ‰ける。 

 

T &U #$% 2ŒS ’ “”) • ?S G—˜ 2 pqg #

 「"NY のあるM 'もに 関\る YZ者 の現象学」は、¼にフッサール、üルロ \ Oンティ、

そしてハイデàー に|} してß究 されてきた。 

 まずはフッサールを(s して行\れた、 +GF4/GF0（'(#= ）の研究である。そこでは "NY の

あるM 'も と関\る ˜B にPÆ する経験“w がß求 された。そのSÞ、dì0 らが "NY の

あるM 'もと 関\る • に•h なd示 を‚ がけていること、そして一Ð したルーティーンを

a つ“w| された˜i を¡. していることといった›Ž を8¡ していることが明らかにな

った。 

üルロ \ Oンティに|} した研究では、特‡«•˜E ではなく学j-E のñò ではあるも

のの、7代（ '(#O）が "NY をó c 言o でのやりとりがR しいM 'もと 関\る -Em のy ×

体z についての現象学的ß究 を行っている。そこでは、Ä^年 に\たり 学j-E にk \って

きた-Em のy ×体z が、M 'もの ×体 と「リŽQ が¢ う」ことによって、つまりöí、6

mすることで÷×体的 なèÚ として作í し、M 'もの %いが言o を経k することなく「\か

る」と解Ë されていた。 

Ý後 はハイデàー に|} して行\れた =（ '('%h!'('? ）の研究である。まず=（ '('% ）で

は、"NY のある{· と特‡«•学A˜B のlb¼X における社会的Ö×作¡ が€• され、

SÞ として以下の二点が明らかになった。一つめは˜B が、"NY のある{· を¤D さ—る

こと以上に、̃B自×、 "NY のある{·、 そしてlb中 にÛ¡ される「G」というàá な¼

体の.ƒ や特性がÒ たされるlb の「)」 を{成 することに関‚ を向ける世界にF み• ”で

いたことである。これに関ö して二つめは、こうした o な「)」 を{成 するようにy ×体z

にf üした Q性を¤@ し、{· との÷ に社会的Ö×作¡ を成B さ—ていたことである。 

次に=（ '('? ）は、特‡«•学A における{活¼X におけるHú的 なやりとりにおいて、

˜B が'のように "NY のある{· と関係をe めているのかを€• した。そこで˜B は、"NY
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のある{· の世界をÔ容さ—ようとするy ×体z を有しつつ、「正X」から "NY のある{·

の世界をÔ容さ—ようとするのではなく、dì0 らの世界をv+ する「\m •」のような 関

係を基b としながらも、自らのオリPナリティ をUV性 の± い形で¤@ する「• め」にB つ

ような関\りによって 関係をe めていたと解Ë されていた。 

 上記の研究Õ にPÆ する特¯ は "NY のあるM 'もと 関\る YZ者 を’象 とし、45 とし

て^能 するQ ではなく、YZ者 がすでに行なってしまっているYZ においてy ×体z がM.

/的 に¤@ しているQ をß究 していることである。しかし、+GF4/GF0（'(#= ）や7代（ '(#O）

がYZ者 の経験“w やy ×体z をß究 しているのに’ し、=（ '('%h!'('? ）ではさらにYZ

者のy ×体z にf! したQ性の¤@ が可能になるxy として^能 する、YZ者 がF み• c「 世

界（a-70）」（ハイデàー <!#$'=j'(#%）をß究 することで、そのxy を明らかにしているとい

う!¹ がある。 

 

T ' U r™ 2bo( #

 0ö では "NY ˜E に8点 を9 てた現象学的研究を概„ し、「"NY のあるM 'もの 現象学」、

「"NY のあるM 'もとの 関係の現象学」、そして「"NY のあるM 'もに 関\る YZ者 の現象

学」のp² をÂ た。 

 ここから0研究 は以下の二つを提起する。一つは、「"NY のあるM 'もに 関\る YZ者 の

現象学」が "NY のあるM 'も と関\る YZ者 に’ してより+, な示ö をÜ えるという¼N

である。 

まず「"NY のあるM 'もの 現象学」と「"NY のあるM 'もとの 関係の現象学」にPÆ す

るƒ„ は、「なœ "NY のあるM 'もに 関\る YZ者 は.R をŒえるのか」という問いを提起

し、それに’ する4 えを提Ž することをÆじて "NY のあるM 'もに ’ する× ましい˜E的

N きかけ――（研究者がそれを× ”だが'うかを 問\ず） YZ者 にとって45 として^能 す

るQ を提Þ することであった。 

これに’ し「"NY のあるM 'もに 関\る YZ者 の現象学」では、「なœÆú は関\ること

が.R とされる "NY のあるM 'もに ’ して、あるYZ者 は関\ることができているのか」

がß究 され、YZ者 が( に¤@ しているy ×体z に基‰いたQ を学Ûことが 目d されていた。 

0研究 ではこうしたy ×体z に基‰いたQ が "NY のあるM 'も と関\る YZ者 に’ して

より+, な示ö をÜ えるとÙ える。なœなら、.%HÆ.R な他者との•ミュÜケーシøン

はYZ者自× もはっきりと自ŒできないままにM./的 に成B している¼¢ が多く（k• I  

'(#O）、œずしも「× ましい˜E的N きかけ」という./的 なN きかけはœ, ではないとÙ

えられるからである 

 もう一つは、ハイデàー に|} した研究の+,性 である。「"NY のあるM 'もに 関\る Y

Z者 の現象学」において、フッサールやüルロ \ Oンティに|} して "NY のあるM 'もと 関

\ることができる YZ者 のy ×体z にf! したQ性をß究 する研究Õ と、ハイデàー に|}

してdì0 らのy ×体z にf! したQ性とそのxy をß究 する研究Õ があった。ここで、"NY
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のあるM 'もに ’ するçÞ的 なl一 の˜E的N きかけは存在—ず、目のMのM 'もの Y£

に¢ \—た ˜E的N きかけをÙÞ するœ, があるとdg されている（P;56!-0!G7><! '(#'）こ

とは+, な.ˆ をa つ。つまりYZ者 にとっては、あるYZ者 が'のようなy ×体z にf!

したQ性を¤@ したのかをQ ることのみならず、そうしたy ×体z にf! したQ性の¤@ が

なœ可能となったのかというxy をQ ることが、目のMの " NYのあるM 'もの 多à なY£

に} じた˜E的N きかけをÙÞ する上でより有¿ であるとÙ えられる。 

上記の二点をV まえ、0研究 では "NY のあるM 'も に関\る • に¤@ された、ある特‡

«•学A˜B のy ×体z にf! したQ性とそのxy としての世界を、ハイデàー の現象学に

基‰いてß究 することを目的とした。 

これまでのs行研究 のr理 を示したのが表­ である。 

!

" ! # ! ! "#$ $% & '() &*+, !

+ ,- + ./ + 01234/5- + 6789 + :;<=>? +

"#$ =@3 +

ABC=4/5 +

DE + "#$ =@3ABC + FGHIJ + KLMN + OPQRSTU23V +

WX + "#$ =@3ABC + YZ[\] + ^_ + OPQRSTU23V +

`a + "#$ =@3ABC + %Jb cd#"[ + efgh + OPQRSTU23V +

"#$ =@3 +

ABCQ= +

ij=4/5 +

kl(mn + "#$ =@3ABCQ

op=ij +

%Jb cd#"[ + q8rs +

(qfgs +

OPQRSTU23V +

"#$ =@3 +

ABCtiu3

:;-=4/5 +

vwxyzwx{+ :;-|}~• + FGHIJ + KLMN + :;-=efght +

€•R‚Vs +

Eƒ + :;-|„…†• + %Jb cd#"[ + efgh + :;-=efght +

€•R‚Vs +

‡ + :;-|}~• + ˆ‰Š‹I + Œ• + :;-=efght +

€•R‚VsQ +

Ž=•• +

!

'>#š›œ. #

#

T " U š›•žŸ o š›•ž˜ #

k 特‡«•学A （以下、K有€n は$ てY±） の中´¢¬任 のCDs{ に研究ø™ をいた

だいた。k特‡«•学A はM 'もを 中‚ に—いた˜EYZ を大o にしている。ある年のYZ

ÁÂ会 における「M 'もたちが 大s しくlb に(] していたら、cしろ 私はÓ! になる。M

'もたちにはしっかりと 自€ のやりたいことを¼N して私たちにÛつかってきてÑしい。」

という¤言 はその象¯ である。 

研究ø™者 の#2 にあたっては、k特‡«•学A の8A長 と研究¼任を= める˜2 の[
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者に^Z者 の研究関‚ をÊ えø議 を+ yた。その SÞ、 "NY のある{· であったカナさ”

との関\りが °象的 だった、̃2j・研究YIA へのo= がP に^一年 のCDs{ をp‰ し

ていただいた。その後、̂ Z者 からもCDs{ に研究関‚ をÊ え、研究ø™ をnq していた

だいた。CDs{ はè^代 の0性 で、Ä^代 で˜2 になるまでは民÷Eb で@= の)@ をさ

れていたが、その後˜2ë" をbÂ したという経j をa つ。k特‡«•学A へは˜2ë" を

bÂ してす^に 着任された。 

CDs{ がカナさ”の ¬任 をしたのは、CDs{ がk特‡«•学A に着任してr年目、 カ

ナさ”が 中学š年{ のI であった。9I のカナさ”は、 一つの活í を始めるとなかなか自€

で†o りをつけて4 えることができない、sG以M にあったt なことを%いŽ して他の{

· をu ってしまうな'の _題 があった。しかし、自€ がt だと%う活í には自€ の.% をは

っきりと表明して(] しない、自€ のà きな世界を表現することはできるな'、 自€ のø を

しっかりもった{· であったという。 

 

（! ） ¡  

 インÄîュー は '(dd 年 KG と '(dd v #年 ' G にオンライン形„ でYI した。第一N では

「°象 にÁ っている "NY のある{· との関\りについて 自k に9 ってください」な'を é

問のw% とし@例やそのI に{ じたÝ€ について9 っていただいた。第二N はCDs{ に

^Z者 の解Ë を•‚ していただきながらインÄîュー を行った。インÄîュー は$ て"T

され、x9記" が作成された。I÷ は第一N がÆ一I÷、第二N がÆ二I÷ であった。 

 

（&）š›œ.n o 67œ. #

『存在とI÷』 においてハイデàー（ #$'=j'(#% ）は、YZ者 のHú的 に¤@ される«能

はYZ者 の存在のð にú に( にœめ• まれていると述eている 。これは、yz した大{ がハ

ンマーをÛ¡ する• にÛ¡ の›法 についてあれこれy> することなく、$的 にÛ いこなし

ているØ をイüーP すると\かりやすいだろう。  

ドレイファス（#$$#j'((( ）はこうしたハイデàー の%想を¤U的 に継n し、YZ者 の«

能をß究 する現象学を提¦ した。ここで+,â されるのが、表象を経ないYZ者 の$的 な行

¾、あるいは¨§ として¤@ される「Ô るÕ い（]FG.09.-1）」としてのYZ と、それを可能に

するxy としての「世界」である。つまり、「現存在（YG1G94）」はÔ るÕ いを可能にするx

y としての世界にF み• ”でいる「 世界ð存在（ H4W;-FWa-70WN-94）」であり、YZ者 の«能 を

ß究 するためにはdì0 らのF み• c 世界の“w を明るみにŽ すeきだと Ù えたのである

（HC9;>）。 

現存在であるYZ者 は、ú に( に自らの存在を解Ë しR示 しているため、dì0 らの世界

の“w は例えばYZ者 の9 りのうちにú に( に現れている。しかしそれは|”やりとした

「M存在論な存在5解」であるため、解Ë をÆじてそれらを明るみにŽ すœ, がある（HC9;>）。 

0研究 ではこうした解Ë の•、以下 の二つに|} して€• を行った。一つめは、「‹©
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（c-A8）」である。ハイデàー によれば‹© とは「•á をするための• か」であり、そうい

ったàá な形での「•á をするための• か」がまとまって、一つの「‹©B て$体」 を“成

する（ハイデàー <!#$'=j'(#%e!$O）。そしてその‹©B て$体 は• らかの「~}（ +-DG4;0491）」

に~ まる世界を“成 しており、現存在は‹© のÛ¡ にyD する中でその世界へ(ª してい

く。つまり、現存在が'のような ‹© と、'のように「 p•（ k68G48）」しているのかを€

• することで、その現存在の在り› にõz することができるのである。例えばハンマーは

「ÅÆ をÿ ^」という ~} に~ まる世界の一つの‹© として存在しており、大{ はそれをよ

'みなく Û¡ する中で自らがF み• ”でいる 世界をR示 している（HC9;>e!#''）。 

よくQ られているように "NY のあるM 'もは 特2 のŠÉ―― ‹© へ強い^着 をa つ。そ

のため、"NY ˜E において+, なàú をÞ たす‹© を現象学的にÙÛ することは、特‡«

•学A˜B の«能 をß究 する上でも有¡ であるとÙ えられる。 

二つめは現存在が¡ く「Ý€（ N0966A48）」である。ハイデàー（ #$'=j'(#% ）は、Ý€ こ

そが現存在の世界の“w をR示 すると述eる。それは Ý€ が、「‚/ や.志 にsB ち、また

それらがR示 しうる5§ をš えて」、「Ý がつけば自€ は'うこうである」という f源的 な形

でその現存在の世界をR示 するからである（HC9;>e! '(?）。例えば、大{ が'のような 木E や

ハンマーをMにすると上^tìÓ^t になるかは、大{ にとってそれらが'のような 存在

であるか、また自€ はそうした‹©B て$体 の中に'のように @—‰いているのかといっ

たことを自ずと明らかにする。 

‹© への着目は=（ '('? ）においてxy| しており、=（ '('% ）においてもlb をP に作

るア&Äー として言• されているものの、˜B の世界をR示 するものとしてはý \れてい

ない。さらにÝ€ は=（ '('%h!'('? ）においてÑと”' 言• されていない。そのため、‹©

やÝ€ に着目して˜B の世界をR示 しようとする0研究 の“ みは、=（ '('%h!'('? ）とは‡

のqã から˜B の世界をß究 することで、"N Y のあるM 'もと 関\る ˜B の世界を多X的

に• くことを可能にするだろう。 

©体的 な€•›法 については、ドレイファスの現象学をã.ñò における経験的な研究

で¤U さ—たòナー（ #$$?j'((K ）を(Ù に以下のように行った。まずG9 の$体的 な理解

のために$ てのインÄîューテKスト を読み• ”だ。そしてより € しい解Ë のためにある

話題――後述するCDs{ とカナさ”の 関係がe まっていくプロ%スを# • Ž して8点 を

9 てた。Ý後 に、‹© やÝ€ を• がかりに¢€的 なテKスト から$体的 なテKスト を行き²

し、¾か•かがってきた テーマをもとにCDs{ の世界を解Ë した。また解Ë は第二N のイ

ンÄîュー でCDs{ とP にÁÂ することでそのÞ9性 を高めることを目d した。 

0研究 はk特‡«•学A に0— されている^関ð•,12会 において…理がÁÂ されn

‚ された（n‚‚.ÿ #'K）。ここでは研究ø™者 と@例にw¼ する{· のƒ€性 を- つこと、

いつでも研究を中f できることが•‚ された。CDs{ に´X と%) で0研究 の目的と»

sæ¼-. について¶明 し、それœれ6. をÂ た。 
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%> ¢£ #

#

 CDs{ が'のように カナさ”に 関\っていったかに 8点 を9 てて€• を行った。©体

的には、CDs{ とカナさ”の 関係がe まっていくプロ%スにo目 した。なœならCDs{

が'のように カナさ”と 関係をe めていこうとしているのか、また関係がe まるとは'の

ようなことであると感じているのかをß究 することが、CDs{ のy × 体z にf! したQ性

とそのxy としての世界を明るみにŽ す上で+, なâ点 を提r したからである。 

SÞ として„ カナさ”から x中 を向けられている…†…、„ カナさ”に Å き¢ っている…

†…、 そして„ カナさ”と 一† に/w する…†… がテーマとして¾か• 上がってきた（この

ようにテーマは„…で 表記する）。] えて9 りð の（）は^Z者 による¢£ を、（KKK）はk

Ž を、ôとõは インÄîュー が行\れた N を· i» は^Z者 の強mをそれœれ.ˆ する。 

 

（" ）¤¥P ¦§`a ¨h X 0 €ac©•S ª«¬ #

 CDs{ がカナさ”と 関\り 始めた9(、 CDs{ はカナさ”が 自€ をó c ˜B たちに

「x中 を向け」ていたと9 る。 

 

（;<= のある{· は）自€ のà きなことを、あ”まり s と一† にやろうっていう“ えが

なかなかないMが多いかなってすGく %う”ですよy。 （KKK） 

後ろにs{ が² ると、自€ が*‡ し”でること ˆ‰ される”じŠないかっていう 感じで

x中 を向けられるっていう。なかなかスÄート から一† にやりまし‹うっていうのは R し

いっていうか。s は自€ のことを、自€ の世界をˆ‰ する存在になってると%ってるMが

多い”じŠないかな。 （9 り #）ô  

 

¤D‚理学 において QYのM 'もは「 自€ のà きなこと」を他者とP有 しようとする「P

6o.（ q5940!"00-40954）」がŒJ3 から見られ、これにより自€―他者 ―’象 のš¬関係 が

成B することがQ られている（Q56G1-775!-0!G7><!'((L）。こうしたš¬関係 において、M 'も

は’象 とのやりb りに¥ じることなく大s とも’象 をP有 する中でâp がp \っている ì

£ であるとr理 できよう。 

これに’ し、"NY のあるM 'もは P6o. の理解と³Ž にp« があることがQ られてい

る（‡æ I  '((# ）。つまり、"NY のあるM 'もは、 他者とâp がp \ることに ŒT を感じる

ことが多いため（•上 <!'((O）、’X する’象 とÕõ のやりb りのみを行う自€―’象 に¥ じ

た二¬関係 の世界を{ きることをà cのである。 カナさ”の「 自€ のà きなことを、あ”ま

りs と一† にやろうっていう“ えがなかなかない」àM も、カナさ”が 二¬関係 の世界を{

きることをà cために { じているとÙ えられる。つまり、「x中 を向けられる」ì£ とは、

カナさ”が 自€ と’象 のみの¥ じられた世界で{ きようとする• にCDs{ が感じるもの

であるとÙ えられる。 
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õˆe いのはこの…† においてCDs{ が「—っかくs とs がŽ会 った”だから 一† に

X• いことやりたいのに、d5 されているみたいでŽ い」（9 り #>#）õという Ý€ を¡ い

たことである。では、CDs{ の¡ いた「Ž い」というÝ€ は'のように CDs{ の世界を

R示 しているのだろうか。 

"NY ˜E では、"NY のあるM 'もの 能™のîa に8点 を9 ててそれを¢• しようと、d

ì0 らをF体 とみなすYZ が多いことがdg されてきた（X544<!'(#O）。これに’ し、CDs

{ の「s とs がŽ会 った”だから 一† にX• いことをやりたい」という¤言 は、CDs{ が

カナさ”を F体 ではなく、「一† にX• いこと」をする¼体であるとH えている点に特¯ が

ある。それはCDs{ の「（私とカナさ”は） ˜B とM 'もだけれ'も、やっ<り òース っ

ていうか、0²`á そこにあるのはs とs な”だよy。」（ 9 り #>'）õという ¤言 にもP著

に現れている。つまり、CDs{ はカナさ”を F体 ではなく、「s」 という¼体としてH え

ている世界にF み• ”でおり、だからこそ âp がp \らず、 自€ がカナさ”の 世界からH8

されたことを「Ž い」と感じたのだとÙ えられる。 

またCDs{ は、カナさ”が 自€ のことを「自€ が*‡ し”でること」·あるいは「 自€

の世界」を「ˆ‰ する存在」としてH えていると感じている。このようにCDs{ はカナさ

”の 世界からH8 されていても、カナさ”の æí を÷×体的 に¯‘ している（t^・_` I 

'((L ）、あるいはしようとしているように%\れる。そしてこうした カナさ”の æí の÷×

体的な¯‘ は、次v以降 の関係にe く関\っている。  

 

（! ）¤¥P ¦§) ­ E ® ¯©•S ª«¬  

カナさ”の æí の÷×体的¯‘ を志向するCDs{ は、カナさ”との「 •?感」 を‘ めた

い、あるいは「関係をつくりたい」とÙ え、「•à きな”だ •à きな”だ」と カナさ”の à

きなものの「リサーチ」をはじめる。 

 

'うやったら（ カナさ”との） •?感 が‘ まるかなっていうところでは、とこと” d0

がà きなものは• かなっていうのが、リサーチするっていう感じで。（KKK） 

私も関係をつくりたいからっていうことで、d0 のà きなことをいっ<いいっ<い、 一

† にやろうやろう、やっていきたいってやっていく\けな”ですけ'。（ 9 り ' ）ô  

 

 「リサーチ」は、「そのMが* すGい ’中 になってるそれって、'”な 世界な”だろうっ

ていうことへのõˆ」（9 り ' >#）õによって 始まる。つまり、ここでCDs{ は、カナさ”

がF み• ”でいる 世界を、カナさ”の「 à きなもの」に8点 を9 てることで理解しようとし

ている。 

 ここでo目 すeきは、CDs{ のカナさ”の 世界に’ する理解が、Ä に表象的なものにと

'まっていないことである。そこで 行\れていたのは、「 d0 のà きなことをいっ<いいっ

<い 、一† にやろうやろう」とÃ りT しのリŽQ で9 られるように、カナさ”の「 à きなこ
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と」とCDs{自× もやることで[者 のy ×体z のリŽQ を6m さ—（7代 <!'(#O）、カナさ

”の æí を÷×体的 に¯‘ する形でなされる世界のP有 である。 

こうしたやりとりをÆじ、CDs{ はカナさ”が “0 を作ることがà きであることにÝ

がつき、それを一† にやるようになっていった。 

 

カナさ” と私は、“ を• きながらお話、ストーリー作りをするようになった” ですけ'、

そこでいつもŽ¤ はš” のMü の話だったりとか、そこから始まってÝ後 こういう4 \り

› をするというのがいつもÒ まってる”です 。（9 り %）ô  

 

こうして、CDs{ とカナさ”は 始まりと4 \りが Ò まっている一2µã2形| された

“0 を作るというYZ（以下、2形 の“0作 りYZ） を•ã もÃ りT すことになった。それ

はこの• い9 りの中で「いつも」が二N もÃ りT されていることからも–÷見 えるように、

あるÉ のú6的 な――=（ '('? ）の@例にも現れていたÔ| の( ない—# のようにI÷ が½

れていたことがA• される。このようにカナさ”の à きなことをCDs{ も一† になって

Ã りT し行うようになった…† を„ カナさ”に Å き¢ っている…†…と€Å けよう。そして、

2形 の“0作 りYZ を•ã もÃ りT すうちに、CDs{ はカナさ”が w¼sG の› にÔ|

をa た—ていることにÝ がついた。 

 

d0 はもともとあるòース のストーリーを˜ いながら、（KLラ&Äー の› を）自€ のà

きな› にしていていったりする”ですよy。（ KKK）ストーリーに˜ いながらd0 はd0 な

りのアレンP を] えて、˜プロン を着—るとか、自€ のà みのIí を着—るとかっていう

ことをやってる”だなって。（ 9 り ?）õ  

 

 CDs{ はカナさ”が “0 にw¼ するKLラ&Äー に「自€ のà きな›」 や「自€ のà み

のIí」 を着—ていることにÝ ‰く中で、カナさ”の F み• ”でいる 世界を、ŠÉ を¾りに

理解しようとしている。よくQ られているようにハイデàー（ #$K(j'((O ）は、例えば­™

のš といった、d にg! みe い‹© を解Ë することでd の世界をR示 することができると

述eた。「 š という‹© の› き広げられたðW の– いR%¢ からは、œN の‘ みのŽ•」´

が示されており、つまるところ「この‹© をÐ いているのは、P き言を言\ずに Mンの•-

をÞ ずることであり、.R をまたもo り¥ けた言o にならないø •」（ HC9;>e!?'W?%）である

というように。CDs{ も6à に、カナさ”に g! みe い‹©――“0 にw¼ するKLラ&

Äー の「›」 や「Ií」 をÆじて、d0 の世界を理解しようとしていることが\かる。  

こうしてCDs{ はカナさ”の 世界を理解し、2形 の“0作 りYZ をÃ りT し; けてい

った。そしてそれはCDs{ にx中 を向けていたカナさ”の 中に「（CDs{ は）自€ の世

界を大@にしてくれてる”だなっていう ‘¾感 」（9 り ?>#）õを ï成 していく。しかしCD

s{ はカナさ”と 2形 の“0作 りYZ をしていくだけの関係に次第に「つま”ない」という
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Ý€ をŒえるようになっていった。 

 

（カナさ”と 2形 の“0作 りYZ をしているだけだと）なかなかもう一‘V み• めてな

いような感じが。Å き¢ ってる感っていうのが、自€ をF„的 に見てÅ き¢ ってる感を感

じてる”だろうなと %います。（KKK） 

d0 の作る世界にÅ き¢ う、それもX• ”だけれ'も、 • かã う世界も作りたいなと%

って、• でし‹う、 私がそこでもう、そこにと'まってるのがつま”ないなっていうか。

（9 り L）ô  

 

 カナさ”の à きなことに「Å き¢ ってる」I、CDs{ は「自€ をF„的 に見て」しまっ

ているì£ である。このI、CDs{ はカナさ”とのやり b りにžª できておらず「一‘V

みこめてない」と感じ、このような関係に「つま”ない」という Ý€ を¡ くようになる。 

ここではCDs{ の¡ いた「つま”ない」という Ý€ は'のように CDs{ の世界をR示

しているのかを見ていこう。まず„ カナさ”に Å き¢ っている…†… において、CDs{ は

カナさ”の à きな’象 をP有 している。そのためここにおいてカナさ”は、 ’象 と自€ のみ

が存在する二¬関係 の世界からは¥ けŽ しているとÙ えられる。 

しかし、この…† ではCDs{ とカナさ”と âp はp \っておらず š¬関係 は成B して

いない。なœなら、âp がp \るためには CDs{ がカナさ”に ’ して他者として現Mして

いなければならないにもかか\らず、 CDs{ は「d0 の作る世界にÅ き¢ う」だけで、カ

ナさ”に ’ する他者としてはY存 していないからである。 

このように„ カナさ”に Å き¢ っている…†… において、CDs{ は他者ではなく、cし

ろカナさ”の「 作る世界」を“成 する一¢―― カナさ”の “0 を作るという~} に~ まる世

界を—Ÿ に成B さ—るための‹© のように現Mしている。このようにCDs{ はカナさ”

の「作る世界にÅ き¢ う」のみならず「s とs」（9 り #>#）としてカナさ”に ’ して他者と

して現MしながらP に「ã う世界」を作りたかったにもかか\らず、 s と‹© であるような

関係に「と'まっている」 ìí に’ して「つま”ない」という Ý€ をŒえたのだとÙ えられ

る。 

 以上より、„ カナさ”に Å き¢ っている…†… において、カナさ”は ’象 と自€ のみの二

¬関係 の世界からは¥ けŽ しているものの、CDs{ が他者ではなく‹© のように現Mし

ているì£、 い\ば Ó?$ なš¬関係 の世界を{ きているとr理 できよう。 

 

（&）¤¥P ¦§o l° ) ±² ]S ª«¬  

 そして、„ カナさ”に Å き¢ っている…†… を「つま”ない」と 感じたCDs{ は、次第

に2形 の“0作 りYZ に「バリ˜ーシøン」 をª れていくようになっていった。 
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つま”なくなるから、 私も一† にもっとはじけたいみたいなところになって、バリ˜ー

シøン をª れていく”ですよy。 （KKK） 

いつもならこういう話のUR をしてっていうときに、このs はこういうレースのÅ いた

¬ラウス を着ていた”ですとかっていうところを、 •c と•c と•c のチェッ& のシLï

を着ていましたみたいな感じで、これはカナさ”が à きだろうなって%うc とかそれを#

•ながらな”ですけ'、ち‹っと Ž っかけてみるっていうか、提Þ してみるっていうか、

新しいものをち‹こっと ª れてみる”ですよy。 （9 り K）ô  

 

 CDs{ の「つま”ない」 ìí を…R する¹^ になるのが、CDs{ がカナさ”に「 カナ

さ”が à きだろう」と%う「新しいもの」を「Ž っかけてみる」という行¾である。これは

CDs{ が自€自× の世界をカナさ”へと Ï げŽ すことを.ˆ する。そしてここで9 られ

た「Ž っかけてみる」という行¾――あるいはハイデàー（ '(#%S#$'=）の¡9 で言えば「Ï

f（ *40DAFI）」することの特¯ は、!2 したìí からÓ!2 なìí へと自らをÏ げŽ すこと

である。CDs{ がカナさ”に ’ して‹© のように在るI、CDs{ はカナさ”の 世界の中

で!2 している。しかし、こうしたs と‹© の関係は· CDs{ が理想とする「s とs」（9

り #>#）の関係が成B していない。ここでCDs{ は自らをカナさ”のやりたいことを   え

るだけでの‹© ではなく、「s」 としてカナさ”に âp を向ける。それはカナさ”の 世界に

Å き¢ うだけでなく、「自€ のà きなものもa ちù る感じ」（9 り K>#）õで、 カナさ”に ’

して他者として現Mするように関\ることである。もちろ”、 次の9 りに見られるようにC

Ds{ のÏf はカナさ”に「 受けª れる¼¢、受 けª れない¼¢ がある」（9 り =）。こうし

たÓ•Y性 を¡ cため、 CDs{ は「Ž っかけてみる」というÓ!2 なìí を想起さ—る表

現で9 ったとÙ えられる。 

さらに、「Ž っかけてみる」という9 りのM後には「ち‹っと Ž っかけてみる」、あるいは

「新しいものをち‹こっと ª れてみる」というように、( ないµã を表す8n がL —てÛ \

れていることにもo目 したい。ここからは、CDs{ がÏf の• に、自€自× の世界をなる

eく UV性 の± い形で¤@ する（= I '('? ）ように――例えば「カナさ”が à きだろうなっ

て%うc」 を提Þ するという形で‚ がけていることが読みb れる。 

 そして、このようにCDs{ がバリ˜ーシøン をª れていくと、これまでになかった“ や

ストーリーがŽ てくることがあった。ここでCDs{ はカナさ” と関係がe まったと感じ

「ð&ð&」 したという。 
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バリ˜ーシøン をª れたI にカナさ” もいつもとã う、自€ のおÝ にª りの› だったの

にいつもとã うアレンP をª れられても、それをいった” Z く¢ をa てるっていうかZ い

てくれて、X• いと%ったらそのままd0 はつないでいってくれる。その話をZ きながら、

なるÑ'っていう 感じのまなüしをしながら 、自€ のà きなc に、そのチェッ& のシLï

のc を£ っていったりして。いったらいつもとã う“ になっていく”ですよy。 （KKK） 

受けª れる¼¢、受 けª れない¼¢ がある” ですけ'、それをお × いが[› からŽ っか

け¢ いながら、新しい“ とかストーリーができてくるっていうのがすGい X• かった”で

す、私自×。 ð&ð& するというか。（KKK）そういう活í が二s の÷ に{ まれたなってい

うときに、関係がe まった”だなって。（9 り =）ô  

 

 ここではCDs{ とカナさ” が、× いのà きなもの、X• いと%うものを「[› からŽ っ

かけ¢ い」、[者 がÖ×作¡ を起こすことで、これまでなかった「新しい“ とかストーリー」

が{ まれることが9 られている。このように、カナさ”と CDs{ が一† に新たな作ã を{

みŽ す…† を„ カナさ”と 一† に/w する…†… と€ ‰ける。CDs{ はこの…† において

「ð&ð&」 したと述eており、Mv のような自€ をF„的 に見て一‘ï いているì£ では

なく、このYZ にžª していたことが\かる。  

 ここで「ð&ð&」 というÝa ちが{ じたのは、ここにおいてš¬関係 が成B し、CDs

{ とカナさ”の âp がp \ったためだと Ù えらえる。なœならカナさ”は “0 という’象

とのやりb りのみならず、他者として現MしたCDs{ の世界――「バリ˜ーシøン」 を「な

るÑ'」と 受けª れ、それを「つないで」「いつもとã う“」 をUR しているからである。

ここでカナさ”は、 ’象 とやりb りしながら、それに¥ じることなく他者とも’象 をP有 し

ているì£、 すな\ち âp がp \っている ì£ である。 

つまり、„ カナさ”と 一† に/w する…†… において、CDs{ がカナさ”に ’ して他者

として現Mしつつも“0 という’象 をP有 しながらâp がp \っているのである。ここに

おいてCDs{ が目d していた「s とs」（9 り #>#）の関係がY現 され、「ð&ð&」 とい

うÝ€ が{起 したとr理 できよう。 

 

?>#•³ #

#

SÞ は以下のようにまとめられる。CDs{ とŽ会 った¤ のカナさ” は、̃B にx中 を向

け、’象 と自€ のみが存在する二¬関係 の世界を{ きていた。そのためCDs{ はカナさ”

の世界からH8 され「Ž い」と感じていた（„ カナさ”から 世界を向けられている…†…）。

ここでCDs{ は、カナさ”に ‘¾ してもらうためにカナさ”の 世界にÅ き¢ う。しかしこ

の…† のCDs{ はカナさ”に ’ して‹© のように在るため、「つま”ない」という 感æを

¡ く（„ カナさ”に Å き¢ っている…†…）。 そこでのCDs{ はカナさ”に 他者として現M

しておらず、š¬関係 はÓ?$ なものとなっている。そのためCDs{ はカナさ”の 世界に
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Å き¢ いつつ、自らの世界をÏf しバリ˜ーシøン をŽ すようになる。そして、そのバリ˜

ーシøン がカナさ”に 受けª れられたI、[者 の÷ にこれまでなかった新しい作ã が/w

され、CDs{ は「ð&ð&」 する（„ カナさ”と 一† に/w する…†…）。以上 をまとめた

のが表§ である。 

!

"- ! ./&012 !

関係のeまり  š¬関係  CDs{のÝ€  カナさ”に’する

CDs{の在り›  

„カナさ”からx中を

向けられている…†…  

Ó成B  

（二¬関係）  

Žい  H8  

„カナさ”に  

Åき¢っている…†…  

Ó?$に成B  

（他者のÓ在） 

つま”ない  

 

‹©的  

„カナさ”と一†に  

/wする…†…  

成B  ð&ð&  他者としてÏf  

!

 まずCDs{ は、CDs{自× とカナさ”を「 s とs」 という¼体6m としてH えた上で

「一† にX• いこと」をすること（9 り bKb）、©体的 には[者 がÖ×作¡ を起こす中でこ

れまでなかった新しい作ã を作ることを志向する世界にF み• ”でいると Ù えられる。こ

れは「"NY のあるM 'もの 現象学」とÏÆ することでその特¯ を•B た—ることができる。

CDs{ も「"NY のあるM 'もの 現象学」と6à、 カナさ”のことを「 リサーチ」し（9 り

' ）、理解しようとしている点ではPÆ している。しかし、その理解のß究 は、例えばカナさ

”の 経験“w やy ×体z がいかに QYのM 'もと ã い、そしてそれに} じて'のように 関\

ればよいかという形でí^ ‰けられてはいなかった。CDs{ はカナさ”の「 à きなもの」

（9 り ' ）に8点 を9 て、カナさ”の「 à きなもの」（9 り ' ）と「自€ のà きなもの」（9

り K>#）のÖ×作¡ を起こし、これまでになかった新しい作ã を作ることをí^ としてカナ

さ”を 理解しようと関\っていた。  

 さらにこうした関\りを Y現 さ—るため、CDs{ はカナさ”の 世界を理解する• や、自

らの世界をカナさ”に Ïf する• に、‹© を’‰ として関\るようにy ×体z にf! したQ

性を¤@ していた（9 り ?）。これまでÆú˜E のみならず "NY ˜E においても’話 の+,

性がdg されてきた（X544<!'(#O）が、CDs{ はカナさ”と 言9YZ に|} する’話 をす

ることなくd0 を理解しようとする特¯ があった。つまり、0@例 からは、他者とâp がp

\ることが •• な "NY のある{· に’ して、言9YZ に|} する’話 にÉ らない形で "NY

のある{· を理解することが+, であることが示ö されている。さらに、こうした理解をÆ

じてカナさ”との ‘¾関係 を作ったCDs{ は、自らの世界をÏf する• に、いつもとã う

「バリ˜ーシøン」 の› を提Þ するというように、‹© を’‰ とすることでカナさ”と Õõ

âp がp \ることなく Ö×作¡ を成B さ—ている（9 り =）。つまり、„ カナさ”と 一† に/



⾃閉症スペクトラム症のある⼦どもと関わる特別⽀援学校教師の現象学 
―「世界」、「道具」、「気分」に着⽬して― 

 66 

w する…†…におけるš¬関係 は、‹© を‰しCDs{ のâp の強ã をG めたことにより成

B したとÙ えられる（9 り =）。 

ここからCDs{ のy ×体z は、âp がp \ることが •• なカナさ”に ’ し、それでも他

者として現Mした上でÖ×作¡ を行うという¥¦ を、‹© を‰することで解Ò していたと

r理 できよう。これらは「"NY のあるM 'もとの 関係の現象学」とのÏÆ することでその

特¯ がP著 になる。つまり_ （̀ '((L ）では大s―M 'もの 二¬関係 における÷¼„的 な理

解がMy| していたのに’ し、CDs{ はここに‹© という’象 を‰したš¬関係 におい

てカナさ”を 理解し、Ö×作¡ を成B さ—ていたのである。 

以上によりCDs{ は、カナさ”と Ö×作¡ を起こして新しいYZ を{ みŽ すことを志

向する世界にF み• ”でおり、また ‹© を‰してそれを成B さ—るようにy ×体z にf! し

たQ性を¤@ していたとまとめることができる。ただし、‹© を‰してカナさ”との Ö×作

¡ の中で新しいYZ を{ みŽ すというy ×体z にf! したQ性は、（‹©―― ŠÉ が "NY の

あるM 'もに ’ する˜E において+, だというM提はありつつも）“0 がà きなカナさ”

がÖ• だからこそ¤@ されたと解Ë すeきだろう。cしろ CDs{ のYZ を« えるxy は、

Ö×作¡ を起こして新しいYZ を{ みŽ すことを志向する世界にF み• ”でいることでい

ることであり、それをY現 するための一つの現れとして‹© を‰してÖ×作¡ を成B さ—

るようなy ×体z があったとÙ えられる。そのため、カナさ” 以8 の "NY のある{· に’

してはまた¹ なるy ×体z にf! したQ性を¤@ したことが³• される。 

このように0研究 では、"NY のあるM 'もと 関\る YZ者 の現象学の中でも、経験“w

やy ×体z を’象 として• が˜E的N きかけとして有¡ なのかというSÞ を明らかにするの

みならず、そうしたy ×体z にf! したQ性の¤@ がなœ可能となったのかというxy を、

‹© やÝ€ といったこれまで8点| されてこなかったWX から明らかにした点に新4性 が

‚ められるだろう。 

 

´µ #

#

 インÄîュー にP くø™ してくださったCDs{ をはじめ、いつもあたたかくy えてく

ださったk特‡«•学A のs{› やJj・{· の)à、 そして-.者 の)à に感:- し上げ

ます。0論/ の^Z にあたっては6§大学 の¨原©ªs{ や6«¡{@大学 のt7o¬n

s{ からG d' やG <言 をいただきました。またH0現象学・社会@学会 第Ä^ N大会 や第

一è­ N7+YZ の現象学研究会での¤表 の^会 から多くを学•ました。 09 にありがと

うGüいました。 Ý後 に、0研究 は公¿²µ法s®進会 の<成 を受けてY現 しました。+ y

てお,- し上げます。 

 

­¶ #

#
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0論/ は6§大学大学ms÷¤D#$学研究@ に提Ž した¯m論/（:n è 年ã）の一¢

を]Z 修正したものです。 
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エディット・シュタインにおける「心的なものの因果性」の問題!

"" レアールな生状態と生感情の告知"" !

=.0!$4(L*&)!;('!M$0/-%,0-%&!N.>0.*,3O3M!L&,!P:,3%!73&,'6!

=,&!Q&R>':>'+!;('! 4&.*&4!5&L&'0S>03.':!>':!5&L&'0+&1T%*!

!

中¡  ² !

=%6!&%9%(%>%!

!

$% #

 0論/ は、˜ディット・シュÄイン における「‚的 なものの`Þ性」 の概念の@—Å けを

EÁÂ することにある。たとえば、私にsæ としてï き起こされる高³感 や´œ感 のような

「‚的 なì£」 の,` は、'のように H えられるであろうか。シュÄイン は、‚的 なì£ を

レアールな{ì£（{C™） による{感æ のCQ という現象としてH えた。また、その現象

は「`Þ性 」と「í^Å け」との÷ の$界 にある特2 の‚的 なì£ としてÙÛ される。0論

/ では、‚的 なものの`Þ性 の概念を、{ì£ としての「レアールな自Ÿ」のCQ としての

{感æ においてH えÕ すことにする。その• に、テオドール・リップスとアレ&サン¤ー・

プフェン¤ー の感æ論との%想的なõ; をÙÛ することで、リップス学派• • ミュンヘン・

ゲッティンゲン学派が¼に提示した現象学的Y在論 の中に、シュÄイン の現象学を@—‰

けることにする。 

!

&'() #

!

 ˜ディット・シュÄイン （*;90/!N0-94<!#O$#W#$?'）は「‚的 なもの（]1J./91./-1 ）!」の概

念を'のように H えていたのか。シュÄイン は、#$#= 年の¯m論/ である『感æsª の問

題について』（*N\"Ke#$#=）や #$#OW#$'' 年の『‚理学 とU6@学 の哲学的基礎‰けに関す

るùÜ論3』（*N\"Ke#$#OW#$'' 、以下e『ùÜ論3』 ）の第一¢「‚的 なものの`Þ性 r0847'687'!#

>$=8$%6"?"s」において、‚的 なものを「‚的 なものの現Y性（ 21J./91./-!a9FB79./B-90）」とい

う†¥“w にて€• している。その†¥“w とは「 ‚理G理的»体（ 21J./52/J191./- 1!

H4;9@9;AA6）」における「‚（ N--7-）」、「./（ +-DAM01-94）」と「./½（ +-DAM01-9410F56）」、

「{感æ （:-C-418-It/7 ）」と「{ì£ （:-C-41^A10G4;）」を+¥的 にH えたものである。シ

ュÄイン における「‚的 なもの」に関する議論は、フッサールのšc論的„念論 に’ する¿

À的 な見解が示されつつ、フッサール現象学とは‡ のµ½ として見Ž された、リップス学派

• • ミュンヘン・ゲッティンゲン学派が¼にUR した「レアールな‚的 なもの」に関する感

!
! ! 5HÅB$ -¢i0 U ×] ¡©Wm § O$4 6A A8&¤„f% bc (› »jk û¥ ¸¯ª' ¾¿ È ¯

Ú 9§ ëp »jk Ê? ¡ `_ ¸¯0½ ×] ¡©W§ ×Ì È @A 9«¬ •€}c ¸§ B^ ¸º¡«©W
¸¯0 ‘ 6?8%3&Q7,'(-..Mm-..;5(//. ’ ½ !
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æ論からの影響を受けている。特に、テオドール・リップス（Q/-;5F!:9221<!#OL#W#$#?）やア

レ&サン¤ー・ プフェン¤ー （"7-dG4;-F!]I34;-F<!#O=(W#$?#）における感æ論とのõ; は想

2 される。!

0論/ で着目したいのは、シュÄイン が「‚的 なものの`Þ性 "」を“成 する「‚的 なも

の」と「`Þ性」 というð容 の¹ なる二つのá9 をS¢ さ—ており、[者 が'のように ö関

しているのかをº¶ している点である。‚的 なものは「×体 （:-9C）」と「U6 （\-910）」の

÷ に存在する。×体 は「`Þ性（ EGA1G79030）」のö関 によって«配 された自G的世界、U6

は「í^Å け（u509@G0954）」のö関 によって«配 されたU6的世界 に組みª れられており、

‚的 なものは、̀Þ性 とí^Å けのÖ×作¡ のうちに@—‰けられる。0論/ の目的は、シ

ュÄイン が'のように「 ‚的 なものの`Þ性」 を€• したのかを、リップスやプフェン¤ー

の感æ論を•¡ することで明らかにすることである。!

!

, +#·¸¹º» o ¼½¾¿À )>€S B ÁÂ o i5 Ã”22 ÄÅÆ F 2 jk #

!

T " U #Ç£1 o yÈ­ € 2 ÄÅÆ #

`Þ性 とí^Å けの$界p は、シュÄイン が·¸ した『イデーンv』（HR）の中で¼題的に

解明を“ みていることは*Q されている#。それ以Mの『イデーン H』（HHHSH）の第 ?=v のó

o では、`Þ性 とí^Å けの$界p は以下のように記述されている$。!

!

í^Å けというこの現象学上のf0概念 は、純粋な現象学ñò をo り? してb りŽ

すという、『論理学研究』において行\れた @¹ とS • Å いて、Õ ちに私にとって{

じてきたf0概念 であり―しかもそれは、šc的 なY在ñò に関係する`Þ性 とい

う概念と’B するものとして、{ じてきたのだが―、このf0概念 は、Ÿá が例えば

!
" ! U×] ¡©WW CD×m W•€ - Ã /0 ì5#$ { EÌ ¹Ë¢ºk«½ r0 -' 8–:$ÅB"

‘ -..Mm-..; ’ W#$ ¸§' ×] ¡©WW CD× { Á£ bcW èé È rD 9¹ËW• Ì“ ¸º0È¬¡
×] ¡©WÈ }~ Wno { &š ¹Ë ó €Ë¢ª' F -' ×] ¡©WW G” { ð¡] ¢ÈH žŸ] ¡ `
_ W½ôÚ× W¥ - ÌI :iË “P ¹Ë«0 ‘ 6?8%3&Q7,'(-..Mm-..;5(//.’ ½ 78#$ ¸§' ×] ¡©W
WCD× { Á]J_ 9W Ã ëª -¢«Ë yK ¹' Àv'ü|'žŸ'-É WÈ¬¡ ½ôÚ\ 9W ÖI
{ ñw ¹' fµ] 9 fL¤ WyK bc § 2 ª 3 ¹Ë«0 ½ r× -' C–,;6A ‘ -.// ’ W#$ ¸
§' ×] ¡©WW CD× { •–—6& W* B16$B ‚ WlŒM• bc ëp ¹Ë¢ª ' fµ] 9 fL
¤ WyK { }~ - ¥ñ| »jk ×] ¡ ^_ 9W †‡ -È(Ë yK ¹Ë«0 ‘ X,&F8+?7&'(-.//7 ( MT/G’ ½
k¹b-' 78#$ ¸§' ×] ¡©WW ÌI :i{' fµ] È fL¤ 9W ÃÄ ¸ “P ¹Ë«0 ê § Õ
Ò ¸º0½¹b¹' 5HÅB$ ° ×] ¡©W W•€ { ¼WÈ¬- NO ¹kWb' •–—6& ^_M {
¼WÈ¬- P ª [ €kWb-D«Ë§ ·B »jË«¡«½ _z Wì5#$ { Q Ï€Ë' ®\ü ¸§'
5HÅB$ 9 •–—6& W}~ 9 ×] ¡©WW Ì“ W•Rê { S º T ª-¹k¬€¸' 5HÅB$ °
¼WÈ¬-U ƒ"6& ¡ ×] ¡©WW L¤m { yK ¹kWb{ >–+% ^_MU H (H$’$?)–
¤„$)$ MV Wµ]\ { (› /0£9¸ ” cb-/0 ½ â

! ( *B16$ vB§ /B/H p - 5HÅB$ -Èª 'W »jËbc' /B-CT/B-G p - 4$A´ƒ6C # - N i
X °jË' •–—6& WYì /BG- p -È¬Èç NO »j0£9-¡0½ 5HÅB$ §' * Z¢\>B
-¢«Ë * B16$ vB ° d î NO »jË«¡«£9- `U ¹¡°c©' ðyð¯ WÂ[ - <I ¡0 è
é { ¢ €k£9{ z ¹Ë«0 ‘ J)`]M5 (H’ ½ (

" ( J)`]M5(C. TC/:(
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目的の.志 に関して、それが•… の.志 をí^Å けると言うことを可能にするよう

なí^Å け概念を、一«| したものである。（HHHSHe!##'）!

!

`Þ性 とí^Å けの†‡| は以下のように.`Å けられている。̀Þ性 の概念は「šc的

なY在ñò」 に関係している。「Y在性 （,-G79030）」とは、I÷ WJ÷的 かつ`Þ的 な自G や

感Œ的@G のような「@G（F-1SY948）」を.ˆ する%。それに’ して、í^Å けは「純粋な現

象学ñò」 に見Ž される。ここでの純粋な現象学ñò が現象学的_` という•; きを経て見

Ž される./ に「ð在的 な」かつ「Y的 な・レ˜ール な（F--7）」志向性のñò を.ˆ すると

すれば、í^Å けは純粋体験のñò の法則になる。Y• に、『イデーンv』では、í^Å けは

j史的 f /|/w的 な「U6{活 の法則性」（HRe!''( ）と± される「志向性のñò」 をd す

ことで、#$世界 における`Þ性 の法則性とはÕ ちに†‡ される（HRe!''( W''% ）。そして、

体験のí^Å けは`Þ性 を現象学的_` したものである&。!

シュÄイン は、フッサールに6 って、自G@学とU6@学 のñò の$界 を•2 することを

目的としている' 。フッサールが示した`Þ性 とí^Å けの2„| を、シュÄイン はï き継

いでおり、自G@学のñò で`Þ性 というö関 を、U6@学 のñò でí^Å けというö関 を

受けª れている。そのうえで、Ý4的 には、シュÄイン は「`Þ性 とí^Å けのöS

（H4-94G4;-F8F-9I-4）」（*N\"Ke !K?）ないし「`Þ性 とí^Å けのÖ×作¡ （cA1G66-4D9FB-4）」

（*N\"Ke !K$）という‚的 なものの法則性を提示する。!

!

（#）! ./ と‚的 なものの$界p !

シュÄイン は、#$(( 年以Mの¬レンÄーÉ、ミュンスÄーòル&、ナトルプ のような、

経験的‚理学 による「./ と‚ 的なものの26 」を¡ えた研究に|} するÉ りでは、‚ 的な

ものの解明がÓ^€ であることをdg する（*N\"Ke !O）。それに’ して、フッサールが『Ã

ô な学としての哲学』（UURe!#$##）から『イデーン H』において提示した「‚理学 と現象学

の$界p」 の問題を、シュÄイン は高く9ä している（*N\"Ke !$）。そして、さしあたりこ

のI3 にフッサールが¿À的 なØº でb り組”でいた、 ‚理学 における‚的 な現象や‚的

な体験の@—‰けをシュÄイン は受容している（*N\"Ke !$）。『Ãô な学としての哲学』で

は、「./ の自G|」 への¿À を» る議論の• に示されるように、‚的 なものは、経験的.

/ に即して自G のö関 の中に@—‰けられてH えられるような経験‚理学 に基‰いている

（UURe!'' ）。より€– に、フッサールは、『イデーン H』第 L%SL?v の議論において、‚的 な

ものの./ を「‚理G理的 »体」という‚的 なものとG体的なものの二つの世界をm ¼さ—

ることで、?とつの Y在的 なŽ²@ のö関 に組みª れていた（HHHSHe!#(%W#(L）。とはいえ、‚

的なものは、記述‚理学 の“ みでは「./ のÖ関関係」においてH えÕ されており、すeて

!
#( ®\ü ¸§ ' ð¡]`[ { U añ×m'×] ¡ L¤ { U ƒ"6& ¡©W m 9 B^ /0½ (
$( hhhmh5(//-T//D'( X,73+?7$(@?34'(/B;D5(//G:(
%( `,39#(V,KA7?'(]%,FF?3$7"()?%#8,'(-./H5(/-B'(/C-: 
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の‚ 的なものの体験は´’的 な体験の諸ö関 を表すd½ になる（HHHSHe!#(K）。たしかに、シュ

Äイン は、フッサールの研究が./ と‚ 的なもののœG的 な€? に基‰いているÉ りで、現

象学的研究の基礎になることを9ä している（*N\"Ke !O）。とはいえ、( なくともシュÄイ

ンは『ùÜ論3』ë論 の¾尾でフッサールに提言している。!

!

   ところが、もしŸá がすeての
、、、、

@Ö のÖ関関係からÉ˜マ 的な.ˆ での./ を€?

するならば、このことは、f源的 I÷./ についてのフッサール自× の研究によって

÷¿ なくされるようにŸá は%うのである。そして、Ÿá はこれについてフッサール

のn‚ をÂ ることを× ”でいる。（*N\"Ke!## ）!

!

 シュÄイン は、フッサールのšc論的 „念論 による./“w に’ して¿À的 な提言を“

みているといえる。上記のï¡ で示されるのは、おそらくフッサールが『イデーンÀ』で示

した、É˜マ WÉ˜シス の./“w を./ の“成,D にó めるのではなく、cしろ、 f源的

I÷./ を論じる• にもÉ˜シス を./½ にó めているdえに、 É˜マ とÉ˜シス をo り

? すeきであるという 、フッサールに’ する,× に解Ë できる(。!

上記の„点 からもシュÄイン が?$ にフッサールのšc論的現象学 におけるÉ˜マ WÉ˜

シスの./“w にI6 している\けではないことは 読みb れる。それdえ、シュÄイン がフ

ッサールの./ と‚的 なものの@—‰けに関しても、'こまで I6 していて、あるいは、フ

ッサールを'のように b りc えているのかについてはÊ に€• するœ, があるように%\

れる。!

!

T $U #¼½¾¿À )>€S i‹ÁÂ É ‹ :ÊË o :Ì4 2 ÍÎÏ #

 『感æsª の問題について』や『ùÜ論3』 は、シュÄイン がフッサールの<• として『イ

デーンv』を·¸ していた6I3 に記された著作である。シュÄイン は、s÷ の‚的 なもの

の“w を #>‚ 、'>./ と./½、 %>{感æ と{ì£ の†¥“w において¶明 している。!

!

#） ‚理G理的»体 における「‚ 」 

第一に、‚理G理的 »体 は、Ÿá が‚的 なものの現Y性 を‚/ する• にG体的なものの現

Y性 を’‰ としているというâÀ の下で€• される。たとえば、#$ 世ª の経験的‚理学 で

Û¡ された`Þ法則 である「ö¢原理 （"115^9G095412F94^92）」（*N\"Ke !L）や、「‚理G理的

m¼性 とÖ×作¡理論 の÷ の’Ò」 （*N\"Ke !L）のような、‚的 なものとG理的なもののö

関性や’B を» る研究である。‚理G理的 »体 は、「×体」 の影響に|存 するY体的 な•一

!
( ( C–,;6A ‘‘ -.// ’ W#$ ¸§'£W ½` §' ^_M]×ÌM Ww - \ µkˆ-¯kb© •–—6

& -È0 }~ W¸¹ { ]^ /06º¸¯0bWÈ¬¡' •–—6& - Ž /0 Ã_ -© “P ¸º0
（X,&F8+?7&'(-.//5(/CT/G’ '9 ýþ »jË«0 ½ 78#$ §'£W ½` { 5HÅB$ W^_M]×ÌM
Wœ•W N#ê -¡0£9{ £` €Ë« 0°'£W ½` - Ž /0 P´ Wgh 9¹Ë§ a b bc] ¡ “
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体としての「‚」 によって形成されている。‚ は、「×体的 なものにëÁ された./」 であ

る。‚的 なものの体験は、U6{活 が現Y| した「×体 にëÁ された感Œ（*62I94;A48）」

によってï き起こされる（*N\"Le!KK）。×体 にëÁ された感Œとは、©ˆ しいÂ@ の‡ し

さ、感Œ的なÃ みによる• しみ、Ä らかなI› の‚z よさ、Â e G のˆ \ い、'こにその Ã

みがs きQ さっているのか、'こでその I› が体の表X にX れているのかをÝ ‰か—てく

れるような、8的°象 によってï き起こされる感Œや感æである（*N\"Le!KL ）。シュÄイン

は、第一に、×体 にëÁ された感Œを、QŒ の形„ に基‰く「感æ的感Œ（\-It/71-62I94;A48 ）」

（*N\"Le!KL<!##O）や「感Œ的感æ」（*N\"Le!KL<!##O）という「{× のありありとした感æ」

とH えている。第二に、感Œ的感æは、私のうちにも存在し、私の自Ÿ からV れŽ るような

「U6的感æ（ 8-91098-1!\-It/7 ）」でもある（*N\"Le!KL ）。それは8¢QŒ や˜Áルðー、

Ÿá の行í にCQ される‚的 なものの特¯ をa つ。たとえば、Ÿá の.志作¡ のfN または

Å‚ は、Ÿá の.志 のY行 をCQ し、.志作¡ は感æの強ã、活¤ さ、æí のõÆ をÆして

現れる（*N\"Le! KL）。×体 にëÁ された感æのf• にあるU6的感æ は、×体 にëÁ された

感æではなく、感Œ的感æに影響をÜ える感æである。たとえば、「高³ （)F91./98B-90）」「´

œ（uG0098B-90）」「­û性 （,-9^CGFB-90）」「´œ.Ç （*F1./Z2IA48）」「ÈÉ （N.I7GI）」が×体

にCQ されるという@象である。第š に、「PÆ 感æ（\-6-948-It/7- ）」（*N\"Le!KL<!##O）と

は、U6的感æ としての高³ や´œ を感じているときに、6I に、×体活í に高³ や´œ が

現れる感æである。この点において、シュÄイン は、U6的感æ と×体 にëÁ された感æと

のÖ×作¡ の現象に着目している。U6的感æ が×体 にëÁ された感æに’ して、「現象的

な影響」をÜ えるà„ が「‚的 なものの`Þ性」 として9 られる。!

!

' ） ./ と./½ （体験½） 

 第二に、シュÄイン は、体験を #>「志向的体験」と '>「ù W志向的体験」に†‡ する)。#>

「志向的体験」は、感ŒデーÄ が./ にÜ えられることで感ŒがY的 な“成,D となり、そ

れらが./½ の•一 によって“成 される体験である（*N\"Ke !#' ）。シュÄイン は、志向的体

験を、「É˜シス（ 上@の…†）」「 É˜マ（ 下@の…†）」「./½（Ý下@ の…†）」 という

†¥“w において¶明 する（*N\"Ke !#(）。シュÄイン は、É˜シス とÉ˜マ を上@と下@の

…† にo り? しているといえる。ここで示されるのは、すeての「 É˜マ 的なもの」は、0

²的 な./的{活 である「É˜シス 的なもの」に’} するが、./ はK…† において¹ なる

›法 で作í しているということである（*N\"Ke #(）。シュÄイン によれば、この./作í の

おかげで、より±次 のÉ˜マ 的なものの•一 は、より高次の•一 を“成 する多à体 になる

（*N\"Ke !#(）。そして、シュÄイン は、./ のÝ下@ の…† にあるf源的 な「./½ 」を、

?とつの ./ 体験を“成 する「体験½の•一 体」とみなしている（*N\"Ke !#' ）。この点にお

!
&5HÅB$ §' U ¼h]Únm 9 U Ö T¼h]Únm { _£¸¹ 9 G£¸¹ 9¹Ë G” ¹Ë«0°

‘ J)`]M5(-G ’ 'Ýjc{ ”• - ëy ¹ Ë ¸¹| ¹kW§' C–,;6A ‘‘ -.// ’ W#$ ¸¯0
‘ X,&F8+?7&'(-.//5(D-TDD’ ½ !
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いて、./ ないしは体験を“成 する体験½と“成 される体験が†‡ される。『感æsª の問

題について』では、./½ と‚ は、6 じく‚的 なものの“成,D とみなされるが、[者 は†

‡ される（*N\"Le! LL）。というのも、‚的 なものの•一“w は、./½ の特¹ な体験ð容 に

|存 しており、./½ をÆして‚ の“w は42 されるからである（*N\"Le! LL）。より€–

に、#$'( 年の¬レスラウ Û` を·¸ した『哲学ªž』 （*N\" Oe!#$'( ）では、‚的 なものの

“w は、./ や./½ 、×体 とは†‡| された「レアールな‚」 として9 られる（*N\" Oe!

#'? W#'=）。ただし、‚的 なものと./½ はö関 しており、‚的{活 が./ に現れることは、

そのs の‚的体験 に特有の./½ をC げQ ら—ることであると述eられる（ *N\"Oe !#'L ）。!

!

%） {感æ と{ì£  

 第š に、'>「ù W志向的体験」とは、{ のñò に属する「{感æ」 （上¢“w ）と「{ì£

S{C™」 （下¢“w ）としての「レアールな自Ÿ」 によって示される!* 。シュÄイン は、{

ì£ を./ ½の下@の…† に@—‰けており、{ì£ にÉ2 された{感æ を¤見 している

（*N\"Ke !'K）。Ê に、ù W志向的体験は、レアールな{ì£ のÔ| にf! した{感æ に「ð

¢ デーÄ」がÜ えられる体験を.ˆ する（*N\"Ke !'' ）。その¼¢ の「{感æ と{ì£ のö関

性」をシュÄイン は以下のように¶明 する。!

!

{感æ の中に私の自Ÿ のC÷的 な性é が現れる。その{ì£、 そして、そのような性

é のÔ| において、a;的 でレアールな性é が現れる。それが{C™ である。このレ

アールな特性をa った自Ÿ はもちろ”、 純粋体験のÊf点 としてのf源的 に体験さ

れた純粋自Ÿ と26 されてはならない。レアールな特性をa った自Ÿ は、その特性の

¬ い• として、ð¢ デーÄ のCQ をÆしてÜ えられるようなšc的 でレアールなも

のとしてのみ理解されるが、それ自体がð在| されることはない。Ÿá はこのレアー

ルな自Ÿ、その性é を‚的 なì£ とj Û 。そして、./ と‚的 なものはf0的 にÖ×

に¹ なることが\かる。「 ./的 な」純粋体験のñò としての体験かつ体験ð容 に現

れる./ñò と、šc的 でレアールなñò としての‚的 なñò は¹ なるのであるが、

ここでŸá はこのレアール性をG理的なY在性 や他の(存 のY在性 とは†‡ される

ことをWえなければならない。（*N\"Ke !'' ）!

!

 上記のï¡ では、#>!./、純粋体験、純粋自Ÿ、./½ におけるð在ñò、 '>! šc的 で

レアールな{ì£ の‚的 なñò が†‡ されている。#>! で示されるのは、感ŒデーÄ により

ï き起こされる「• かについてのËø や† しみ」であり、フッサールの志向的体験といえる。

!
'( ( 8–:$ÅB" -ÈjL' 5HÅB$ -¢i0 fµ] 9 fL¤ 9«¬ û¥ §' 1„&ÅB bc Xd »j

k©W¸¯0 ‘ 6?8%3&Q7,'( -..Mm-..;5( //-’½¹b¹' ¿ ¡ç9©£W ýþ § 5HÅB$ ð¯ WVY bc
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それに’ して、'>! で示されるのは、{感æ とレアールな自Ÿ の下にÒ たされた{ì£ であ

る。ここでの{ì£ としてのレアールな{C™ は、-] したりÌ( したりする「{C™ の– 」

を.ˆ する。{感æ と{ì£ のö関 は、{ì£ がàá な{感æ にレアールな{C™ を「CQ

（+-BA4;A48）」という)› で現れることでS ばれる（*N\"Ke !'%）。シュÄイン の「‚的 なも

のの体験の@Ö」に関する記述をr理 すれば、以下のようになる!! 。!

!

B ! ( ×] ¡©WW Ún WÌ• (

! U「意識に吸収される内容（例：感覚データや幸福感）」!

" U「このような内容の体験、意識への吸収（例：感覚をもって幸福感を感じる

こと）」!

#U「このような体験の意識流（例6体験それ自体という意識の流れ）」!

$Uレアールな自我の「生状態」が告知された「生感情」!

%Uレアールな自我の「生状態（生命力）」!

!

{ì£ や{感æ は、Ä純 に体験½に€p することはできないし、{ì£ をそれ自体として‚

的なì£ に9 てはめることもできない（*N\"Ke !'L ）。このことは、‚的 なì£ が{ のñò と

しての{ì£ からï きŽ された™をˆ; し、Û いÞ たされるならば‚的 なì£ がˆÍ する

ことにも基‰いている（*N\"Ke !'K）。その¼¢ には、{感æ や{ì£ は他の体験ð容 に影響

をÜ えるものとして成B している（*N\"Ke !'K）。シュÄイン にとって、{感æ と{ì£ のö

関“w は、( にフッサールの./ と./½ の•一 という“w では示されないレアールな‚

的なものの“w をR いているといえよう。!

!

- +#Ð¸ÑQ o ¼½¾¿À )RSB MÒº» Ã :Ì4 )>€S :ÊË 2 ÓƒF 2 K„ #

!

 シュÄイン は、レアールな{ì£ のCQ としての{感æ を./ にCQ されるという“w

において¶明 している（*N\"Ke !'# W'' ）。以下では、./ の中にCQ される{感æ の現象性

を、リップスにおけるレアールな自Ÿ の「CQ」 や「表現現象（"A1;FA.B12/3456-4）」に関

する議論を•Î かりとしてE ÁÂ する。!

!

T " U #Ð¸ÑQ )>€S MÒº» Ã VÔ 2B ÓƒF ÕB ÖppqF 2 K„ #

 リップスは、#$(# 年の『自:./ÿ感Œ と感æ』（:9221e!#$(#）において、‚的 なものを

「./現象 のÕõ的 なf• にあるもの」（:9221<!#$(#e!?(）とみなし、より正• には、「‚的

なものとは自Ÿ感æ （H./8-It/7 ）のf• にあるレアールな自Ÿ である」（:9221<!#$(#e!?(）と

述eている。そして、「 レアールな自Ÿ（ F-G7-1!H./）」を「Õõ的 に感じられる自Ÿ の基é」

!
'' ( / f DWëy §'* Z¢\>B W5HÅB$ ð¯ WU Ún WÌ•m - Ã /0 z{ { ˆ‰ ¹ Ë«0

‘ J)`]M5(/H ’ ½ Cf GWëy § g• ° h i z €k©W¸¯0 ½ (
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（:9221<!#$(#e!%$）や「‚的 な現象をCQ する自Ÿ」（:9221e!#$(#e!%$）と2` している。たと

えば、‚的 なものとは、感Œ、表象、感Â、.志 という./現象 に’ する‚的 なì£ や­µ

というレアールな基é である（:9221<!#$(#e!%$）。リップスは、./現象 とレアールな自Ÿ の

ö関性 を、私にZ こえる「現象的なT」と現象的なT をÕõ的 にï き起こさ—る原` として

の「JÝ のÔí」 と「レアールなT 」との関係において記述している（:9221<!#$(#e!?#）。T

源としてのレアールなT は、現象的なT を可能にするJÝ のÔí において私に現れる。Y•

のところ、現象的なT を可能にしているのは、JÝ のÔí であるにもかか\らず、 私にQŒ

されたTc としての現象的なT をレアールなT の表現としてŸá は理解する。レアールな

T に’ して、T の感ŒをÆしてÜ えられるのは「現象的なT」 ないしは「T の現象」である

（:9221<!#$(#e!?#）。この©体例 に¦ えて、リップスが提示するのは、レアールな自Ÿ は現象

的な自Ÿ のð に感æにおいて私に現れる、Ï いは現象的な自Ÿ の中でレアールな自Ÿ はそ

の存在を感æにおいてCQ するという@£ である（:9221<!#$(#e!?#）。現象的な自Ÿ は体験さ

れなければ存在しないが、レアールな自Ÿ は私の./ にCQ されるか'うかに 関係なく存

在する。リップスは、./現象 としてCQ された感æの中に、‚的 なものというレアールな

自Ÿ を¤見 する。!

 しかしながら、./現象 とレアールな‚的 なもののì£ のö関性 とは'のような 関係で

あろうか。リップスは、#$(%年の『©学 H』（:9221e!#$(%）において、./現象 とレアールな

‚的 なもののì£ の関係を「表現°í（ "A1;FA.B1C-D-8A48）」―「表æ（"A1;FA.B）」と「×

Ô り（\-10- Ð\-C3F;- ）」の現象―と「レアールな感æ」のö関性 として述eている （:9221<!

#$(%e!#?#W#?%）。感æと表æや×Ô りのö関性 は、「記.（ c-9./-4 ）」ではなく「シンžル

（NJ6C57）」のö関 である（:9221<!#$(%e#?(）。記. とは.ˆ されるものが現Y であることを

Ÿá に示すものであり、シンžル とは、Ù™、ð的行í、ð的ì£、ð的õÆ が自€自× の

「ð的 な{活 の活í」 のà„ をÕõ的 に./ にCQ するものである（:9221e!#$(%e!#?(）。そ

して、リップスは、#$($ 年の『‚理学原論』 （:9221e!#$($）において、表æや×Ô りに© \

る「‚的 な{活 の表Ž（ 1--791./- :-C-413AM-FA48）」を「シンžル ö関」 として9 る。「‚的

な{活 の表Ž」 を¯‘ する“ みは、（#）「‚的 な{活 の表Ž」 のÑí と（' ）「ºÒ」 の0能

的Ñí の二つの,` がø™的 に活í していることにより示される（:9221!#$($e!''$ ）。† しみ

は† しい表æや×Ô りをï き起こさ—て、† しい表æや×Ô りは† しみをその中で「表Ž す

る」ないしは「CQ する」。そして、† しみの感æと† しい表æや×Ô りのö関 は「0能的

Ñí」 においてS • Å けられている（:9221<!#$($e!''$ W'%(）。たとえば、† し”でいる 他者を

私が'のように 感じるのかを記述する• には、「ºÒ°í（ lG./G/6A481 C-D-8A48）」（:9221<!

#$($e!'%(）のÑí によって理解することができる。私が他者の† しい表æや×Ô りの°í を

QŒ する• に、他者の† しい表æや×Ô りの中で現れている† しみの感æに} じて、私のð

に{ じてきた† しみの表Ž やCQ をÕõ的 にH える（:9221<!#$(%e#'$ ）。リップスの議論で示

されるのは、レアールな自Ÿ が./現象 に’ して「CQ」 や「表現現象」という)› で現れ

てくるということである。この点において、レアールな自Ÿ と./ に現れる‚的現象 は†‡
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される。!

!

T #U #¼½¾¿À )>€S Ð¸ÑQ 2B ÓƒF ÕB ÖppqF 2 ×Ø o ÙÚ #

シュÄイン は、『感æsª の問題について』において、リップスの #$(%年以降の著作Õ で

ある『©学 H』や『‚理学原論』 を受容し、‚的 なもののCQ や感æにおける表現現象の€

• をEÁÂ している（*N\"Le !L%）。シュÄイン は、リップスの表現現象の問題に’ するß究

£ã を「学問的ß求 の†Ó した¶明」（*N\"Le!L%）であると¿À しており、リップスの“ み

を「Ÿá のU6 のÓ可解な0×」 の能™ないし「自G的な0能」 によって、?とつの ./的

{ を特有のG体（EZF2-F）にëÁ さ—ていると9ä している（*N\"Le!L%）!" 。ここでdg さ

れているように、シュÄイン は、リップスが表現現象の問題を、ºÒ°í や0能的Ñí とい

う学問では¯‘ できない./現象 をもとに€• したことを¿À している。他› で、シュÄイ

ンは、リップスのCQ や表現現象の“w をù2的 に受容しているÔ< がある。『ùÜ論3』

では、‚的 なものは、./ にð在| されない、レアールな{ì£ による{感æ のCQ という

現象をÆして€• される（*N\"Ke !'' ）。シュÄイン は、./体験 の中にCQ された{感æ を

以下のようにH えている。!

!

{感æ は体験との関係においてšc的 なものであり、体験の中にCQ される。そして、

./ に’ する{感æ について言えば、その./ になるということを、ð在的 なð容 の

体験やその“成,D として、それがð在| する体験の./ と26 してはならない。

（*N\"Ke !'# ）!

!

シュÄイン の着¸ 点は、レアールな自Ÿ の{ì£ にCQ された{感æ と./ のð在体験

を†‡ することにある。そのうえで、レアールな自Ÿ の{ì£ のàá なÔ|à£ 、すな\ち、

{ì£ の「強ã （H40-419030）」や「fN （\-12G44/-90）」の「ã¢ い（\FG;）」に} じて、{感

æが体験の./ のうちにCQ されていることを示す（*N\"Ke ! '# ）。./ にCQ された{感

æは./ にð在| されるのではなく、あくまでも./ のð在体験 に’ してはšc的 なもの

として現れ、./ 体験のうちにCQ される（*N\"Ke !'# ）。ただし、リップスがCQ という)

› で記述した、レアールな自Ÿ と./現象 のö関 性に、シュÄイン は現象的な影響関係を読

みb る（*N\"Ke !#K<!#=）。『ùÜ論3』 の第二ö のa) では、./ に’ して影響をÜ える「´

œ感」や「´œ.Ç」 という{感æ の©体例 を以下のように述eている。 !

!

私が´œ を感じるI に、{ の½れはf まっているようにみなされ、dっくり Õ って進

!
') ( •–—6&§*eÂÁ×W^_MB-¢«Ë>–+%WUij®™Gm{U^_M]¸~WkåDm9

lc¹Ë«0½£Wê-¢«Ë'5HÅB$§ ' •–—6& È •–—6&mnW^_M•k‚ ‘ 5=
646'B$o&¤$c ’ 9Ep/0qh{ó(k>–+%Wµ]rà\ {¥Þ¹Ë«0 ‘ Z?+?I#'(
-./C5(//- ’ ½ ¹b¹'®\ü¸§'s…<„‘ -./C ’ W£“ 9§?¡ª'>–+% -¢i0 ƒ"6&
¡ðtWUu~mÈUB^^_m{ vc]- NO¹k5HÅB$W è\{ ·B/0½ (
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み、àá な感Œñò で起こるすeてのことが ´œ に影響される。まるでc はc を\ い、

T はüロディー を\ ったかのように、そして、いずれの「°象」 ―い\ば、その .Ö

にl して{ の½れにî しÅ けられるデーÄ ―は•Ã でÓP であり、いずれのc、T、

感X には† しみがx う。́œ感 がˆ え® るI に、他のñò にもÔ| が起こり、高³感

にÔ \った C÷ に、その½れは活¤ に躍í し、M進しª いなく高³感 とËø が× をŽ

きT す。（*N\"Ke !#K）!

!

 ここで示されるのは、´œ感 のような{感æ が、ØŒ、âŒ、感Œ にÜ えられるc、T、

感X のような「体験ð容 」に影響をÜ えているという@£ である!#（*N\"Ke !#K<!'%）。シュ

Äイン は、́œ感 や高³感 の影響を受けることで、àá な体験ð容 の強ã や性é がÔ| する

という「現象的な|存関係 」を¤見 する。{感æ と体験ð容 をS • Å ける現象的な|存 関係

は、「G理的`Þ性 」や「í^Å け」とは†‡ される（*N\"Ke !#K）。!

!

. +#Ñ·ÛÀÜº o ¼½¾¿À )RSB i5 Ã”22 Ç£1F 2 K„ #

!

 シュÄイン によれば、「レアールな‚的 なものの`Þ性 は、体験のñò という現象的な`

Þ性 においてCQ される」（*N\"Ke !' ?）。ここで示されるように、現象的な`Þ性 は、レア

ールな‚的 なものの`Þ性 のŽ²@ が体験のñò のうちにC げQ らされることを.ˆ する。

ただし、‚的 なものの`Þ性 を¶明 する• に、シュÄイン は、「レアールな`Þ性」 と「現

象的な`Þ性」 という†‡ をしているが（*N\"Ke !#K<!'%<!=' W=%）、それらの`Þ性 について

のuÖ的 な議論はなされていない。以下では、プフェン¤ー における「‚的 なものの現Y性」

の原`à„ に関する議論を(s することで、シュÄイン の「‚的 なものの`Þ性 」のà„ に

関してEÁÂ する。!

!

T " U #Ñ·ÛÀÜº )>€SB i5 Ã”22 pG1F 2 ÝÇÞß 2 K„ #

プフェン¤ー は、#$(? 年の『‚理学ªž』 （]I34;-F <!#$(?）において、‚的 なものの現Y

性を「’象」 と「’象./（ \-8-410G4;1C-DAM01-94）」、「感æ（ \ -It/7 ）」、「Ù™（ N0F-C-4）」

の‚的{活 を“成 するš,D として€• している。プフェン¤ー にとって、‚的 なものの現

Y性 は、ùJ÷的 かつ感Œ的にはQŒ できない世界で¼„ が´ え÷ なくÔ| する体験、• し

み、行í から“成 されるものである（]I34;-F <!#$'(e!#OL）。この体験、• しみ、行í は’象 に

ついての感Œ、QŒ、想Ù、%Ù というàá なÉp の「’象./」 に関ö している。そして、

この’象 は「‚的 なものの現Y性 の*Ì」 （]I34;-F <#$'(e#OK）にあり、./的自Ÿ とö関 し

!
'! }~ -¢«Ë =C 9¡0 N•` §'ÝjâjW fµ] ¸¯0½ fµ] -Èª v º ¯ £»jk }~ Ún W=

C § 'U f•• Ww| ‘ /¡ë‚' f W•• { ¸­ /0 fµ] Ww| ’ m¸¯0 ‘ X,&F8+?7&'(-.//5(-D’ ½¹

b¹' 78#$ ¸§' fµ] 9 Ún¥O WèéÃÄ Wè\ - Ã ¹Ë§ xy - z jcjË«¡« ½ (
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ている。この­µ において、‚的 な¼„ は’象 についての./ をa つことになるが、感Œや

QŒ したものは、Ëø や† しみのようなàá な感æをï き起こさ—る（]I34;-F <!#$'(e!'(% ）。

プフェン¤ー は、「感æ」をËø、† しみ、P、ÓP、 あらdる Ép の感æ的Ý€、©的感

æ、6æ、l感、Ò£、ÓÒ とみなし、’象./ がàá な感æのÔ| に起` していることを

dg する（]I34;-F <!#$'(e!'(% ）。感æのÔ| の原` となる’象./ は、感æをQ¼ する’象G

から?$ にˆ え® ることはなく、他› で、感æも’象./ のxy となり、’象./ のð容 に

影響をÜ える。この点において、プフェン¤ー は、’象./ のð容 のÔ| の原` が感æであ

ることを‚ めている（]I34;-F <!#$'(e!'(K ）。‚的{活 を“成 する「Ù™」は、’象./ や感æ

とは†‡ された‚的 なものの現Y性 の活í性 を示す。たとえば、Ù™ はÖ求、Ö×、Ö×、

o×、}×、.Ö や行í のように‚的 な¼„ のN きとなる（]I34;-F <!#$'(e!''# ）。このÙ™ の

Ž現 は、Ù™ のN きが’象./ にÔ| をÜ えることで明らかになる。その¼¢ には、‚的 な

Ž²@ は、Ù™ のSÞ としてï き起こされたŽ²@ なのか、感æのSÞ としてï き起こされ

たŽ²@ なのかを26 することになる。!

プフェン¤ー にとって、Ù™ の原` と感æの源_ は'のように †‡ されるのか。プフェン

¤ー は、#$##年の『í^ とí^Å け』（]I34;-F <!#$##）において、Ù™ の原` à„ を以下のよ

うに¶明 している!$。第一に、「現象的源_ （2/3456-4G7!pA-77-）」とは「自Ÿ あるいは自Ÿ

の特2 の感æì£」 （例eîæ感、ÓÒ、ÓP感 ）な'を .ˆ する（]I34;-F <!#$##e!#%(）。これ

は‚的 なì£ のM提となるような源である。第二に、「現象的原` （2/3456-4G7!kF1G./-）」

とは「志向的な’象」 （例ÿõÆ をï き起こさ—るT ）を.ˆ する（]I34;-F <!#$##e!#%(）。第

š に、「レアールな原` （F-G7-!kF1G./-）」とは、「‚理G理的»体 とC÷的 なG理的#$ を提

r するK有 の‚ 的なì£ のÚ大 なÏ¢体」 （]I34;-F <!#$##e!#%(）を.ˆ する。これは‚理G理

的»体 とその*§ のG理的#$ のì£ （例ÿ• の* かさ、テー¬ル のÛ さ）をï き起こさ—

るような原` である。プフェン¤ー によれば、š つの原`à„ は、‚ 的なì£ の原` であり、

それ自体が「.志 のí^ 」を.ˆ するものではない!%。シュÄイン は、プフェン¤ー による

Ù™ の原` à„ の€• を(s して、「現象的源_ 」が「{ì£（{C™）」 であることをdg

する（*N\"Ke !LL）。たとえば、Ü のP  さによって感じるËø は自Ÿ の£ã表明 であり、́

œ.Ç のような自Ÿ のì£ では、Ü の中でÝ× することでÜ を˜™的 に感じることもある。

シュÄイン は、àá なÙ™ のN きが{ì£ としての源_ をÆしてÞA されることで「目的を

a ったÙ™」 にÔ| することをdg する（*N\"Ke !LL）。!

!

T #U ¼½¾¿À )>€SB i5 Ã”22 Ç£1F 2 àáâ #

!
'" ( +•=$Æ6 -¢i0 ×] ¡ L¤ W=C¶{ - Ã ¹Ë§' ÏñÐ ‘ -..B ’ È Ì« ‘ -.-. ’ WG” ° x ¹

« ‘ ÏñÐ '(-..B5(-HT-Bw(V,KA7?'(-.-.5 (D/’ ½ (
'# ( Ì«| —>6,=‘ -./H ’W #$ ¸§' 5HÅB$ 9 +•=$Æ6 -¢i0U íYh im •€ § Õ «

°' íYh iW ðñ\] ¡ ÌI :i- Ã ¹Ë§ •? ¹Ë«09 ýþ »j0½ +•=$Æ6 §' íYh
i{ }¼ - ¹c ¹Ë«0°' 5HÅB$ § íYh i{ ^ñ W•€'~}'µ] W¶” ¡ Ún WÊ - Œ
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 シュÄイン は、『ùÜ論3』 において、プフェン¤ー の「源_ 」、「レアールな`Þ性」、「 現

象的な`Þ性」 というá9 を•¡ して、‚的 なものの`Þ性 の­µ について€• している。

（*N\"Ke 'L<!LL）!&。その• に、『感æsª の問題について』では、‚的 なものの`Þ性 は、

「ŒT の—いで私の‚ß は¢f する」という©体例 で示される。シュÄイン は、「自€自×

の体験」とその「体験にCQ された‚ の能™の性é」 の÷ に‚的 なものの`Þ性 というö関

を見Ž しており、このö関 が‚的 なものと‚的 なものの現象的な|存関係 であることを示

す（*N\" Le!K=）。『ùÜ論3』 では、{感æ と他の‚的 なものの体験の現象的な|存関係 は、

純粋体験の中にCQ された{感æ をÆした影響関係であることが示される（*N\"Ke ! ' %）。

この現象的な|存関係 とは、純粋体験に{感æ がC げQ らされることによって、{感æ が純

粋体験にとって現象的な原` となるö関 である。そのうえで、{感æ のx後 にあるWの原`、

い\ば、 ‚的 なものの現Y性 の「源_」 が、「レアールな{C™」 であることが¼N される

（*N\"Ke !' %）。シュÄイン は、{C™（{ì£） が‚的 なŽ²@ の源_ であり、その‚的 な

ものがCQ をÆして他の‚的 なものの特性のÔ| をÜ えるö関性 を「現象的な`Þ性」 とみ

なしている。!

他› で、『ùÜ論3』 の第šö では、シュÄイン は、U6{活 の法則である「í^Å け!' 」

のö関 において、{感æ と他の体験ð容 の影響関係を€• する。シュÄイン は、í^Å けを

「作¡ （" B0）」が他の作¡ にÖ× にS¢ するö関 とみなし、この作¡ の中‚点 を純粋自Ÿ に

ƒ えている（*N\"Ke!%K<!%=）。作¡ におけるÖ× のö関 は、一› の作¡ から他› の作¡ がŽ

現すること、一› の作¡ が他の作¡ に基‰いてY行 されることを.ˆ する（*N\"Ke!%K）。た

だし、0²的 にí^Å けの,` は、SÞ となる作¡ のY行 ではなく、この作¡ の体験ð容 で

ある（*N\"Ke !%O）。このことは、シュÄイン が提示している以下のような©体例 に表れてい

る。「私のËø のí^ は、Ð ち× ”でいた •à がw いたことであり、•à のá着 をQ ったこ

とではない」（*N\"Ke !%O）。この©体例 では、私のËø が、ÕM に起こった•à のá着 をQ

るというY• のŽ²@ ではなく、Ð ち× ”でいた •à がw くという体験ð容 がí^ となる

ことを.ˆ する。上記の©体例 は、{感æ と体験ð容 の影響関係をí^Å けの­µ で¶明 す

ることを可能にする。上述したように、{感æ という´œ感 や高³感 の影響下において、特

2 の体験ð容 の強ã はÔ| する。シュÄイン は、『ùÜ論3』 の第è ö において、{ 感æと

体験ð容 の影響関係によって`Þ性 とí^Å けがÖ×作¡ する可能性をdg する（*N\"Ke !

K?WK$）。第一に、Ëø は«配的 な{感æ の性é に} じてより活¤ になったり、よりâ くなっ

たりするという)› で`Þ的 にÌA ‰けられている（*N\"Ke !K?）。第二に、r かが私にÜ え

!
'$ ( ÏñÐ ‘ -..B ’ W#$ ¸§'U ƒ"6& ¡ CDÃÄ § qÖ] -§ Ún »j€¡« N•`m ¸¯ª' U ^_

]CDÃÄ § 7 W~ù °Ý£-¢«Ë f æ09£ÉW ðt -È(Ë qÖ - Ún »j0m N•` ¸¯0
£9° â »j0 ‘ ÏñÐ '(-..B5(-H’ ½ Ì« ‘ -./G ’ W#$ ¸§' mn -¢i0 CD× -¢i0 5HÅB
$ 9 +•=$Æ6 W£“ { ýþ ¹Ë«0½ 78#$ ¸§' U ^_] ¡ CD × 9 ƒ"6& ¡ CD × 9W e
-§ 0c WÃÄ ° ­ ª ® (Ë«0m ‘ Ì« '(-./G5(/.- ’ 9«¬£9° Â[ »j0 ½ (

'%( Ì«| —>6,=‘ -./H ’W #$ ¸§' 5HÅB$ WíYh i •€ - • ë0 × D WÃ€ { ”• - ýþ ¹
Ë« 0½ r0 -'U íYh i° }~ È µ] ¸§¡ç' Œ~Ún È ~}Ún -¢«Ë© ’› ¹Ë«0£9
{ Œˆ0m ½ r× -'U Ún¥O 9 Ž_ { ëp ¹' íY { ¼• W0­ -•¡¹Ë«0m ‘ `,39#(V,KA7?'(
]%,FF?3$7"()?%#8,'( ( -./H5(/C/’½  
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てくれたËø は、*ã はr かをø ば—ようという.ƒ をí^Å ける可能性があり（*N\"Ke !

KL）、{感æ が体験ð容 の特2 の性Å や強ã やe みに|存 しているÉ りで、{感æ の影響そ

れ自体はí^Å けられている（*N\"Ke !KL）。!

{感æ と体験ð容 を関係‰ける`Þ性 とí^Å けのÖ×作¡ によって、「レアールな‚的

なものの`Þ性 が、体験のñò という現象的な`Þ性 においてCQ される」というシュÄイ

ンの¼N をEÁÂ することができる。たしかに、純粋体験とレアールな‚的 なものは、¹ な

った体験ð容 によって†‡ されるが、あるÉ のöí性 を有している。そのöí性 とは、純粋

体験に‚的 なものがCQ されるというöí である。まず./ にÕõ的 にCQ されるのは、Ä

純な体験ð容 である。たとえば、@G のÛã は特2 の感X として現れることや私の‚的 なì

£ としてのËø は特2 の感æで表現される（*N\"Ke !K=）。Ê に、特2 のìí下 では@G の感

Œやí作 はより高ã にÔ| する。Ô いÜュース をQ ったのであれば、一H中、バラc のÝ€

になり、このバラc のÝ€ は私からV れŽ るËø をí^Å ける（*N\"Ke !K=WKO）。( なくと

も./体験 にCQ された‚的 なものは、àá な体験ð容 を強| したりG体| さ—たりする

dえに、 ./体験 のð在的 なlk では見Ž —ないレアールな‚的 なもののì£ が体験ð容

をí^Å けているといえる（*N\"Ke !KO）。!

!

>?@) #

!

 0論/ では、シュÄイン における「‚的 なものの`Þ性」 をレアールな{ì£ と{感æ の

CQ という現象からEÁÂ した。その• に、リップス学派• • ミュンヘン・ゲッティンゲン

学派の「レアールな‚的 なもののì£」 に関する感æ論との%想上のõ; が見られることを

dg した。シュÄイン は、フッサールのšc論的„念論 に’ する¿À的 な見解をV まえて

「./ と‚ 的なものの$界p 」を問題にした。そのSÞ として、レアールな{ì£ （{C™）

による{感æ のCQ というレアールな‚的 なもののì£ を提示した。シュÄイン は、フッサ

ールのように、‚的 なものを「./ のÖ関関係」とみなすことなしに、{感æ が./ にð在

| されない./ì£ にCQ された‚的 なものであることを示したといえよう。Ê に、シュÄ

インは、ミュンヘン・ゲッティンゲン学派に見られるレアールな自Ÿ のCQ という現象を•

¡ して、レアールな{ ì£ が./ にCQ されるというレアールな‚的 なもののñò を+â

した。そのうえで、シュÄイン は、レアールな‚的 なものの`Þ性 が体験のñò という現象

的な`Þ性 においてCQ されるという@£ をdg した。レアールな{ì£ （{C™） と{感

æのö関 から、レアールな‚的 なものの`Þ性 をH えるならば、‚的 なものの`Þ性 は、.

/ にCQ されることで{感æ と体験ð容 を関係‰ける現象的な`Þ性 とみなされる。!

!

ãä #

#

第一次/• eシュÄイン の著作に関しては、˜ディット・シュÄイン $集 （*;90/! N0-94!
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\-1G60GA18GC-）からのï¡ は *N\" とŽ. をÛ¡ し、6数 とã数 を記÷ した。フッサール

の著作に関しては、フッサール$集 （&A11-F79G4G）Ž. をÛ¡ し、6数 とã数 を記÷ した。

それœれï¡・(s は（）、ï¡/ の¢£ はï¡/ の中に‰Šにおいて ¢£ した。それœれ

äš のある著作は Ü(s した。!

第二次/• e著者€、Ž/年、ã数 の%‚ で記÷ した。!

!

!" #

#

r0Eü• â

‚ !"##$%&'()*+",* ‘÷:9$A?•–—6&’ -(

LhhhmhN5(h$,,3(oA(,#3,7(7,#3,3(*+x3"K,3"%"4#F8+,3(*+#%"F"*+#,'(+7F4:I:(a:X,#,K,%'(/BG.:‘÷:9$A?•–—6&'

/B;B'*B16$ hThB‘,p×øJ’ •/¾ ý@ :(÷:9$A?•–—6&' /BHC'*B16$ hTrB‘ ,

p×øJ’ •/¾ ý@ :’ (

Lh_N7 ( h$,,3(oA(,#3,7(7,#3,3(*+x3"K,3"%"4#F8+,3(*+#%"F"*+#,'Z=,#&,F(XA8+'(+7F4:I:(a:X,#,K,%'(/BG-:(‘÷:9$

A?•–—6&' -../ '*B16$ r ThB‘®C)Ó?pDãžJ’ •/¾ ý@' ÷:9$A?•–—6

&' -..B '*B16$ r TrB‘ ®C)Ó?ƒ=‡VJ’ •/¾ ý@’ :(

Lss_N5(]ARFx&o,(A3$(_"7&7x4,5(/B//T/B-/'(,$:(),**(P?3F(@?#3,7'(<,3"3(0+"K?F'(<#E+"RR'(W"7$7,8&'(O+#%"F"*+#,(?%F(

F&7,34,(a#FF,3F8+?R&'(/BH;('()):DTM-:(‘÷:9$A?•–—6&' /B;. '*²% ¡ M 9¹ËW ‡MB‘Èê

‡HJ’'ûüýþ’ :(

‚ ./$0,'()*0/1 ‘÷1„–A?5HÅB$’ -(

LJ)`]GN5(c(4*6'3=5,4*+,'*!"#$%&5(#)'(-:(]AR%:(-./.:(

LJ)`]MN5(U,"/'2),*T('*1&"53031&"0.&,#*U,)'%#+(#)*+,'*607.&353)",*(#+*+,'*Y,"0/,0N"00,#0.&8$/,#('(-./.: (

LJ)`]HN5(!"#$%&'(#)*"#*+",*6&"53031&",'(-:(]AR%:-./. ’ :(

‚ 2033#'(41$5*5%‘¤¤:6&?>–+%’ (

L!#**F5(/B./N5(I80*Q,5=0/=,N(00/0,"#f*!41$"#+(#)*(#+*Y,$%&5w(a#,F2?$,3(5(X,74K?33'(/'(]AR%:(/B./:(

L!#**F5(/B.DN5(g0/&,/"e9*Y'(#+5,)(#)*+,'*g0/&,/"e:(P?K2A74(?3$(!,#*o#45(!,"*"%$(_"FF'(/'(]AR%:(/B.D:(

L!#**F5(/B.BN5(L,"/$8+,#*+,'*607.&353)",'(DF&(J$#&#"3:(!,#*o#4w(a#%+,%K(J34,%K?33'(D'(]AR%:(/B.B:(

‚ 678,*$%'(9&$:;,*$%‘ "ƒ3—$Æ6?+•=$Æ6 ’ (

LORx3$,75(/B//N5(`3/"?,*(#+*`3/"?8/"3# '(6138+,3'(/BMD'(/-DT/GM:(

LORx3$,75(/B-.N5(!"#$%&'(#)*"#*+,'*607.&353)",'(!,#*o#4'(/B-.: (

r×Eü• (

X,&F8+?7&'(U+7#F&"R'(-.//'(b80*"0/*L,=,#0e'8$/hf*!"#,*;(0,"#8#+,'0,/T(#)*4"/*!+"/&*Q/,"#0*R#/,'0(.&(#)*i607.&"0.&,*

d8(085"/2/j'(Ox*F&%#8+,(V3#I,7F#&x&(`7,4"7#?3?(O+#%"F"*+#F8+,(Y?9A%&x&:(

`,39#(V,KA7?'0"7A(>?,4?F+#'(-./-('( ( ]%,c?3$,7(ORx3$,7("3(&+,(h3&,3&#"3?%#&Q("R(a#%%#34'(6&"53031&"8*k,'58)*Y4=:'(

-CDT-;C: (

`,39#( V,KA7?'(]%,FF?3$7"( )?%#8,'( -./H'( 6"&#I,( #3( Jc*,7#,38,5( ORx3$,7'( `,#4,7'( ?3$( )&,#3'(6&,#34,#353)7* 8#+*
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!D1,'",#., '(/-B T/CB:(

`,39#( V,KA7?'( -.-.'( ]%,c?3$,7( ORx3$,7yF( O+,3"K,3"%"4Q( "R( 6"&#I?&#"3'( 0+,( @"A&%,$4,( P?3$2""9( "R(

O+,3"K,3"%"4Q("R(]4,38Q'(-BTC.:(

6?8%3&Q7,']%?F$?#7'(-..M'(!+"/&*Q/,"#f8#*1&"53031&".85*1'353)(,'(@"=K?3(k(!#&&%,R#,%$(OA2%#F8+,7F'(h38:(
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"#*+,'*6&2#34,#353)",*!+4(#+*:(00,'50'(6?,&#3AF(<#E+"RR:(
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（なかが\だ”・ 上å大学 ）!


